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はじめにはじめにはじめにはじめに

この章では、このマニュアルの目的と構成について説明します。「はじめに」には、次の情
報が含まれています。

■ このマニュアルの目的

■ このマニュアルの対象読者

■ このマニュアルの構成

■ ドキュメント・セット

■ 関連資料

■ このマニュアルの表記規則

このマニュアルの目的このマニュアルの目的このマニュアルの目的このマニュアルの目的
このマニュアルでは、Oracle Enterprise Managerリリース 2.0の構成方法を説明します。

Oracle Enterprise Managerは、異種環境を管理するための統合ソリューションを提供するシ
ステム管理ツールです。グラフィカル・コンソール、エージェント、共通サービスおよび
ツールの組合せにより、Oracle製品を管理するための統合された総合システム管理プラット
フォームを提供します。

プログラムの更新、Oracle Enterprise Manager使用上の重要な注意およびオンライン・ド
キュメントについては、『Oracle Enterprise Manager リリースノート』を参照してください。

構成完了後は、Oracle Enterprise Managerの使用方法については、Oracle Enterprise 
Managerのオンライン・ヘルプまたは『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』を参照
してください。
                                                                       ix



このマニュアルの対象読者このマニュアルの対象読者このマニュアルの対象読者このマニュアルの対象読者
このマニュアルは、Oracle Enterprise Managerを構成するデータベース管理者およびシステ
ム管理者を対象としています。読者は、Oracleと、実行する管理作業に精通している必要が
あります。

Oracle Serverとその機能の概要は、『Oracle Server概要』を参照してください。データベー
ス管理の手順の詳細は、Oracle Serverドキュメント・セットを参照してください。Oracle 
Serverドキュメント・セットには、Oracle Enterprise Managerの各種ツールで実行できる
データベース管理作業について、具体的で詳細な説明が記されています。さらに、Oracle 
Serverドキュメント・セットでは、データベースの最適な管理方法についてのアドバイスも
提供されています。

読者は、使用している特定のMicrosoftまたは Solarisシステムの操作についても精通してい
る必要があります。必要に応じて、ご使用のWindowsまたは Solarisシステムのマニュアル
を参照してください。

このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成
このマニュアルは、次の章から構成されています。

章章章章 説明説明説明説明

第 1章「構成の概要」 Oracle Enterprise Managerおよび付属ツールの構成の概要を
説明。

第 2章「リリース 2リポジトリの作成」 Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantを使用して、
新規のリポジトリを作成する方法を説明。

第 3章「管理サーバーの起動」 Oracle Management Serverの起動方法を説明。

第 4章「管理サーバーの追加」 既存のリポジトリを管理するために、管理サーバーを追加する
方法を説明。

第 5章「エージェントの起動」 Oracle Intelligent Agentの起動方法を説明。

第 6章「コンソールの設定」 Oracle Enterprise Managerリリース 2.0の構成と起動の方法を説
明。

第 7章「リリース 1リポジトリ・データのリ
リース 2リポジトリへの移行」

ユーザーの専用リリース 1.xリポジトリを新規のリリース 2.xリ
ポジトリの特定のユーザーに移行する方法を説明。

第 8章「DBA Management Packの設定」 DBA Management Packのアプリケーションの構成と起動の方法
を説明。

第 9章「Diagnostics Packの構成」 Oracle Diagnostics Packのアプリケーションの構成について説
明。
x                                                                                    

第 10章「Tuning Packの構成」 Oracle Tuning Packのアプリケーションの構成について説明。

第 11章「Oracle Standard Management Packの
構成」

Oracle Standard Management Packのアプリケーションの構成に
ついて説明。



ドキュメント・セットドキュメント・セットドキュメント・セットドキュメント・セット
Oracle Enterprise Managerリリース 2のドキュメント・セットには、次のものがあります。

■ 『Oracle Enterprise Manager リリースノート　リリース 2.0.4』では、Oracle Enterprise 
Managerの最新情報に関する重要な説明とその他の最新ニュースのほか、製品の実際の
動作とマニュアルの説明との違いについても記されている。

■ 『Oracle Enterprise Managerインストレーション・ガイド　リリース 2.0.4』では、
Oracle Enterprise Managerシステムのインストールについて情報を提供。

■ 『Oracle Enterprise Manager構成ガイド　リリース 2.0.4』では、Oracle Enterprise 
Managerシステムの構成について情報を提供。

■ 『Oracle Enterprise Manager概説　リリース 2.0.4』では、Enterprise Managerシステム
の概要を説明。

■ 『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド　リリース 2.0.4』では、Oracle Enterprise 
Managerシステムのコンポーネントと機能について説明。

■ 『Oracle Intelligent Agentユーザーズ・ガイド　リリース 8.1.5』では、Oracle Intelligent 
Agentの管理方法を説明。

■ 『Oracle Enterprise Managerメッセージ・マニュアル　リリース 2.0.4』では、Oracle 
Enterprise Managerのエラーについて、考えられる原因と推奨処置を説明。

Oracle Enterprise Managerドキュメント・セットの他にも、Oracle Enterprise Managerで
は、各種コンポーネントの詳しいオンライン・ヘルプが提供されています。

関連資料関連資料関連資料関連資料
『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』では、関連出版物の重要な情報を参照しています。
このマニュアルで参照されている関連書籍は、次のとおりです。

■ Oracle Serverとその機能の概要は、『Oracle Server概要』を参照。

付録 A「ローカル・ディレクトリ構造」 Oracle Enterprise Managerのディレクトリ構造について説明。

付録 B「その他の Configuration Assistant操作」 異なるリポジトリを使用、またはリポジトリ・ユーザーのパス
ワード変更に対して応答するために、リポジトリを削除し、
ローカル管理サーバーをリダイレクトする方法について説明。

付録 C「トラブルシューティング」 考えられるトラブルシューティングの問題について説明。

章章章章 説明説明説明説明
                                                                                  xi

■ Oracle Serverの管理の詳細は、『Oracle Server管理者ガイド』を参照。

■ Oracleの前のバージョンからの移行の手順は、『Oracle Server移行ガイド』を参照。



■ Oracleの SQLコマンドおよび関数の詳細は、『Oracle Server SQLリファレンス』を参
照。

■ Oracle Serverにバンドルされているユーティリティの詳細は、『Oracle Server SQLリ
ファレンス』を参照。

■ Oracleメッセージおよびコードの詳細は、『Oracle Serverメッセージ』を参照。

■ Oracleネットワーキング・システムの詳細は、ネットワーク固有のマニュアルを参照。

■ Windows NTでの Oracle Serverの詳細は、『Oracle Server for Windows NTインスト
レーションおよびユーザーズ・ガイド』と、入手可能なシステム・リリースノートを参
照。

■ Oracle Parallel Serverの詳細は、Oracle8iを Oracle Parallel Serverおよび Oracle 
Enterprise Managerと一緒に使用するための準備について重要な情報を提供する
『Oracle 8i Parallel Serverセットアップおよび構成ガイド』を参照。「クイック・スター
ト」の項では、Oracle Parallel Server Managementをすぐに使い始めるために実行する
必要があるサーバー関連のステップとコンソール関連のステップがすべて列挙されてい
ます。

『Oracle Parallel Server Managementユーザーズ・ガイド』では、Oracle Enterprise 
Managerコンソールで Oracle Parallel Serverを監視し、制御するための情報を提供して
います。

このマニュアルの表記規則このマニュアルの表記規則このマニュアルの表記規則このマニュアルの表記規則
ここでは、このマニュアルで使われている表記規則を説明します。

例例例例
このマニュアルには、コードの例が記載されています。例のテキストは、このマニュアルの
本文とは違う書体で示されていますので注意してください。次に示すのは、SELECT文の例
です。

SELECT * FROM emp

このマニュアルで示す例は、大文字と小文字を次の表記規則に基づいて使い分けています。

■ CREATE、NUMBERなどのキーワードは大文字で表記。キーワードには特別な意味が
あります。キーワードは大文字または小文字のどちらでも指定できますが、それらを使
う場合はコード例と同じ表記をする必要があります。

■ データベース・オブジェクトとそれらの部分の名前は、empや empnoのように、小文
字で表記。ただし、このマニュアルの本文中では、データベース・オブジェクトとその
xii                                                                                    

部分の名前は、大文字で示されています。

■ 例では、パラメータがプレースホルダの役割を果たす。パラメータは小文字で表記され
ます。パラメータは、通常、スキーマ・オブジェクトの名前、Oracleデータ型または式



です。構文図でパラメータを参照する場合、該当する型のオブジェクトまたは式を代入
してください。このマニュアルの本文では、パラメータ名はイタリック体で表記されま
すので注意してください。

コマンド構文コマンド構文コマンド構文コマンド構文
■ イタリック体は、application_nameなど、変数に使用。適切な値を代入してください。

■ |は、選択肢を示す。

■ {param1 | param2 | ... }は、{}内のパラメータの 1つを指定する必要があることを示す。
カッコは入力しないでください。

■ [  ] は、オプション・パラメータを示す。カッコは入力しないでください。
                                                                                  xiii
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                                                            構成の概

Oracle環境を一元的に管理できます。
1
構成の概要構成の概要構成の概要構成の概要

Oracle Enterprise Managerは、異種環境を集中管理するための統合ソリューションを提供す
るシステム管理ツールです。Oracle Enterprise Managerでは、グラフィカル・コンソール、
Oracle Management Server、Oracle Intelligent Agent、共通サービス、および Oracle製品管
理用の統合された包括的システム管理プラットフォームを提供するツールを組み合わせて使
用します。

この概要では、次の内容について説明します。

■ Oracle Enterprise Managerのアーキテクチャ

■ 基本用語

■ Oracle Enterprise Manager構成の概要

Oracle Enterprise Managerのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャ
Oracle Enterprise Managerのアーキテクチャは、3層から成っています。第 1層のクライア
ントは、Javaベースのコンソールと標準アプリケーションで構成されています。第 2層は、
管理サーバーまたは指定した管理サーバー・グループで、インテリジェント機能の集中化
と、クライアントとターゲット間の制御の分散を実現します。第 3層は、データベース、
ノードまたはその他の管理対象サービスなどのターゲットで構成されています。インテリ
ジェント・エージェントはノードごとに 1つ常駐して、そのノードのサービスに登録イベン
ト（潜在的な問題の発生）がないかどうかを監視し、Oracle Management Serverを介してコ
ンソールによって送られたジョブを実行します。

Oracle Enterprise Managerの 3つの主要コンポーネントは、次のとおりです。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 機能機能機能機能

コンソール コンソールでは、強力かつ確実なシステム管理を実現する直観的
なグラフィカル・ユーザー・インタフェース（GUI）により、
要 1-1



基本用語

Oracle Enterprise Managerのコンポーネントは、管理環境によって異なるどのような構成で
も実行できます。たとえば、コンポーネントをそれぞれ別のマシンで実行することも、1つ
のマシンですべてのコンポーネントを実行することもできます。

リリース 2のアーキテクチャの概要は、『Oracle Enterprise Manager概説』の第 1章を参照
してください。

基本用語基本用語基本用語基本用語
次の用語の詳細は、『Oracle Enterprise Manager概説』と『Oracle Enterprise Manager管理
者ガイド』を参照してください。

リポジトリとはリポジトリとはリポジトリとはリポジトリとは
リポジトリは、管理する環境の状態に関する情報が格納された、データベース内の表の集合
です。リポジトリは、Oracle Management Serverによって、バックエンド記憶として使用さ
れます。リポジトリは、Oracle Management Serverの設定時に作成されます。リポジトリの
表は、Oracle Management Serverでアクセス可能などのデータベースにもインストールでき
ます。

管理者がコンソールにログインすると、Oracle Management Serverに直接接続され、コン
ソール上の表示は、管理者の持つ許可によって決まります。

管理ユーザーとは管理ユーザーとは管理ユーザーとは管理ユーザーとは

管理サーバー Oracle Management Serverでは、インテリジェント機能の集中
化と、コンソールと管理対象ノード間の制御の分散化を実現し、
コンソールによって送られるシステム管理タスクの処理と、企業
全体にわたるこれらのタスクの分配を管理します。Oracle 
Management Serverには、システム・データ、アプリケーショ
ン・データ、リポジトリ（データベース内に格納されている表の
集合）に入っている管理対象ノードの状態に関する情報が、すべ
て格納されています。管理サーバーが複数ある場合は、ワーク
ロードを自動的に分配して、バランスをとるため、高いパフォー
マンスと拡張性が保証されます。

エージェント エージェントは、ネットワーク内の管理対象ノードで稼動するプ
ロセスです。管理サーバーを介してコンソールから送られたジョ
ブやイベントを、実行する役目を果たします。エージェントは、
コンソールまたはネットワーク接続の状態に関係なく機能するの
で、高い可用性が保証されています。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 機能機能機能機能
1-2 Oracle Enterprise Manager構成ガイド                             

Enterprise Managerでは、管理者ごとに、個別の Enterprise Managerクライアント・アカウ
ントを持ちます。Oracle Enterprise Managerの管理者は、Oracle Enterprise Managerスー
パー管理者によって作成されます。管理者全員で、1つの Oracle Enterprise Managerリリー



基本用語

ス 2.0リポジトリを共有します。リポジトリに格納されている管理データは、管理者の持つ
許可に基づいてフィルタ処理されます。

優先接続情報リストなどの作業環境、ログイン・パスワードおよび通知スケジュールは、管
理者ごとに設定する必要があります。

コンソールとはコンソールとはコンソールとはコンソールとは
コンソールは、管理者用のグラフィカル・インタフェースで、‘シン ’または ‘ファット ’のいず
れのクライアントとしても実行できる Javaベースのアプリケーションです。シン・クライ
アントでは、ブラウザを使用してコンソール・ファイルがインストールされているサーバー
に接続するのに対し、ファット・クライアントでは、コンソール・ファイルをローカルにイ
ンストールする必要があります。

コンソールをどのように実行しても、システム管理タスクは Oracle Management Serverが
なければ実行できません。

Oracle Management Serverとはとはとはとは
管理サーバーは、インテリジェント機能の集中化と、クライアントと管理対象ノード間の制
御の分散化を実現し、システム管理タスクを処理します。

管理対象ノードの増加にしたがい、Oracle Management Serverを追加してワークロードを分
散させ、バランスをとることができます。

同じノード群を管理する管理サーバーは、すべて 1つのリポジトリを共有します。リポジト
リには、その環境全体のシステム・データ、アプリケーション・データ、管理対象ノードの
状態が全部格納されています。

管理サーバーを追加すれば、別の管理サーバーが使用不可能になった場合にも、その影響を
受けずに稼動し続けることができます。

インテリジェント・エージェントとはインテリジェント・エージェントとはインテリジェント・エージェントとはインテリジェント・エージェントとは
インテリジェント・エージェントは、各ノードにインストールされ、管理サーバーから送ら
れたジョブの実行と、イベントの監視を行います。インテリジェント・エージェントは、管
理サーバーやコンソールのクライアントから独立しているだけでなく、サポートするデータ
ベースやサービスとも無関係に機能します。

Data Gathererサービスとはサービスとはサービスとはサービスとは
Oracle Data Gathererは、パフォーマンスおよびその他のデータ収集に使用されます。Data 
Gathererは Oracle Intelligent Agentの一部です。

Oracle Data Gathererは、データ収集が必要なクライアント・アプリケーション（Oracle 
                                                                    構成の概要 1-3

Capacity Plannerや Oracle Performance Managerなど）からの要求の処理を受け持ちます。
クライアント・アプリケーションごとに、収集するパフォーマンス・データ（ファイル I/O
または CPU使用量のデータなど）と、データをサンプリングする間隔を指定します。その
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結果、Oracle Data Gathererでは、指定した間隔で、クライアントのために要求されたデー
タを収集します。

Oracle Data Gathererの構成の詳細は、『Oracle Intelligent Agentユーザーズ・ガイド』を参
照してください。

サービス検出とはサービス検出とはサービス検出とはサービス検出とは
コンソールで「ノードの検出」コマンドを選択すると、管理サーバーがそのノードにインス
トールされているインテリジェント・エージェントに接続し、ノードにインストールされて
いる Oracleサービスを検出します。

検出を行うと、管理サーバーでは、新しい情報をリポジトリに入れ、ノードと検出された
個々のサービスをすべて表したビューを表示するコンソールのナビゲータ・ウィンドウを更
新します。

サービス検出により、管理者はノードでのジョブの実行と、イベントの監視ができ、情報は
コンソールで集中管理されます。

優先接続情報リストとは優先接続情報リストとは優先接続情報リストとは優先接続情報リストとは
各管理者は、ネットワーク内で管理するノード、リスナー、データベース、その他のサービ
スに対して、特定のユーザー名、パスワードおよびロールを設定できます。

優先接続情報リストを設定しておくと、コンソールから管理するターゲットに接続するたび
に、接続リストの設定を要求されることはなくなります。優先接続情報リストを設定する
と、接続リストが必要なターゲットに対して、ジョブおよびイベント・システムを使用でき
ます。ログイン設定リストは、すべてリポジトリ内で暗号化されます。

Oracle Enterprise Manager構成の概要構成の概要構成の概要構成の概要
Oracle Enterprise Managerおよび Oracle Enterprise Managementパックを構成するには、
次の手順を実行する必要があります。

手順のなかには、使用する製品の機能によってオプションになるものもあります。

手順手順手順手順 必須またはオプション必須またはオプション必須またはオプション必須またはオプション 参照先参照先参照先参照先

Configuration Assistantを実行して、
リポジトリを作成。Configuration 
Assistantは、Oracle Enterprise 
Managerインストール時に自動的に
実行されます。

必須。 2-1ページの「リリー
ス 2リポジトリの作
成」

Migration Assistantを実行して、リ
リース 1.x環境で使用中のデータを、

オプション。 7-1ページの「リリー
ス 1リポジトリ・デー
1-4 Oracle Enterprise Manager構成ガイド                             

1つまたは複数のプライベート・リ
ポジトリから、新しいリリース 2.0
リポジトリの特定のユーザーに移行。

リリース 1リポジトリがない場合、このステップは
省略してください。

タのリリース 2リポジ
トリへの移行」
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管理サーバーの追加。 オプション。

追加の管理サーバーの設定または追加が不要な場
合、このステップは省略してください。多くの環境
では、必要となる管理サーバーは 1つだけです。

4-1ページの「管理
サーバーの追加」

インテリジェント・エージェントの
起動。

必須。 5-1ページの「エー
ジェントの起動」

管理サーバーの起動。 必須。

最低 1つの管理サーバーの起動と構成が必要です。

3-1ページの「管理
サーバーの起動」

コンソールの起動。 必須。 6-1ページの
「Enterprise Manager
コンソールの起動」

管理者アカウントの作成。 必須。

アカウントを作成すると、管理者は独自のコンソー
ル・ビューをカスタマイズし、管理者間で管理デー
タを共有および保護できます。

6-3ページの「管理者
アカウントの作成」

サービスの検出。 必須。

データベースやリスナーなどのサービスが、
Enterprise Managerのコンポーネントで管理される
ように、ネットワーク・サービスを識別します。

6-4ページの「サービ
スの検出」

Webブラウザの設定。 オプション。

Webブラウザから Oracle Enterprise Managerコン
ソールを実行しない場合、このセクションは省略し
てください。

6-4ページの「Webブ
ラウザからの Oracle 
Enterprise Managerコ
ンソールの実行」

ジョブ発行権限のあるWindows NT
ユーザー・アカウントの作成。

必須。

管理対象ノードでエージェントがジョブを実行する
には、適切な NTユーザー・アカウントが必要で
す。

6-9ページの「ジョブ
実行のための
Windows NTユー
ザー・アカウントの作
成」

ノードでの優先接続情報リストの設
定。

必須。

管理対象ノードでエージェントがジョブを実行する
には、管理者ごとに、ノードの優先接続情報リスト
を設定します。

6-11ページの「管理対
象サービスの優先接続
情報リストの設定」

UNIXでのジョブ制御システムの構
成。

必須。

UNIXアカウントを設定すると、そのアカウントか
ら発行されたジョブによって、管理タスクの実行、

6-12ページの「UNIX
でのジョブ制御システ
ムの構成」

手順手順手順手順 必須またはオプション必須またはオプション必須またはオプション必須またはオプション 参照先参照先参照先参照先
                                                                    構成の概要 1-5

Oracleホーム・ディレクトリへの書込みアクセスの
許可、ファイルに対する読込みまたは実行アクセス
が可能になります。
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電子メール通知の設定。 オプション。

電子メール通知の設定により、電子メールによる
ジョブまたはイベントの通知を受けることができま
す。

6-12ページの「電子
メール通知の設定」

ポケットベル・サービスの設定。 オプション。

ポケットベルによるジョブまたはイベント通知を受
ける場合は、ネットワークごとに 1つのポケットベ
ル・サービスのインストールが必要です。

6-13ページの「NT用
ポケットベル・サービ
スの構成および起動」

バックアップまたは SYSDBA管理の
ために、リモート・データベースを
構成。

必須。

バックアップ管理ウィザードの 1つを使用、または
Oracle Enterprise Managerジョブ制御システムに
よって、データベースの停止や起動などの管理タス
クを発行する前に、データベースをリモート
SYSDBA管理用に設定する必要があります。

6-17ページの「バック
アップまたは SYSDBA
管理のためのリモー
ト・データベースの構
成」

SNMPトラップの構成。 オプション。

SNMPトラップ使用の予定がない場合、SNMPの構
成は不要です。

6-21ページの「SNMP
の構成」

リカバリ・カタログの設定と登録。 オプション。

リカバリ・カタログで Oracle8 Recovery Manager
を使用しない場合、このセクションは省略してくだ
さい。

8-5ページの「リカバ
リ・カタログの設定と
Oracle8への登録」

SQL*Plus Worksheetの設定。 オプション。

SQL*Plus 8iを使用すれば、SQL*Plus Worksheetの
パフォーマンスを改善できます。

8-8ページの
「SQL*Plus Worksheet
の設定」このセクショ
ンには、dbapps.cfg
ファイル編集に関する
情報があります。

Diagnostic Packの設定。 オプション。

注意注意注意注意 :　Data Gathererをインストールして起動し、
Oracle Capacity Plannerと Oracle Performance 
Managerが機能するように構成します。

9-1ページの
「Diagnostics Packの
構成」

Tuning Packの設定。 オプション。 10-1ページの
「Tuning Packの構成」

Change Management Packの設定。 設定は不要。

Oracle Standard Management Pack
の設定。

オプション。

注意注意注意注意 :　Data Gathererをインストールして起動し、

11-1ページの「Oracle 
Standard Management 

手順手順手順手順 必須またはオプション必須またはオプション必須またはオプション必須またはオプション 参照先参照先参照先参照先
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Oracle Performance Managerが機能するように構成
します。

Packの構成」



                                                            リリース 2リポジトリの作

トリを作成する方法を説明します。
2
リリースリリースリリースリリース 2リポジトリの作成リポジトリの作成リポジトリの作成リポジトリの作成

Oracle Enterprise Managerリリース 2.xでは、リポジトリに管理する環境の状態の情報が
入っており、管理サーバーによってバックエンド記憶として使用されます。管理サーバー
は、クライアントと管理対象ノード間の制御の分散を実現します。管理サーバーを追加すれ
ば、管理能力を拡大し、耐障害性を高めることができます。

Enterprise Manager Configuration Assistantは、データベース管理者によるリポジトリ作
成、削除、および構成パラメータのメンテナンスを支援します。

最初は、Configuration Assistantの「リポジトリを作成」オプションを使用して、リリース
2リポジトリを作成、ロードし、ローカルの Oracle Management Serverの構成パラメータを
設定します。

将来参照するために、付録 Bでは、リポジトリの削除や構成パラメータの編集に
Configuration Assistantを使用するための情報を提供しています。

既存リポジトリを管理する管理サーバーの設定または追加の詳細は、4-2ページの「その他
の管理サーバーの設定」を参照してください。管理サーバーを実行するマシンごとに、
Configuration Assistantを実行してください。

リポジトリの作成後、使用中の前の Enterprise Managerリリース 1.xから自分のリポジトリ
を移行する場合は、さらに別の手順を実行する必要があります。共有リリース 2.xリポジト
リ・スキーマへのリリース 1リポジトリの移行については、第 7章「リリース 1リポジト
リ・データのリリース 2リポジトリへの移行」を参照してください。

この章では、Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantを使用して、新規のリポジ

注意注意注意注意 : Configuration Assistantは、Oracle Enterprise Managerのインストール
時に、自動的に起動します。
成 2-1



Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantにより、リリース 2リポジトリが作成さ
れ、情報がロードされます。また、ローカルの Oracle Management Serverの構成パラメー
タも設定されます。

Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantでは、次のタスクを自動的に完了しま
す。

■ Oracle Enterprise Managerリポジトリが含まれるスキーマの所有者であるデータベー
ス・ユーザーに、適切な属性を作成し、割り当てる。

■ リポジトリにリポジトリ・オブジェクトを移入する。

■ Oracle Enterprise Managerの実行に必要な情報を、リポジトリにロードする。

■ ローカルの Oracle Management Serverの構成ファイル、
ORACLE_HOME¥sysman¥config¥omsconfig.propertiesの作成または更新（あるいはそ
の両方）を行う。

■ Oracle Enterprise Managerクライアントに情報をロードする。これにより、Oracle 
Enterprise Managerコンソールに、アクセス可能なすべての Oracle Management Server
ノードが表示されます。

■ Oracle Enterprise ManagerインストールからOracle Configuration Assistantを起動した
場合、管理サーバーのサービスを開始する（Windows NTのみ）。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Managerリポジトリ・スキーマを作成する前に、必ず
データベースをインストールし、実行しておいてください。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Managerリリース 2リポジトリは、リリース 1リポジ
トリと同じではありません。Enterprise Manager 1.xでは、各管理者が独自のリ
ポジトリ・スキーマを持ち、そこにはネットワークの現在のビューと、ユーザー
固有の情報が入っています。Enterprise Manager 2.0では、管理者たちは、1つ
の “共有 ”リポジトリ・スキーマ内に各自のアカウントと作業環境を持ちます。リ
リース 2.xの共有リポジトリ・スキーマへのリリース 1リポジトリの移行の詳細
は、第 7章「リリース 1リポジトリ・データのリリース 2リポジトリへの移行」
を参照してください。
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新規リリース 2リポジトリの作成

新規リリース新規リリース新規リリース新規リリース 2リポジトリの作成リポジトリの作成リポジトリの作成リポジトリの作成

Enterprise Manager Configuration Assistantを起動します。

■ Windows NTの場合

Windowsの「スタート」メニューから Oracle Configuration Assistantを起動します。

■ UNIXの場合

コマンド・ラインから次のコマンドを使用して、Oracle Configuration Assistantを起動
します。

emrepmgr

注意注意注意注意 : Enterprise Manager Configuration Assistantにより、Oracle 
Management Serverをインストールした同じノードで、ネットワーク内の任意
の Enterpriseリポジトリを作成または構成できます。ただし、構成の設定や変
更は、Configuration Assistantが実行されているマシンにある構成ファイルにし
か格納されません。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Managerインストールから Configuration Assistantを
実行している場合、最初のページは「リポジトリのデータベースを選択」になり
ます。この場合、2-5ページのステップ 2に進んでください。
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新規リリース 2リポジトリの作成

ステップステップステップステップ 1「構成操作」「構成操作」「構成操作」「構成操作」
Enterprise Manager Configuration Assistantをスタンドアロン・アプリケーションとして起
動すると、「構成操作」ページが表示されます。

リポジトリ操作のリストから、「新規リポジトリの作成」を選択し、「次」を押します。「リ
ポジトリのデータベースを選択」ページが表示されます。
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新規リリース 2リポジトリの作成

ステップステップステップステップ 2「リポジトリのデータベースを選択」「リポジトリのデータベースを選択」「リポジトリのデータベースを選択」「リポジトリのデータベースを選択」
リポジトリを置くデータベースにログインします。

ユーザー名とパスワード :　データベースには DBA権限を持つユーザーとして接続してくだ
さい。これは個人のデータベース・ユーザー・アカウントで、Oracle Enterprise Manager管
理者アカウントではありません。

サービス :　Net8サービスがこの Oracleホーム用に構成されていない場合、サービスが次の
形式で指定されている可能性があります。

<host>:<port>:<sid>

ここで

hostは、データベースがあるマシン名
                                                                    リリース 2リポジトリの作成 2-5

portは、データベース・リスナーのポート・アドレスで、通常は 1521または 1526

SIDは、データベース・システム ID



新規リリース 2リポジトリの作成

例例例例 :　

pjlee-pc:1521:orcl 

「次」を押して、操作を継続します。

エラー・メッセージの詳細は、C-8ページの「Configuration Assistantのトラブルシュー
ティング」を参照してください。

ログインに成功した場合は、 2-6ページの「ステップ 3「リポジトリへのログイン情報」」に
進んでください。

ステップステップステップステップ 3「リポジトリへのログイン情報」「リポジトリへのログイン情報」「リポジトリへのログイン情報」「リポジトリへのログイン情報」
Enterprise Managerリポジトリの所有者は、データベース・ユーザーです。

データベース・ユーザーの作成に使われるリポジトリ・ユーザー名と、そのユーザーのパス
ワードを入力し、パスワードをもう一度入力して確認します。
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新規リリース 2リポジトリの作成

「次」を押して、操作を継続します。有効なリポジトリ名とパスワードを入力したら、 2-7
ページの「ステップ 4「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」」に進んでください。

ステップステップステップステップ 4「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」

「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」ページでは、デフォルトおよび一時表領域を指定し
ます。推奨される表領域特性については、オンライン・ヘルプを参照してください。

注意注意注意注意 : リポジトリ・ユーザー名は、ネットワーク全体で一意の名前にしてくだ
さい。マシンの TCP/IPホスト名は一意であると考えられるため、これがデフォ
ルトとして使われます。別の名前を選択する場合は、それが一意であることを確
認してください。インターネットでリポジトリのユーザー名を使用する場合に
は、会社名を含めることをお薦めします。

注意注意注意注意 : 選択したデータベースに OEM_REPOSITORY表領域が存在し、サイズ
属性が適切な場合、または一般的なインストールから Configuration Assistant
が実行されている場合、「リポジトリ・ユーザー表領域を選択」ページは表示さ
れません。一般的なインストールの詳細は、『Oracle Enterprise Managerインス
トレーション・ガイド』を参照してください。

データベースにすでに存在するリポジトリ・スキーマを選択した場合にも、「リ
ポジトリ・ユーザー表領域を選択」ページは表示されません。
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新規リリース 2リポジトリの作成

「次」を押して、操作を継続します。

Enterprise Manager Configuration Assistantによって、リポジトリ用のデフォルト表領域に
最低限の空き領域しかないことが検知された場合、「リポジトリ作成のサマリー」ページが
現れます。

ステップステップステップステップ 5「リポジトリ作成のサマリー」「リポジトリ作成のサマリー」「リポジトリ作成のサマリー」「リポジトリ作成のサマリー」
「リポジトリ作成のサマリー」ページには、リポジトリ作成ウィザード操作時に指定した全
情報のサマリーが表示されます。「終了」をクリックしてリポジトリ作成を開始するか、ま
たは「前」をクリックして前のページに戻り、設定を変更します。
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新規リリース 2リポジトリの作成

ステップステップステップステップ 6「構成アクションの進行」ウィンドウ「構成アクションの進行」ウィンドウ「構成アクションの進行」ウィンドウ「構成アクションの進行」ウィンドウ
「終了」ボタンをクリックすると、「構成アクションの進行」ウィンドウが現れ、実行された
処理と、実行中の操作の処理ステップが表示されます。

詳細な情報が必要な場合は、「詳細表示」ボタンをクリックしてダイアログ・ボックスを拡
張し、テキスト領域を表示します。テキスト領域には、発生した可能性のあるエラーを始
め、処理中に起こっていることの詳細が表示されます。テキスト領域は、「詳細を非表示」
ボタンを押せば隠せます。
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新規リリース 2リポジトリの作成

結果のいかんにかかわらず、処理が完了すれば、「取消」ボタンは「クローズ」ボタンに変
わります。

エラーなくすべてのステップが完了した場合、「処理完了」メッセージが表示されます。

「取消」ボタンをクリックすれば、要求された操作を完了前に取り消せます。

注意注意注意注意 : 処理の進行中にリポジトリの作成を取り消すと、リポジトリは不正な状
態になります。リポジトリがどのような状態で残っているのかわからないので、
Configuration Assistantを使って、リポジトリを削除する必要があります。
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                                                            管理サーバーの起

oemctrl start oms

Solarisのバックグラウンドで管理サーバーを起動するには、次のように入力しま
3
管理サーバーの起動管理サーバーの起動管理サーバーの起動管理サーバーの起動

管理サーバーは、クライアントと管理対象ノード間の制御の分散を実現します。通知の中央
エンジンである管理サーバーでは、すべてのシステム管理作業の処理と、これらの作業の企
業全体での分配管理が行われます。

管理サーバーを追加すれば、別の管理サーバーが使用不可能になった場合にも、その影響を
受けずに稼動し続けることができます。管理サーバーが複数ある場合は、ワークロードを分
配し、バランスがとられるため、高いパフォーマンスと拡張性が保証されます。

DBA Management Packアプリケーションを別々のスタンドアロン・アプリケーションとし
て起動する場合は、管理サーバーは不要です。アプリケーション起動の詳細は、 8-1ページの
「DBA Management Packアプリケーションの起動」を参照してください。

管理サーバーの起動管理サーバーの起動管理サーバーの起動管理サーバーの起動
管理サーバーの起動

■ Windows NTの場合

Oracle Management Server NTサービスから、「コントロール パネル」>「サービス」
によって管理サーバーを起動します。

■ UNIXの場合

コマンド・ラインに次のように入力して、管理サーバーを起動します。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Managerインストールから Configuration Assistantを
起動した場合、管理サーバーのサービスは、リポジトリ作成中にWindows NT
で自動的に開始されます。
動 3-1

す。



管理サーバーの状態のチェック

% oemctrl start oms&

コマンド文字列は大文字・小文字が区別されるので、小文字で入力してください。

管理サーバーのリポジトリ接続情報を変更する必要がある場合は、B-4ページの「構成パラ
メータの編集」を参照してください。

管理サーバーの状態のチェック管理サーバーの状態のチェック管理サーバーの状態のチェック管理サーバーの状態のチェック
管理サーバーの状態をチェックするには、オペレーティング・システムのプロンプトで、次
のように入力します。

oemctrl status oms <EMAdministratorName>/<EmPassword>[@<hostname>]

UNIXでは、コマンド文字列は大文字・小文字が区別されるので、小文字で入力してくださ
い。EmPasswordでも大文字・小文字が区別されるので、最初に入力したとおりに入力して
ください。

EMAdministratorNameは、Oracle Enterprise Managerのスーパー管理者名です。

EmPasswordは、Oracle Enterprise Managerスーパー管理者のパスワードです。

hostnameは、管理サーバーが稼動しているマシンです。自分の管理サーバーがローカルに稼
動している場合、@<hostname>は不要です。

指定する管理者名とパスワードは、自分の Oracle Enterprise Managerリリース 2設定リス
トです。この設定リストを、個人のデータベース・ユーザー・アカウント（Oracle 
Enterprise Manager管理者アカウントやリポジトリ設定リストと異なる）のユーザー名およ
びパスワードと混同しないでください。

Oracle Enterprise Managerは、最初のログインに使用するデフォルトのスーパー管理者アカ
ウントでインストールされます。スーパー管理者アカウントは sysman、初期パスワードは
oem_tempです。パスワードは、最初のログインの後で変更してください。このアカウント
を使用すると、必要に応じて他のスーパー管理者を作成できます。

状態情報には、次のものがあります。

■ 管理サーバー全体の状態

■ 管理サーバーが稼動中で、使用可能な期間

■ 管理サーバーのパフォーマンスに関する統計

管理サーバーの停止管理サーバーの停止管理サーバーの停止管理サーバーの停止
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管理サーバーは、スーパー管理者でなければ停止できません。

■ Windows NTの場合



管理サーバーの停止

Oracle Management Server NTサービスから、「コントロール パネル」>「サービス」
によって管理サーバーを停止します。

■ UNIXの場合

コマンド・ラインに次のように入力して、管理サーバーを停止します。

oemctrl stop oms <EMAdministratorName>/<EmPassword>

コマンド文字列は大文字・小文字が区別されるので、小文字で入力してください。

EMAdministratorNameは、Oracle Enterprise Managerのスーパー管理者名です。

EmPasswordは、Oracle Enterprise Managerスーパー管理者のパスワードです。
EmPasswordでも大文字・小文字が区別されるので、最初に入力したとおりに入力して
ください。

指定する管理者名とパスワードは、自分の Oracle Enterprise Managerリリース 2設定リス
トです。この設定リストを、個人のデータベース・ユーザー・アカウント（Oracle 
Enterprise Manager管理者アカウントやリポジトリ設定リストと異なる）のユーザー名およ
びパスワードと混同しないでください。

Oracle Enterprise Managerは、最初のログインに使用するデフォルトのスーパー管理者アカ
ウントでインストールされます。スーパー管理者アカウントは sysman、初期パスワードは
oem_tempです。パスワードは、最初のログインの後で変更してください。このアカウント
を使用すると、必要に応じて他のスーパー管理者を作成できます。
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管理サーバーの停止
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                                                            管理サーバーの追

『Oracle Enterprise Manager インストレーション・ガイド』を参照してください。

1. インストール時に、「使用可能な製品」パネルが表示されたら、インストールする
として「管理サーバーと Enterprise Managerクライアント 2.0.4.0.0」を選択しま
4
管理サーバーの追加管理サーバーの追加管理サーバーの追加管理サーバーの追加

3層アーキテクチャの Oracle Enterprise Managerは、急速に規模が拡大する分散環境でのパ
フォーマンスのメンテナンスと、日常的な作業の自動化において、これまでにない拡張性が
あります。

ネットワーク内のノードと管理対象サービスが増加するにしたがい、中間層に Oracle 
Management Serverを追加して、ワークロードを分担させ、バランスをとることができま
す。複数の Oracle Management Serverがある環境では、複数の管理サーバーで同じリポジ
トリを共有します。

Oracle Management Serverを複数使用することにより、互いの耐障害性が確保されます。1
つの Oracle Management Serverに障害が発生しても、他のサーバーが稼動し続けます。障
害が発生した管理サーバーに登録されているクライアントは、ただちにログインし直し、同
じリポジトリを管理している他の管理サーバーのいずれかに登録すれば、残っている使用可
能な Oracle Management Serverで作業を継続できます。障害が発生したサーバー以外の
Oracle Management Serverに登録するように構成されているクライアントは、障害の影響を
受けません。

この章では、既存のリポジトリを管理するために、管理サーバーを設定、または追加する方
法を説明します。

追加管理サーバーのインストール追加管理サーバーのインストール追加管理サーバーのインストール追加管理サーバーのインストール
他に管理サーバーがインストールされていないマシンに、Oracle Enterprise Manager 
CD-ROMから追加の Oracle Management Serverをインストールしてください。詳細は、

注意注意注意注意 : 既存のリポジトリを管理するために、管理サーバーを設定、または追加
する必要がない場合は、この章を省略して先に進んでください。
加 4-1
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2. インストール中に、Configuration Assistantが自動的に起動した場合は、停止してくだ
さい。

3. Oracle Enterprise Managerインストールを終了します。

4. Enterprise Manager Configuration Assistantをスタンドアロン・アプリケーションとし
て再起動します。

Configuration Assistantでは、それが実行されているマシンの構成パラメータ
（omsconfig.propertiesファイル）のみ設定できます。別のマシンの構成パラメータを変
更することはできません。

■ Windows NTの場合

Windows NTの「スタート」メニューから、Configuration Assistantを起動しま
す。

■ UNIXの場合

コマンド・ラインから emrepmgrを使って、Configuration Assistantを起動しま
す。

その他の管理サーバーの設定その他の管理サーバーの設定その他の管理サーバーの設定その他の管理サーバーの設定
新規の管理サーバーを追加するときには、Configuration Assistantを実行して、そのノード
の構成ファイルを更新してください。

ステップステップステップステップ 1「構成操作」「構成操作」「構成操作」「構成操作」
Enterprise Manager Configuration Assistantを起動すると、「構成操作」ページが表示され
ます。

構成操作のリストから「構成パラメータの編集」を選択し、「次」を押して操作を継続しま
す。「構成パラメータ」ページが表示されます。

ステップステップステップステップ 2「構成パラメータ」「構成パラメータ」「構成パラメータ」「構成パラメータ」
「構成パラメータ」ページが表示されます。必要に応じてパラメータを変更します。

注意注意注意注意 : Enterprise Manager Configuration Assistantによって設定または変更さ
れるのは、それが実行されているマシンの構成パラメータのみです。
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ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
このマシンの管理サーバーで管理する、既存のリポジトリのユーザー名を入力します。
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パスワードパスワードパスワードパスワード
上のユーザー名のパスワードを入力します。この情報は、管理サーバーが次回起動するとき
に使用されます。

パスワードを変更する場合、「確認」フィールドもそれに合わせて変更してください。

サービスサービスサービスサービス
リポジトリが常駐するサービスを入力します。

この情報は、このマシンの管理サーバーが次回起動するときに使用されます。無効な情報が
あると、管理サーバーは起動しません。

ステップステップステップステップ 3「構成パラメータを変更」「構成パラメータを変更」「構成パラメータを変更」「構成パラメータを変更」
「構成パラメータを変更」ページには、構成パラメータ変更ウィザード操作時に提供した全
情報のサマリーが表示されます。「終了」をクリックして変更を開始するか、または「前」
をクリックして前のページに戻り、設定を変更します。

注意注意注意注意 : 次のページに進むには、このページのパラメータを少なくとも 1つ変更
する必要があります。何も変更せずに「次」ボタンを押すと、「構成パラメータ
は変更されていません。変更するか、取り消してください」というエラー・メッ
セージが表示されます。この場合、Enterprise Manager Configuration Assistant
では、次のページに移動できません。
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                                                            エージェントの起

Oracle<Oracleホーム名 >Agentまたは Oracle<Oracleホーム名 >AgentXX（XXはリ
番号）となります。
5
エージェントの起動エージェントの起動エージェントの起動エージェントの起動

Oracle Enterprise Managerでは、ネットワーク内のリモート・ノードで実行されるプロセス
であるインテリジェント・エージェントを使用して、ジョブの実行、イベントの監視、リ
モート・サイトでのデータ収集、およびそのエージェントが常駐するノードのサービスの検
出を行います。エージェントのトラブルシューティングの詳細は、『Oracle Intelligent Agent
ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

管理サーバーのローカル・エージェントを起動すると、管理サーバーの起動時に、サービス
の自動検出が行われます。分散したサービスを検出するには、そのサービスが常駐するノー
ドのエージェントを起動してください。

この章の内容は、次のとおりです。

■ Windows NTでの Oracle Intelligent Agentの起動および停止

■ UNIXでの Oracle Intelligent Agentの起動および停止

Enterprise Managerをインストールまたはご使用の前に、『Oracle Enterprise Manager リ
リースノート』にある互換性マトリックスをチェックしてください。

Windows NTでのでのでのでの Oracle Intelligent Agentの起動および停止の起動および停止の起動および停止の起動および停止
インテリジェント・エージェントは、データベースに同梱されており、管理の必要がある
サービスが常駐するマシンごとにインストールします。インテリジェント・エージェント
は、Net8通信ソフトウェアと同じ ORACLE_HOMEにインストールしてください。エー
ジェントは、データベースとは無関係にインストールできます。

インストール時に、エージェントを起動する NTサービスが作成されます。エージェントが
最初の Oracleディレクトリ・ツリー（DEFAULT_HOME）にインストールされると、サー
ビス名は OracleAgentまたは OracleAgentXX（XXはリリース番号）となります。

エージェントがその他のディレクトリ構造にインストールされると、サービス名は
動 5-1
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Windows NTでの Oracle Intelligent Agentの起動および停止

複数のリリースのインテリジェント・エージェントを、1台のマシンにインストールできま
す。ただし、1台のマシンで一度に稼動可能なエージェントは 1つだけです。

この項には、Windows NTによるエージェントの制御とコマンド・プロンプトに関する情報
があります。また、エージェントのトラブルシューティングに関する項もあります。

Windows NTでのインテリジェント・エージェントの起動でのインテリジェント・エージェントの起動でのインテリジェント・エージェントの起動でのインテリジェント・エージェントの起動
Windows NTでエージェントを起動するには、次の手順を実行します。

1. 「コントロール パネル」フォルダ内の「サービス」アイコンをダブルクリックします。

2. 「OracleAgent」サービスを選択します。

3. 「起動」ボタンをクリックして、エージェントを起動します。

エージェントの「スタートアップの種類」は「手動」に設定されており、ユーザーがエー
ジェントを起動できます。システムの起動時にエージェントを自動的に起動するには、「ス
タートアップの種類」を「自動」に設定します。

1. 「コントロール パネル」フォルダ内の「サービス」アイコンをダブルクリックします。

2. 「OracleAgent」サービスを選択します。

3. 「スタートアップ」ボタンをクリックします。「サービス」ダイアログ・ボックスが表示
されます。

4. 「スタートアップの種類」で「自動」を選択します。

5. 「サービス」ダイアログ・ボックスで「OK」をクリックします。

Windows NTでのインテリジェント・エージェントの停止でのインテリジェント・エージェントの停止でのインテリジェント・エージェントの停止でのインテリジェント・エージェントの停止
Windows NTでエージェントを停止するには、次の手順を実行します。

1. 「コントロール パネル」フォルダ内の「サービス」アイコンをダブルクリックします。

2. 「OracleAgent」サービスを選択します。

3. 「停止」ボタンをクリックして、エージェントを停止します。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Managerとエージェントでは、Net8を使用して当該
データベースと通信します。エージェントの使用を試す前に、Net8がすべての
当該 SIDと接続できることを確認してください。
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UNIXでの Oracle Intelligent Agentの起動および停止

エージェント稼動の確認エージェント稼動の確認エージェント稼動の確認エージェント稼動の確認
エージェントが稼動中であることを確認するには、コントロール・パネルのサービスでその
状態を探すか、コマンド・プロンプトで net startを入力します。OracleAgentが、サービス
のリストに表示されるはずです。

また、NTタスク・マネージャを表示して、dbsnmpプロセスの情報を参照することもでき
ます。

コマンド・プロンプトからの起動、停止および状態の確認コマンド・プロンプトからの起動、停止および状態の確認コマンド・プロンプトからの起動、停止および状態の確認コマンド・プロンプトからの起動、停止および状態の確認
コマンド・プロンプトからエージェントを起動または停止するには、適切なコマンドを入力
します。コマンド・プロンプトからは、サービスが稼動中であることも確認できます。

UNIXでのでのでのでの Oracle Intelligent Agentの起動および停止の起動および停止の起動および停止の起動および停止
『Oracle Enterprise Managerインストレーション・ガイド』に従って、Oracle CD-ROMから

Oracle Intelligent Agentをインストールします。インストール時に、インテリジェント・
エージェントを別にインストールするように選択できます。

インテリジェント・エージェントは、データベースに同梱されており、管理の必要がある
サービスが常駐するマシンごとにインストールします。インテリジェント・エージェント
は、Net8通信ソフトウェアと同じ ORACLE_HOMEにインストールしてください。エー
ジェントは、データベースとは無関係にインストールできます。

複数のリリースのインテリジェント・エージェントを、1台のマシンにインストールできま
す。ただし、1台のマシンで一度に稼動可能なエージェントは 1つだけです。

目的目的目的目的 入力するコマンド入力するコマンド入力するコマンド入力するコマンド

プロンプトからエージェントを起動 net start oracleagent

プロンプトからエージェントを停止 net stop oracleagent

プロンプトからエージェントの状態を確認 net start

注意注意注意注意 : Window NTのエージェントの起動に、lsnrctlコマンドは使用しないで
ください。
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UNIXでの Oracle Intelligent Agentの起動および停止

UNIXの場合、Oracle Enterprise Managerでは、lsnrctlを使用してエージェントが起動およ
び停止されます。UNIXエージェントを制御する関連の lsnrctlコマンドは、次のとおりで
す。

ご使用のプラットフォームの追加情報または制限については、
ORACLE_HOME/network/doc/README.oemagentにある「Intelligent Agent Readme」
を参照してください。

目的目的目的目的 入力するコマンド入力するコマンド入力するコマンド入力するコマンド

UNIXプラットフォームでエージェントを起動 lsnrctl dbsnmp_start

UNIXプラットフォームでエージェントを停止 lsnrctl dbsnmp_stop

エージェントの状態を確認 lsnrctl dbsnmp_status
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                                                            コンソールの設

Enterprise Managerの初期操作を完了すると、Enterprise Managerコンソールの起動
が整います。
6
コンソールの設定コンソールの設定コンソールの設定コンソールの設定

Oracle Enterprise Managerコンソールは、管理者用のグラフィカル・インタフェースです。
コンソールからは、次のタスクを実行できます。

■ 複数のデータベースの集中的な管理、診断およびチューニング

■ Oracleのデータベース以外の製品やサービスの管理

■ 使用している Oracle製品ファミリおよびサードパーティ・サービスの状態の、1日 24時
間にわたる効率的な監視と対応

■ 複数のノードで実行されるジョブの、さまざまな間隔によるスケジュール

■ ネットワーク・サービスでのイベントの監視

■ データベースやその他のサービスを論理的な管理グループごとにまとめて、表示をカス
タマイズ

この章の内容は、次のとおりです。

■ Enterprise Managerコンソールの起動

■ 管理者アカウントの作成

■ サービスの検出

■ Webブラウザからの Oracle Enterprise Managerコンソールの実行

■ 一般設定

Enterprise Managerコンソールの起動コンソールの起動コンソールの起動コンソールの起動
コンソールでは、強力かつ確実なシステム管理を実現する直観的なグラフィカル・ユー
ザー・インタフェース（GUI）により、Oracle環境を一元的に制御できます。
定 6-1
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Enterprise Managerコンソールの起動

Oracle Enterprise Managerは、次の 3つの方法で実行できます。

■ Windowsの「スタート」メニュー（Windowsプラットフォーム）から

■ コマンド・ラインから（UNIX）

■ Webブラウザから

Enterprise Managerの起動の起動の起動の起動
1. Enterprise Managerコンソールを起動します。

■ Windowsプラットフォームの場合

Windowsの「スタート」メニューから、該当する Oracleホームの下にあるコン
ソールを起動します。

■ UNIXの場合

コマンド・ラインに次のように入力して、コンソールを起動します。

oemapp console

コマンド文字列は大文字・小文字が区別されるので、小文字で入力してください。

2. コンソールに初めてログインする場合、最初のログイン・ダイアログ・ボックスが表示
されたら、スーパー管理者アカウントのデフォルトの設定リストを入力します。

管理者 = sysman

パスワード = oem_temp

3. 管理サーバーのプルダウン・リストから、アクセスするリポジトリで構成されている管
理サーバーを選択します。

使用する管理サーバーの名前が表示されない場合は、次の指示に従ってください。

a. 「管理サーバー」ボタンをクリックします。「管理サーバー」ダイアログ・ボックス
が表示されます。

b. 「追加」ボタンをクリックします。「管理サーバーの追加」ダイアログ・ボックスが
表示されます。

c. 管理サーバー名を入力して、「OK」をクリックします。

d. プルダウン・リストから管理サーバーを選択します。

4. 最初のログイン後、パスワードを変更するセキュリティ・ログイン・ダイアログ・ボッ
クスが表示されます。ただちにパスワードを変更してください。
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管理者アカウントの作成

Enterprise Managerコンソールを初めて起動する場合は、スーパー管理者としてログインし
てください。スーパー管理者アカウントを使用して他の管理者アカウントがすでに作成され
ている場合は、管理者としてログインできます。

『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』第 1章の「管理サーバーへの接続」を参照して
ください。

Webブラウザからのブラウザからのブラウザからのブラウザからの Enterprise Managerの起動の起動の起動の起動
Oracle Enterprise Managerを使用すれば、データベース管理者は、一定のマシンや 1種類の
マシンに限定されずに、どこからでも管理作業を行えます。管理者はコンソールを “シン ”ま
たは “ファット ”クライアントとして実行できます。

シン・クライアントの場合、Webブラウザを使用して、コンソール・ファイルがインストー
ルされているサーバーに接続するのに対して、ファット・クライアントの場合は、コンソー
ル・ファイルがローカルにインストールされています。コンソールをWebブラウザから実
行すると、DBA Management Packアプリケーションへのアクセスをはじめ、通常コンソー
ル・アプリケーションから実行するのとまったく同じ管理タスクを実行できます。サポート
されているWebブラウザを実行し、サポートされているWebサーバーを使用するマシンな
らば、どのマシンでもこれらのタスクを実行できます。

Oracle Enterprise Managerコンソールを実行するための、Webサイトのインストールと
Webブラウザの設定の詳細は、6-4ページの「Webブラウザからの Oracle Enterprise 
Managerコンソールの実行」を参照してください。

管理者アカウントの作成管理者アカウントの作成管理者アカウントの作成管理者アカウントの作成
Enterprise Manager 2.0は、複数管理者システムです。つまり、Enterprise Managerを使用
してシステムを管理する人は、各自がコンソールやスタンドアロン・アプリケーションへの
ログインに使う管理者アカウントを持ちます。

Enterprise Managerをインストールすると、1つのスーパー管理者が作成されます。この
スーパー管理者アカウント名は sysman、初期パスワードは oem_tempです。

スーパー管理者 sysmanは、「システム」メニューの「管理者の管理」項目を使用して管理
者を作成できます。ユーザー名とパスワードの他に、各アカウントを “super administrator”
アカウントまたは “regular”アカウントとして作成できるかどうかを指定できます。

注意注意注意注意 : オプション製品であるManagement Packは、Webブラウザでは実行で
きません。
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スーパー管理者は、システムのセキュリティをすべてバイパスして、全オブジェクトに対す
るすべての権限を自動的に持つことができます。大部分のスーパー管理者は、日常の操作用
に別のアカウントも持っていますが、管理サーバーの起動や停止、または新規の Enterprise 
Manager管理者の作成など、スーパー管理者にしかできない特殊な操作には、スーパー管理



サービスの検出

者アカウントを使用します。日常の管理作業に sysmanアカウントを使用することは、お薦
めできません。

レギュラー管理者は、コンソールの他のすべての操作に完全にアクセスできますが、参照
し、変更できるのは、アクセス権のあるジョブ、イベントまたはグループに限られます。

管理者全員で、1つの Enterprise Managerリリース 2.0リポジトリを共有します。リポジト
リに格納されている管理データは、管理者の持つ許可に基づいてフィルタ処理されます。

管理ユーザー・アカウントごとに、優先接続情報リストを設定してください。管理者がデー
タベースまたはノードにログインするときには、優先接続情報リストが使用されます。

コンソールの「システム」メニューの「管理者の管理」項目で、Enterprise Managerの管理
者がどのように作成、編集および削除されるかの詳細は、『Oracle Enterprise Manager管理
者ガイド』第 2章の「Oracle Enterprise Manager管理者の管理」を参照してください。

サービスの検出サービスの検出サービスの検出サービスの検出
コンソールのナビゲータには、ネットワーク・サービスを識別し、ナビゲータ・ツリーに移
入するためのサービス検出機能があります。データベースやリスナーなどのサービスは、
Enterprise Managerのコンポーネントによって管理できます。

管理サーバーの起動時に、管理サーバーが稼動しているマシンにあるエージェントや管理可
能なサービスが、自動的に検出されます。コンソールのナビゲータには、管理サーバー・マ
シンのサービスがすべて表示されます。

ノードを検出するには、コンソールの「ナビゲータ」メニューから「ノードの検出」項目を
選択します。次に、「ノードの検出」ダイアログ・ボックスのテキスト・ウィンドウに、
ノード名を入力します。テキスト・ウィンドウで、検出するノードを 1行ごとに入力すれ
ば、複数のサービスを一度に検出できます。「OK」をクリックして、操作を継続します。

ノードが検出できない場合は、そのノードが停止しているか、またはノードでエージェント
が稼動していない可能性があります。また、TCP/IPネットワーク・プロトコルを使用して
いなければならないので、注意してください。

『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』第 3章の「サービスの検出」を参照してくださ
い。

Webブラウザからのブラウザからのブラウザからのブラウザからの Oracle Enterprise Managerコンソールの実行コンソールの実行コンソールの実行コンソールの実行
Oracle Enterprise Managerを使用すれば、データベース管理者は、一定のマシンや 1種類の
マシンに限定されずに、どこからでも管理作業を行えます。管理者はコンソールを “シン ”ま
たは “ファット ”クライアントとして実行できます。
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シン・クライアントの場合、Webブラウザを使用して、コンソール・ファイルがインストー
ルされているサーバーに接続するのに対して、ファット・クライアントの場合は、コンソー
ル・ファイルがローカルにインストールされています。コンソールをWebブラウザから実
行すると、DBA Management Packアプリケーションへのアクセスをはじめ、通常インス
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トールしたコンソールから実行するのとまったく同じ管理タスクを実行できます。これらの
タスクは、Webブラウザをサポートしているどのマシンからでも実行できます。

Webブラウザから Oracle Enterprise Managerコンソールを実行するには、次の準備が必要
です。

■ 使用するWebサーバーへの Oracle Enterprise Manager Websiteのインストール

■ Webブラウザの設定

シン・コンソール実行用にサポートされているオペレーティング・プラットフォームは、次
のとおりです。

■ Windows NT

■ Windows 95

■ Windows 98

サポートされているブラウザは、次のとおりです。

■ NTおよびWin95上のNetscape Navigator 4.0.5+

■ NTおよびWin95上のMicrosoft Internet Explorer 4+

サポートされているWebサーバーは、次のとおりです。

■ Solaris上の Apache 1.3.x

■ NTおよび Solaris上の Oracle Application Server 4.0.7+

■ NT上の Internet Information Server（IIS）4.0

■ NTおよび Solaris上の Xitami 2.3+

Oracle Enterprise Manager Websiteのインストールのインストールのインストールのインストール
Webブラウザから実行すると、Oracle Enterprise Managerでは、他のWebサイトと同様の
Webサイトのファイルにアクセスします。ご使用のWebサーバー固有のドキュメントに
従って、Oracle Enterprise Websiteを設定してください。

Webサイト（コンテンツ）をインストールするには、次の作業を完了してください。

1. Webサイトの配置

2. cgiスクリプトの設定

3. 別名の構成

別名および cgiスクリプトの構成の詳細は、ご使用のWebサーバー固有のドキュメントを必
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ず参照してください。

ご使用のWebサーバーに Oracle Enterprise Manager Websiteをインストールするには、次
の手順に従ってください。
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1. oem_webstageアーカイブを検索します。

■ 使用マシンに Enterprise Managerがインストールされている場合は、
$ORACLE_HOME/oem_webstageディレクトリの oem_webstageアーカイブを検
索する。

Windows NTの場合、アーカイブは oem_webstage.zipとなります。

Solarisの場合、アーカイブは oem_webstage.tarとなります。

■ Enterprise Managerリリース 2がインストールされていないマシンにWebステージ
を設定する場合、Oracle Enterprise Managerリリース 2 CDから
oem_webstage.zipまたは oem_webstage.tarファイルを、Webサーバーが稼動して
いるマシンにコピーする。

2. 次のいずれかの方法により、選択した位置でアーカイブを解凍します。選択した位置と
は、ご使用のWebサイトの位置です。たとえば、c:¥oemです。

■ Windows NTの場合、WinZipを使用し、アーカイブからファイルを抽出する。
PKUNZIPユーティリティを使って、ファイルを抽出してもかまいません。

■ Solarisの場合、次のコマンドを入力して、アーカイブからファイルを抽出する。

% tar -xvf oem_webstage.tar
% chmod +x oem_webstage/cgi-bin/oemconsole_cgi

その位置に oem_webstageディレクトリが生成されます。たとえば、
c:¥oem¥oem_webstageのようになります。

注意注意注意注意 : 　　　　WebサーバーのWWWルート（‘/’にマップされるディレクトリ）でアーカイ
ブを解凍した場合は、ステップ 3を省略してください。

3. ご使用のWebサーバーで、oem_webstageディレクトリに、/oem_webstage別名
（ディレクトリ・マッピング）を構成します。別名設定の詳細は、ご使用のWebサー
バー固有のドキュメントを参照してください。

たとえば、oem_webstageが c:¥oemディレクトリにインストールされている場合、パ
ス c:¥oem¥oem_webstageを示すために、別名として /oem_webstageを設定できます。

コンソールコンソールコンソールコンソール URLについての注意についての注意についての注意についての注意
これでWebサイトがインストールされました。同じWebサーバーを使用して、どの管理
サーバーにも接続できます。

コンソール URLは、次のとおりです。

http://<webserver hostname>
/oem_webstage/cgi-bin/oemconsole_cgi.exe?<hostname>
6-6 Oracle Enterprise Manager構成ガイド                             

 
hostnameは、管理サーバーが稼動しているノード名です。
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Web サーバー固有の指示サーバー固有の指示サーバー固有の指示サーバー固有の指示

Oracle Enterprise Managerコンソールを実行するコンソールを実行するコンソールを実行するコンソールを実行する Webブラウザの設定ブラウザの設定ブラウザの設定ブラウザの設定

Web サーバーサーバーサーバーサーバー 別名の構成別名の構成別名の構成別名の構成 URL の設定の設定の設定の設定 その他その他その他その他

Apache 1.3.x なし。 なし。 なし。

NT上の Oracle 
Application Server 
4.0.7+

次の 2つの仮想ディレ
クトリを設定する。

■ /oem_webstage/
 (flag NR)

■ /oem_webstage/
cgi-bin/ (flag CR)

コンソール URLには、拡張子
（.exe）を付ける。

コンソール URLは、
http://<webserver hostname>
/oem_webstage/cgi-bin/
oemconsole_cgi.exe?<hostname>
です。

なし。

Solaris上の Oracle 
Application Server 
4.0.7+

次の 2つの仮想ディレ
クトリを設定する。

■ /oem_webstage/ 
(flag NR)

■ /oem_webstage/
cgi-bin/ (flag CR)

なし。 なし。

Internet Information 
Server（IIS）4.0

なし。 コンソール URLには、拡張子
（.exe）を付ける。

コンソール URLは、
http://<webserver hostname>
/oem_webstage/cgi-bin/
oemconsole_cgi.exe?<hostname>
です。

Javaプラグインのプロパ
ティ・シートで、「アクセ
ス」および「アプリケー
ションの設定」許可を設定
する。

IIS管理コンソールでは、
「oem_webstage」ディレク
トリの下にある
「java-plugin」フォルダを
マウスの右ボタンでクリッ
クし、ポップアップ・メ
ニューの「プロパティ」項
目を選択します。

プロパティ・ページで、
「アクセス許可」が「読み
取り」に設定されているこ
とを確認し、「アプリケー
ションの設定」許可を「な
し」に変更します。

Xitami 2.3+ なし。 なし。 なし。
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Oracle Enterprise Managerコンソールを実行するためにWebブラウザを設定するには、こ
の項の手順に従ってください。
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1. コンソール URLを入力します。

ご使用のコンソール URLの詳細は、6-6ページの「コンソール URLについての注意」
を参照してください。

2. 初めて URLを入力する場合は、最初にプラグインをインストールしてください。

■ Netscapeでは、プラグインのインストールを自動的に要求されます。

■ Microsoft Internet Explorerでは、次の URLを入力して、プラグインをインストー
ルします。

http://<webserver hostname>/oem_webstage/java-plugin/install_win32.html

3. プラグインWebサイトの指示に従って、プラグインをインストールします。

4. Webブラウザを起動し、コンソールの URLを入力します。Oracle Enterprise Manager
の画面が表示されます。

予想されるダウンロード時間は、『Oracle Enterprise Managerリリースノート』を参照
してください。

5. URLのブックマークを作成します。

一般設定一般設定一般設定一般設定
この項では、ジョブ、電子メールとポケットベルによる通知、およびリモート SYSDBA管
理用のコンソールの設定に関する次の情報を提供します。

注意注意注意注意 : Netscape 4.0.5+またはMicrosoft Internet Explorer 4+のいずれかが、ご
使用のクライアント・マシンに正しくインストールされていることを確認してく
ださい。

注意注意注意注意 : プラグインのインストールを要求され、終了するか取り消すと、今後イ
ンストールは要求されなくなります。再びプラグインを取得するには、次の
URLを入力してください。
http://<webserver 
hostname>/oem_webstage/java-plugin/install_win32.html
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■ ジョブ制御システムの設定

■ 電子メール通知の設定
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■ NT用ポケットベル・サービスの構成および起動

■ 管理サーバー接続にダイヤルアップ回線を使用する場合のコンソールの 構成

■ バックアップまたは SYSDBA管理のためのリモート・データベースの構成

ジョブ制御システムの設定ジョブ制御システムの設定ジョブ制御システムの設定ジョブ制御システムの設定
この項の項目は、次のとおりです。

■ ジョブ実行のためのWindows NTユーザー・アカウントの作成

■ 管理対象サービスの優先接続情報リストの設定

■ UNIXでのジョブ制御システムの構成

ジョブ実行のためのジョブ実行のためのジョブ実行のためのジョブ実行のための Windows NTユーザー・アカウントの作成ユーザー・アカウントの作成ユーザー・アカウントの作成ユーザー・アカウントの作成
エージェントによって、管理対象ノードでジョブを実行するには、次の要件を満たす必要が
あります。

■ 拡張ユーザー権限 “バッチ ジョブとしてログオン ”を持つNTユーザー・アカウントがあ
る。権限は、既存のローカル・ユーザーまたはドメイン・ユーザー、または新規 NT
ユーザーに割り当てられます。

■ Oracle Enterprise Managerコンソールで、そのユーザーにノードの優先接続情報リスト
が設定されている。6-11ページの「管理対象サービスの優先接続情報リストの設定」を
参照してください。

■ ユーザーには、ORACLE_HOME¥NET80ディレクトリに対する読込み /書込み許可と、
TEMPディレクトリまたは ORACLE_HOMEディレクトリに対する書込み許可が必要。

多くのコンポーネントで、エージェント・ノードからサーバー・ノードに対してジョブを発
行できるようにするには、Windows NTのユーザー・アカウントを作成する必要がありま
す。

管理対象ノードごとに、Windows NTユーザー・アカウントを作成する必要があります。次
の 3つの手順のいずれかに従ってください。

注意注意注意注意 : “バッチ ジョブとしてログオン ”権限を設定しない場合、ノードでジョブ
を実行すると、「ユーザー認証に失敗しました。」というメッセージが表示されま
す。
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新規新規新規新規 NTユーザー・アカウントの作成ユーザー・アカウントの作成ユーザー・アカウントの作成ユーザー・アカウントの作成  

インテリジェント・エージェントがインストールされている NTマシン上に新規のNTユー
ザー・アカウントを作成し、このユーザーに “バッチ ジョブとしてログオン ”権限を付与する
には、次の手順を実行してください。

1. Windows NTの「スタート」メニューで、「管理ツール」から「ユーザー マネージャ」
を選択します。このツールの詳細は、Windows NTのドキュメンテーションを参照して
ください。

2. 「ユーザー」メニューから「新しいユーザー」を選択して、次のことを確認します。

■ 「ユーザーは次回のログイン時にパスワード変更が必要」オプション・ボックスが
チェックされていない。

■ ユーザー名として “SYSTEM”または “system”が使われていない。

3. 「ユーザー マネージャ」ユーティリティの「原則」メニューで、「ユーザーの権利」オプ
ションを選択します。

4. 「高度なユーザー権利の表示」ボックスをチェックします。

5. 権限リストから「バッチ ジョブとしてログオン」を選択します。

6. 選択したユーザーにこの権限を付与します。

既存の既存の既存の既存の NTユーザー・アカウントへの権限の割当てユーザー・アカウントへの権限の割当てユーザー・アカウントへの権限の割当てユーザー・アカウントへの権限の割当て  

既存のローカル・ユーザー・アカウントに権限を割り当てるには、次の手順を実行してくだ
さい。

1. 「ユーザー マネージャ」パネルでユーザーを選択し、次のことを確認します。

■ 「ユーザーは次回のログイン時にパスワード変更が必要」オプション・ボックスが
チェックされていない。

■ ユーザー名として “SYSTEM”または “system”が使われていない。

2. 「ユーザー マネージャ」ユーティリティの「原則」メニューで、「ユーザーの権利」オプ
ションを選択します。

3. 「高度なユーザー権利の表示」ボックスをチェックします。

4. 権限リストから「バッチ ジョブとしてログオン」を選択します。

5. 「追加」ボタンをクリックします。

6. 「ドメインまたはコンピュータ」フィールドに入力します（自分のドメインを選択）。

7. 「ユーザーの表示」ボタンをクリックします。
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8. リストボックスでドメイン・ユーザーを選択します。

9. 「追加」をクリックします。
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10.「OK」をクリックします。

11.「ユーザー権利の原則」ウィンドウで「OK」をクリックします。

エージェント・ユーザーとしてのエージェント・ユーザーとしてのエージェント・ユーザーとしてのエージェント・ユーザーとしての NTドメイン・ユーザーの構成ドメイン・ユーザーの構成ドメイン・ユーザーの構成ドメイン・ユーザーの構成  

エージェント・ユーザーとしてドメイン・ユーザーを構成するには、次の手順を実行してく
ださい。

1. 「ユーザー マネージャ」ユーティリティの「原則」メニューで、「ユーザーの権利」オプ
ションを選択します。

2. 「高度なユーザー権利の表示」ボックスをチェックします。

3. 権限リストから「バッチ ジョブとしてログオン」を選択します。

4. 「追加」ボタンをクリックします。

5. 「ドメインまたはコンピュータ」フィールドに入力します（自分のドメインを選択）。

6. 「ユーザーの表示」ボタンをクリックします。

7. リストボックスでドメイン・ユーザーを選択します。

8. 「追加」をクリックします。

9. 「OK」をクリックします。

10.「ユーザー権利の原則」ウィンドウで「OK」をクリックします。

管理対象サービスの優先接続情報リストの設定管理対象サービスの優先接続情報リストの設定管理対象サービスの優先接続情報リストの設定管理対象サービスの優先接続情報リストの設定
管理対象ノードでエージェントによってジョブの実行またはイベントの監視を行うには、そ
のノードで実行されているサービスに対して、各管理者が有効な設定リストを指定する必要
があります。優先接続情報リストは、管理対象サービスごとにコンソールから設定されま
す。

コンソールで優先接続情報リストを設定するには、次の手順に従ってください。

1. 「システム」メニューの「作業環境」を選択して、インテリジェント・エージェントに
よる管理が可能なサービスを表示します。

2. 認証が必要な管理対象サービスには、ユーザー名、パスワードおよびロールなど、その

注意注意注意注意 : ローカル・ユーザーとドメイン・ユーザーの名前が同じである場合、
ローカル・ユーザーが優先されます。
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サービスに該当する設定リストを入力します。
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3. あるタイプの複数のサービスに同じ設定リストが必要な場合、そのサービス・タイプに
<DEFAULT>の設定リスト選択を使用して、同じタイプのすべてのサービスにその設定
リストが使用されるようにします。

たとえば、Administrator_1が管理するすべてのデータベースで foo/barというユー
ザー名 /パスワードを持っているとすると、<DEFAULT>データベースの入力には、設
定リストとして foo/barを入力するだけで済みます。データベース管理作業では、すべ
てこの <DEFAULT>の設定リストが使用されます。

さらに、foo/bar以外の設定リストが必要なデータベースが 1つしかない場合は、その
特定のデータベースを選択して、異なる設定リストを入力できます。

エージェントでは、実行するすべてのジョブと多くのイベントに対して、ユーザー名とパス
ワードの認証が行われます。優先接続情報リストを正しく設定しないと、ジョブやイベント
は失敗する可能性があります。

NTユーザーの場合、（NTエージェントが常駐する）ノードの優先接続情報リストを、
「バッチ ジョブとしてログオン」に設定されたユーザーと同じに設定する必要があります。

UNIXでのジョブ制御システムの構成でのジョブ制御システムの構成でのジョブ制御システムの構成でのジョブ制御システムの構成
1. DBAグループのメンバーである UNIXユーザー・アカウントが設定されている必要が
あります。

2. DBAグループのメンバーである UNIXユーザーには、UNIX管理対象ホストの優先接続
情報リストを設定する必要があります。

UNIX上でジョブ制御システムを構成するには、管理対象ノードの優先接続情報リストを、
DBAグループのメンバーである UNIXユーザー・アカウントに設定してください。この結
果、そのアカウントから発行されたジョブによって、管理タスクの実行、Oracleホーム・
ディレクトリへの書込みアクセスの許可、およびファイルに対する読込みまたは実行アクセ
スが可能になります。

電子メール通知の設定電子メール通知の設定電子メール通知の設定電子メール通知の設定
Oracle Enterprise Managerでは、SMTPを使用した電子メール通知の送信がサポートされて
います。管理者が電子メール通知を使用できるようにするには、SMTP電子メール・システ
ムで使われる SMTPメール・ゲートウェイを指定する必要があります。

Enterprise Managerコンソールの実行後、コンソールの「システム」メニューから「SMTP
構成」オプションを選択し、SMTP情報を入力します。

フィールドフィールドフィールドフィールド 説明説明説明説明

SMTPメール・ゲートウェイ SMTPメール・ゲートウェイが常駐するマシン名
（mailserver.company.comなど）を入力する。
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SMTPゲートウェイを指定していない場合、どの管理者が電子メールを設定しようとして
も、エラー・メッセージが表示されます。

管理者は、それぞれ特定の電子メールまたはポケットベル・アカウントの作業環境を定義す
る必要があります。作業環境を設定するには、コンソールの「システム」メニューから「作
業環境」を選択します。「編集　管理者作業環境」プロパティ・シートが表示されます。「通
知」ページで、管理者の SMTPメール・アドレスを入力します。

NT用ポケットベル・サービスの構成および起動用ポケットベル・サービスの構成および起動用ポケットベル・サービスの構成および起動用ポケットベル・サービスの構成および起動
Oracle Enterprise Managerでポケットベルによる通知を利用する場合は、Agent Extensions
を明示的にインストールしてください。ポケットベルは、Oracle Enterprise Managerの基本
インストールには含まれていません。ポケットベル・サービスのインストールの詳細は、
『Oracle Enterprise Managerインストレーション・ガイド』を参照してください。

ポケットベル・サービスは、ネットワーク内の任意のWindows NTマシンにインストール
できます。Oracle Enterprise Manager内の通知用にポケットベルを利用する場合、インス
トールが必要なポケットベル・サービスは 1つだけです。

ポケットベル・サービスは、インテリジェント・エージェントがインストールされている
Oracleホームにインストールしてください。ポケットベル・サービスのインストールには、
paging.cfgというテンプレート構成ファイルが提供されており、

SMTPメール・アドレス ユーザーが Enterprise Managerからメールを受信するときに表
示される、送信者名を入力する。その名前は、Enterprise 
Manager Mailのように、Enterprise Managerシステムからの電
子メール送信に使用されます。一部の SMTPサーバーでは空白
を処理できないので、“Enterprise Manager Mail”のように引用
符を使用します。SMTPは TCP/IPベースのメール・プロトコ
ルで、コンソール・マシンに TCP/IPサービスが設定されてい
る必要があります。

フィールドフィールドフィールドフィールド 説明説明説明説明

SMTPメール 管理者の SMTPメール・アドレス（jayr@smp.comなど）を入
力する。

テスト 「テスト」ボタンをクリックして、メール情報が正しいことを
チェックする。「電子メールのテスト」ダイアログ・ボックス
で、電子メールの題とメッセージのテキストを入力します。「テ
スト」ボタンをクリックして、指定したメール IDにテスト・
メールを送信します。テスト・メールの状態を知らせるメッ
セージが表示されます。

フィールドフィールドフィールドフィールド 説明説明説明説明
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ポケットベル・サービスを使用可能にするには、管理サーバーが稼動している必要がありま
す。

ポケットベル・サービスは、FLEX-TD方式のポケットベルをサポートしております。詳細
は、『Oracle Enterprise Managerリリースノート』を参照してください。

ポケットベルの設定ポケットベルの設定ポケットベルの設定ポケットベルの設定
ポケットベルを設定するには、次のようにします。

1. ORACLE_HOME/sysman/configディレクトリにある paging.cfgファイルを編集しま
す。

a. ご利用のキャリア・サービスの情報を入力します。paging.cfgファイルには、ご利
用のキャリアおよびサービス・プロバイダ固有の構成プロパティの定義方法に関す
る詳細な指示と例が含まれています。

b. ローカル管理サーバーを実行していない場合、ご使用の管理サーバーが実行されて
いるマシン名を入力します。

OEM.MANAGEMENT_SERVER=<oms-hostname>

ローカル・マシンで管理サーバーを実行している場合は、名前を入力する必要はあ
りません。

2. Oracle Intelligent Agentを再起動します。

構成の変更を有効にするには、エージェントを停止し再起動する必要があります。

3. 「コントロール パネル」>「モデム」を使用して、モデムの設定を指定します。

注意注意注意注意 : ポケットベル・サービスをインストールするNTマシンには、
Enterprise Managerまたは Oracle Management Serverがインストールされてい
る必要はありません。

ただし、エージェントとエージェント拡張機能は必要です。

注意注意注意注意 : ポケットベルの構成を変更（追加または削除）したときには、必ずイン
テリジェント・エージェントを再起動してください。
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a. 「コントロール パネル」フォルダ内の「モデム」アイコンをダブルクリックします。

b. モデム設定で、外線を利用するためにダイヤルする番号を指定します。

c. ボー・レートを選択します。モデムの推奨ボー・レート設定は 9600です。

ポケットベル・サービスの起動ポケットベル・サービスの起動ポケットベル・サービスの起動ポケットベル・サービスの起動
ポケットベル・サービスを起動するには、次のようにします。

1. 管理サーバーがまだ起動していない場合は、NTサービスの「コントロール パネル」か
ら起動します。

ポケットベル・サービスを使用可能にするには、管理サーバーが稼動している必要があ
ります。

2. NTサービスの「コントロール パネル」から、ポケットベル・サービスを起動します。

ポケットベル・サービスは、次のコマンドを入力しても起動できます。

oemctrl start paging

Enterprise Managerコンソールが実行されたら、次の手順を実行してください。

1. ポケットベル・サービスのあるノードを検出するか、コンソールから検出情報をリフ

注意注意注意注意 : ポケットベル・サービスを実行するWindows NTマシンには、モデムを
インストールしてください。

注意注意注意注意 : ボー・レートを 9600より大きな値に設定すると、ポケットベル・サー
ビス・キャリヤでデータが失われる可能性があります。9600というモデムの
ボー・レートは、推奨値にすぎません。ご使用のシステムに最適のボー・レート
設定を見つけてください。

注意注意注意注意 : ポケットベル・サービスの構成は、管理サーバーとは関係ありません。
管理サーバーが起動され、稼動していなければならないのは、ポケットベル・
サービスを起動するときのみです。
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検出実行方法の詳細は、『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』第 3章の「サービ
スの検出」を参照してください。検出後、ナビゲータ・ツリーに「ポケットベル・サー
ビス」が表示されます。

2. 管理者のポケットベルの「作業環境」を指定します。

ポケットベルを使用する管理者ごとに、通知作業環境と通知スケジュールを設定する必
要があります。

通知作業環境および通知スケジュールの設定方法は、『Oracle Enterprise Manager管理
者ガイド』第 2章の「Oracle Enterprise Manager管理者の管理」を参照してください。

ポケットベル・サービスの状態の問合せポケットベル・サービスの状態の問合せポケットベル・サービスの状態の問合せポケットベル・サービスの状態の問合せ
ポケットベルの状態をチェックするには、キャリア名をマウスの右ボタンでクリックし、
ポップアップ・メニューの「ポケットベル・サービスへの Ping」項目にアクセスします。

ポケットベル・サービスの停止ポケットベル・サービスの停止ポケットベル・サービスの停止ポケットベル・サービスの停止
NTサービスの「コントロール パネル」から、ポケットベル・サービスを停止します。

ポケットベル・サービスは、次のコマンドを入力しても停止できます。

oemctrl stop paging

数値ポケットベルのポケットベル状態コード数値ポケットベルのポケットベル状態コード数値ポケットベルのポケットベル状態コード数値ポケットベルのポケットベル状態コード
数値ポケットベルは、次のように解釈されます。

ジョブ通知の場合、6桁の数値を受信します。最初の 3桁がジョブ ID、後の 3桁がジョブの
状態を示します。イベント通知の場合、イベント IDと状態コード 500を受信します。

状態コードは、次のとおりです。

100 = ジョブ実行中

200 = ジョブ完了

300 = ジョブ失敗

400 = ジョブ削除

500 = イベント状態変化

たとえば、次のようになります。

ジョブ IDが JJJの場合、

JJJ100 → ジョブ# JJJ のジョブ実行中
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JJJ200 → ジョブ# JJJ のジョブ完了
JJJ300 → ジョブ# JJJ のジョブ失敗
 
イベント IDが EEの場合、
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EE500 → イベント# EE のイベント状態変化

管理サーバー接続にダイヤルアップ回線を使用する場合のコンソールの管理サーバー接続にダイヤルアップ回線を使用する場合のコンソールの管理サーバー接続にダイヤルアップ回線を使用する場合のコンソールの管理サーバー接続にダイヤルアップ回線を使用する場合のコンソールの
構成構成構成構成

コンソールの接続にダイヤルアップ回線を使用する場合、コンソールが常駐するマシンで
は、その都度、動的な IPアドレスが取得されます。この動的 IPアドレスは、オペレーティ
ング・システム（Windows NT）によってアプリケーション（コンソール）に送られます。

オペレーティング・システムが正しい IPアドレスを返すには、ネットワーク通信プロトコ
ル（TCP-IP）を、Dynamic Host構成プロトコル（DHCP）を使用して、IPアドレスが取得
されるように構成する必要があります。この設定は、次のように指定します。

1. 「コントロール パネル」>「ネットワーク」を選択します。

2. 「プロトコル」を選択します。

3. 「TCP-IPプロトコル」>「プロパティ」を選択します。

重要重要重要重要 : イーサネットを介して同じマシンをネットワークに接続するときに、設定を元に戻
せるように、前の設定を控えておいてください。「IPアドレス」、「サブネット マスク」およ
び「デフォルト ゲートウェイ」で指定した設定は、ファイルにコピーしてください。

1. 「DHCPサーバーから IPアドレスを取得する」を選択します。

2. 変更を適用します。

ダイヤルアップ回線を介して、ネットワークに接続します。これで、コンソールを起動でき
るようになりました。

バックアップまたはバックアップまたはバックアップまたはバックアップまたは SYSDBA管理のためのリモート・データベースの構成管理のためのリモート・データベースの構成管理のためのリモート・データベースの構成管理のためのリモート・データベースの構成
バックアップ管理ウィザードの 1つを使用、または Oracle Enterprise Managerジョブ制御
システムによって、データベースの停止や起動などの管理タスクを発行する前に、データ
ベースをリモート SYSDBA管理用に設定する必要があります。

次の手順は、サーバーおよびクライアントの両方で実行の必要がある操作の概略です。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : システムのパスワード・ファイル作成ユーティリティの正確な名前は、ご使用

注意注意注意注意 : Webブラウザから実行していない場合には、変更後、システムを再起動
する必要があります。
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の Oracleデータベースのオペレーティング・システム固有のマニュアルを参照してくださ
い。
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サーバー側（サーバー側（サーバー側（サーバー側（NT））））
1. コマンド・プロンプトから、ORAPWD実行ファイルを実行して、新規パスワード・
ファイルを作成します。

$ORACLE_HOME¥bin¥orapwd file=orapw<SID> password=<SID_password> entries=10

ファイル名は orapw<SID>とします。entries=10は、異なる DBAおよび OPERの最大
数です。

orapw<SID>は、Oracle_Home¥Databaseディレクトリに作成されます。

2. Oracle_Home¥Admin¥Orcl¥pfileディレクトリにある init<SID>.oraファイルを編集し
ます。init<SID>.oraファイルで、remote_login_passwordfile=exclusiveという文を追加
または変更します。

3. データベースを停止し、「コントロール パネル」>「サービス」で再起動します。

4. リモート SYSDBA権限を持つユーザーがいない場合、1つ作成します。次の例で、
remoteは、SYSDBA権限を持つユーザー名です。

a. Security Managerを起動します。

b. SYSDBAロールを持つユーザーとしてログインします。

c. 「ユーザー」メニューから「作成」を選択します。「ユーザー作成」プロパティ・
シートが表示されます。

d. 「一般」ページで、次の情報を入力します。

「名前」フィールドに、新規ユーザー名を入力します。たとえば、remoteと入力し
ます。

「パスワード」フィールドおよび「パスワード確認」フィールドに、パスワードを
入力します。たとえば、remoteと入力します。

e. 「ロール」ページで、ユーザーに RESOURCEロールを付与します。

f. 「システム権限」ページで、ユーザーに SYSDBA権限を付与します。

g. 必要なパラメータを指定した後、「作成」ボタンをクリックします。

サーバー側（サーバー側（サーバー側（サーバー側（UNIX））））
1. ORACLEでログインし、ご使用の環境変数を設定します。

setenv ORACLE_HOME your_oracle_home
setenv ORACLE_SID your_oracle_sid
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注意注意注意注意 : この例では、データベースを ORACLEとして設定したものと想定して
います。
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2. Oracleホームの dbsディレクトリに移ります。

cd $ORACLE_HOME/dbs

3. ORAPWD実行ファイルを実行して、新規パスワード・ファイルを作成します。

$ORACLE_HOME/bin/orapwd file=orapw<SID> password=your_password entries=10

ファイル名は、orapw<SID>とします。entries=10は、異なる DBAおよび OPERの最大
数です。

$ORACLE_HOME/dbsで orapw<SID>を作成する必要があります。

4. init<SID>.oraファイルを編集します。init<SID>.oraファイルで、
remote_login_passwordfile=exclusiveという文を追加または変更します。

5. データベースをいったん停止してから再起動します。

a. SQL*Plus Worksheetを起動します。

b. SYSDBAロールを持つユーザーとしてログインします。

c. 次のコマンドを入力します。

shutdown immediate 
startup

6. リモート SYSDBA権限を持つユーザーがまだいない場合、1つ作成します。次の例で、
remoteは、SYSDBA権限を持つユーザー名です。

a. Security Managerを起動します。

b. SYSDBAロールを持つユーザーとしてログインします。

c. 「ユーザー」メニューから「作成」を選択します。「ユーザー作成」プロパティ・
シートが表示されます。

d. 「一般」ページで、次の情報を入力します。

「名前」フィールドに、新規ユーザー名を入力します。たとえば、remoteと入力し
ます。

「パスワード」フィールドおよび「パスワード確認」フィールドに、パスワードを
入力します。たとえば、remoteと入力します。

e. 「ロール」ページで、ユーザーに RESOURCEロールを付与します。

f. 「システム権限」ページで、ユーザーに SYSDBA権限を付与します。

g. 必要なパラメータを指定した後、「作成」ボタンをクリックします。
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クライアント側（クライアント側（クライアント側（クライアント側（Windows NT））））
ターゲット・データベースの起動および停止をリモートから行う場合は、次の手順に従って
ください。

1. Oracle Enterprise Managerコンソールのナビゲータから、ターゲット・データベースを
選択するか、Instance Managerを起動します。

2. SYSDBA権限を持ったユーザーとしてログインします。

3. 「初期化パラメータ」をダブルクリックします。「初期化パラメータ」プロパティ・シー
トが表示されます。

4. 「保存」をクリックします。「構成の保存」プロパティ・シートが表示されます。

5. 構成名を入力します。

6. 「格納パラメータ」一覧の「コメント」列に表示するコメントを入力します。

7. 「OK」をクリックします。

8. リモート SYSDBAログインをテストします。Instance Managerを起動して、SYSDBA
権限で作成したばかりのユーザーでログインします。作成して格納した構成を使って、
データベースを起動または停止できなければなりません。

バックアップ・モードの設定バックアップ・モードの設定バックアップ・モードの設定バックアップ・モードの設定
オンライン・バックアップ（ホット・バックアップ）を実行する場合は、データベースを
ARCHIVELOGモードにする必要があります。それ以外の場合は、データベースを停止して
から、バックアップを実行してください。デフォルトでは、データベースは
NOARCHIVELOGモードになります。

データベースを ARCHIVELOGモードにするには、次のようにします。

1. init.oraデータベース初期化ファイルの次のセクションを、指示に従って編集します。

# Uncommenting the line below will cause automatic archiving if archiving has
# been enabled using ALTER DATABASE ARCHIVELOG.
# log_archive_start = true
# log_archive_dest = %ORACLE_HOME%¥database¥archive
# log_archive_format = "%%ORACLE_SID%%T%TS%S.ARC"

2. Instance Managerの「データベース」メニューから、「アーカイブ・ログ」にチェック
マークを付けます。

バックアップおよびリカバリ方針の詳細は、『Oracle8 Serverバックアップおよびリカバリ』
を参照してください。
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SNMPの構成の構成の構成の構成

SNMPによって、ネットワーク自体のアクティビティの監視に従来使われてきたのとほとん
ど同じ方法とツールで、中央のノードで稼動中の管理ステーションにより、企業のネット
ワーク上の任意の場所で稼動している主要な Oracle製品を検索、識別および監視できます。
その結果、データベース管理者およびネットワーク管理者の作業が統合され、両者とも同じ
ツールを使用して、作業の統合を改善できます。従来、SNMPが使われているツールには、
ネットワーク・コンポーネントを監視する強力な機能があります。Oracleではこの機能が拡
張され、SNMPにより一部の Oracle製品を監視できるようになりました。

Oracle Enterprise Managerリリース 2.0では、イベントの SNMPトラップ・サポートが使用
可能になりました。

1. Oracle Enterprise Managerのコンソールの「イベント」メニューから、「イベントを作
成」を選択します。「イベントを作成」パネルが表示されます。

2. 「許可」ページを選択します。

3. 「外部サービス（エージェントによる SNMPトラップ）への通知を使用可能にする」
チェックボックスにチェックマークを付け、そのイベントですべてのイベント・テスト
に SNMPトラップを使用可能にします。

「外部サービス（エージェントによる SNMPトラップ）への通知を使用可能にする」メッ
セージが表示されます。

Oracleデータベースと Oracle Enterprise Managerに SNMPを構成する一般的な手順は、
『Oracle SNMPサポート・リファレンス・ガイド』を参照してください。

SNMPの構成はプラットフォームにより異なるので、より包括的な構成情報は、ご使用のプ
ラットフォーム専用サーバーのインストール・ガイドまたは構成ガイドを参照してくださ
い。

注意注意注意注意 : SNMPトラップ使用の予定がない場合、SNMPの構成は不要です。デ
フォルトの Oracle Enterprise Managerアーキテクチャには、SNMPは不要で
す。SNMPは、サードパーティのツールとのインタフェースをとる場合にのみ
必要です。
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                                                            リリース 1リポジトリ・データのリリース 2リポジトリへの移

Migration Assistantでは、リリース 2.0リポジトリへの次の情報の移行がサポートさ
ます。

■ 検出情報
7
リリースリリースリリースリリース 1リポジトリ・データのリリースリポジトリ・データのリリースリポジトリ・データのリリースリポジトリ・データのリリース 2

リポジトリへの移行リポジトリへの移行リポジトリへの移行リポジトリへの移行

Oracle Enterprise Manager Migration Assistantでは、Oracle Enterprise Managerと Oracle 
Enterprise Management Pack双方のデータの移行をサポートしています。

この章では、リリース 1.xの複数のリポジトリ・スキーマを、リリース 2.xの 1つの共有リ
ポジトリ・スキーマに移行する方法について説明します。

Oracle Enterprise Managerリリース 1.xのリポジトリ・スキーマは、Oracle Enterprise 
Managerリリース 2.0の共有リポジトリ・スキーマとは異なります。Enterprise Managerリ
リース 1.xでは、各管理者が、ネットワークの現在のビューとユーザー固有の情報の入った
個別のリポジトリ・スキーマを持っていました。Enterprise Managerリリース 2.0では、管
理者が 1つの共有リポジトリ・スキーマ内にアカウントを持ち、それぞれの作業環境は、す
べて各管理者のアカウントに格納されています。

Oracle Enterprise Manager Migration Assistantにより、リポジトリの移行が容易になり、現
在のリリース 1.xの情報がリリース 2.0への移行時になくなることはありません。

注意注意注意注意 : Migration Assistantは、Windowsプラットフォームでしか実行されま
せん。

注意注意注意注意 : リリース 1リポジトリがない場合は、この章を飛ばして、次に進んでく
ださい。
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重要な注意

■ 優先接続情報リスト

■ ジョブ情報

■ イベント情報

■ グループ

重要な注意重要な注意重要な注意重要な注意
移行を開始する前に、データベースとリリース 1.xリポジトリのバックアップを取って、万
一失敗した場合に、現在の Oracle Enterprise Managerリリース 1.x環境とリリース 2.0環境
を確実に回復できるようにしておいてください。

リリース 1.xリポジトリを完全に移行してから、リリース 2.0でなんらかの作業を実行する
と、そのリポジトリを再びリリース 1.xでは使用できなくなります。リリース 2.0へのリポ
ジトリ移行中に問題が発生し、ロール・バックできるのは、移行前の手順を完全に実行し、
リリース 2.0の環境でまだ作業を開始していない場合に限られます。

移行の段階移行の段階移行の段階移行の段階
リリース 1.xリポジトリの移行の段階は、次のとおりです。

1. リポジトリ移行の準備

a. 新規のリリース 2.0管理者の作成

b. リリース 1コンソールの全サービスのリフレッシュ

c. 既存のリリース 1.xリポジトリのバックアップ

d. リリース 1.xリポジトリに現在ある情報の確認

2. Migration Assistantを使用したリポジトリの移行

3. リリース 1コンソールからの全アクティブ・ジョブおよび イベントの削除と登録解除

4. 移行成功の確認

リリースリリースリリースリリース 1とリリースとリリースとリリースとリリース 2の違いが移行に与える影響の違いが移行に与える影響の違いが移行に与える影響の違いが移行に与える影響
リポジトリの移行操作により、既存のリリース 1.xリポジトリはいくつかの点で変わります。

リリース 1オブジェクトの総合的なリストと、それらのリリース 2移行の可否は、7-16ペー
ジの「リリース 1オブジェクト参照」 を参照してください。
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リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリ
Migration Assistantでは、複数のOracle Enterprise Managerリリース 1.6.0リポジトリを 1
つのリリース 2.0リポジトリに移行します。Oracle Enterprise Managerのそれより前のリ
リースのリポジトリは、移行が開始される前にリリース 1.6.0に自動的にアップグレードさ



リリース 1とリリース 2の違いが移行に与える影響

れます。移行が可能な Oracle Enterprise Managerの最も古いリリースは 1.2です。これは、
リリース 1.6.0への自動アップグレードがサポートされている最も古いリリースです。
Oracle Enterprise Managerリリース 1.2のリポジトリは、自動的にリリース 1.6にアップグ
レードされ、リリース 2.0のターゲットに移行されます。既存の Oracle Enterprise Manager
のソフトウェアが 1.6.0より前のリリースの場合、移行後のリポジトリに対して実行される
ことはありません。

優先接続情報リスト優先接続情報リスト優先接続情報リスト優先接続情報リスト
ユーザー名、パスワードおよびロールが移行されます。複数のリリース 1リポジトリが、管
理者 1人の 1つのリリース 2リポジトリに移行されるとき、複数のリリース 1リポジトリに
あったサービスに対して移行される最初の優先接続情報リストは、移行される最初のリリー
ス 1リポジトリの優先接続情報リストです。

グループグループグループグループ
リリース 1では、複数のジョブやイベントは 1つのグループに登録でき、コンソールでは 1
つのジョブまたはイベントとして表示されます。リリース 2では、1つのジョブまたはイベ
ントを 1つのグループに登録すると、コンソールには、そのジョブまたはイベントを登録し
たサービスごとに、個別のジョブまたはイベント・オブジェクトが表示されます。リリース
1で 1つのグループに登録されたジョブまたはイベントをリリース 2に移行すると、リリー
ス 2のコンソールでは、そのジョブまたはイベントを登録したグループ内のサービスごと
に、個別のジョブまたはイベント・オブジェクトが表示されます。

ジョブジョブジョブジョブ
■ 修正ジョブ以外のアクティブ・ジョブと、リリース 2の頻度制限内のアクティブ・ジョ

ブのみが、自動的に Oracle Enterprise Managerのジョブ制御システムに発行されます。

■ すでに NAMEと名付けられたジョブがあるターゲット・データベースに同じ名前の
ジョブを移行すると、そのジョブは移行時に NAME(1)と名前が変更されます。すでに
NAME(1)がある場合は NAME(2)というように、順次名前が変更されます。

バックアップ・ジョブバックアップ・ジョブバックアップ・ジョブバックアップ・ジョブ
リリース 1でバックアップ・ジョブの実行中に、そのデータを移行する場合、そのジョブは
リリース 2では tclジョブとして表示されます。注意注意注意注意 :　ジョブ・ライブラリ内のバックアッ
プ・ジョブは、移行されません。Oracle Enterprise Managerコンソールでは、マネージャの
バックアップ・ジョブと表領域のバックアップ・ジョブは異なります。

修正ジョブ修正ジョブ修正ジョブ修正ジョブ
リリース 1の修正ジョブは、リリース 2のジョブ・ライブラリに移行されますが、自動的に
発行されません。リリース 2の修正ジョブは、移行後にリリース 2のジョブ・ライブラリか
ら手動で再発行する必要があります。リリース 1のイベントとそれに関連付けられたリリー
ス 1の修正ジョブは分離され、リリース 2のイベント・ライブラリとジョブ・ライブラリに
（発行されずに）別々に置かれます。移行後に、リリース 2のイベント・ライブラリでリ
リース 2のイベントを編集し、リリース 2から手動で再発行した修正ジョブと改めて関連付
けてください。
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イベントイベントイベントイベント
■ 修正ジョブと関連付けられていない登録イベントと、リリース 2の頻度制限内のイベン

トのみが、自動的に発行されます。
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■ すでに NAMEと名付けられたイベントがあるターゲット・データベースに同じ名前の
イベントを移行すると、そのイベントは移行時に NAME(1)と名前が変更されます。す
でに NAME(1)がある場合は NAME(2)というように、順次名前が変更されます。

■ 修正ジョブをイベントに関連付けるには、宛先のタイプをリリース 2内の同じものにし
ます。たとえば、サービス・タイプの “データベース ”でリリース 1のイベントを作成
し、それをサービス・タイプの “ノード ”の “メッセージの配布 ”など、リリース 1の修正
ジョブに関連付けていたとします。サービス・タイプの異なるリリース 1のイベントと
リリース 1の修正ジョブは、関連付けて一緒に登録できます。リリース 2では、宛先タ
イプは、関連付けて一緒に登録する修正ジョブの宛先タイプと同じでなければなりませ
ん。

上の例のように、イベントと修正ジョブを移行する場合、リリース 1の修正ジョブに
「類似作成」を実行し、このジョブのリリース 2の宛先タイプを、リリース 2のイベン
トと同じになるように変更してください。

イベント・セットイベント・セットイベント・セットイベント・セット
■ リリース 1のアーキテクチャでは、イベント・セットは、検出した 1つのサービスに登

録された個々のイベントの集合です。リリース 2のアーキテクチャでは、イベントは
個々のテストの集合です。リリース 2のイベントは、リリース 1のイベント・セットと
似ています。リリース 2では、リリース 1の個々のイベントを、テストと呼ぶようにな
りました。各テストにはリリース 1のイベントから機能や設定が引き継がれており、イ
ベントはリリース 1のイベント・セットと同じように定義できます。リリース 1のイベ
ント・セットを移行する場合、そのイベント・セット内の各イベントは、個別のイベン
トとしてリリース 2に移行されます。

■ リリース 2のイベントの場合、頻度、頻度の単位および修正ジョブが「イベント」（最上
位）レベルに割り当てられます。これらの項目は、リリース 1では「イベント」（下位）
レベルに割り当てられていました。リリース 1のイベント・セットで、全イベントにつ
いてこれらの項目が異なる場合、各イベントは、リリース 2の個別のイベントに移行さ
れます。これらの項目が、リリース 1のイベント・セットの全イベントで同じ場合、イ
ベント・セット全体が、リリース 2の 1つのイベントに移行されます。

頻度頻度頻度頻度
リリース 2のジョブとイベントに対する頻度のオプションは、リリース 1と異なります。リ
リース 1でサポートされていて、リリース 2ではサポートされていない頻度のジョブまたは
イベントは、リリース 2.0の環境でもう一度発行またはスケジュールしてください。たとえ
ば、次のようになります。リリース 2.0のイベントでは、24時間未満のポーリング間隔がサ
ポートされています。リリース 1では、ポーリング間隔は 24時間以上でも未満でもかまい
ません。

Performance Manager/Capacity Planner
リリース 1の Performance Managerと Capacity Plannerのリポジトリは、いくつでもリ
リース 2のリポジトリに移行できますが、それぞれ独自のリリース 2の管理者に関連付けら
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れている必要があります。
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Oracle Change Management Pack
■ 注意注意注意注意 :　Change Managerのリリース 1.5.5リポジトリを移行する場合、移行プロセスで
は、移行前にまずリポジトリがリリース 1.6にアップグレードされます。このアップグ
レードは元に戻すことはできず、このリポジトリで Change Managerリリース 1.5.5は
使用できなくなります。したがって、移行後に Change Managerリリース 1.5.5でリ
リース 1.5.5リポジトリを引き続き使用するには、リポジトリのバックアップを取り、
復元する必要があります。

■ Oracle Change Management Packのリリース 1.xの各リポジトリは、どの管理者につい
ても変更計画や基準がないリリース 2.0のリポジトリに移行します。管理者に変更計画
または基準がある場合、Change Management Packリリース 1.xリポジトリの移行を開
始する前に、その計画または基準を削除してください。削除しないと、Change 
Management Packの移行は失敗します。この場合、sysman¥temp¥vobmgr.logファイ
ルに、削除すべき計画または基準を持つリリース 2.0リポジトリ内の管理者を識別する
メッセージが含まれます。変更計画の削除には Plan Managerを、基準の削除には DB 
Captureを使用します。

Expert
Oracle Expertリリース 1.xリポジトリの表は、Oracle Expertチューニング・セッションの
エクスポートとインポートの方法を使って、リリース 2.0リポジトリに移行します。リリー
ス 1.xリポジトリ内の全データベース下のチューニング・セッションは、すべて .xdlファイ
ル（データベースごとに 1つ）にエクスポートされ、選択した Oracle Enterprise Manager
ユーザーの下にあるリリース 2.0のリポジトリにインポートされます。

ポケットベル・サービスポケットベル・サービスポケットベル・サービスポケットベル・サービス
■ リリース 1ユーザーのスケジュール情報は、リリース 2.0の管理者に移行されません。各

ユーザーは、リリース 2.0環境で、新しいポケットベルのスケジュールを定義する必要
があります。

■ ポケットベル構成情報は、リリース 2.0に移行されません。各ユーザーは、リリース 2.0
環境で新しいポケットベル構成情報を定義する必要があります。

電子メール・サービス電子メール・サービス電子メール・サービス電子メール・サービス
■ リリース 1ユーザーのスケジュール情報は、リリース 2.0の管理者に移行されません。各

ユーザーは、リリース 2.0環境で、新しい電子メール・スケジュールを定義する必要が
あります。

■ 電子メール構成情報は、リリース 2.0に移行されません。各ユーザーは、リリース 2.0環
境で新しい電子メール構成情報を定義する必要があります。

リポジトリ移行の準備リポジトリ移行の準備リポジトリ移行の準備リポジトリ移行の準備
移行を成功させるためには、次の手順を完了してください。
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■ 新規のリリース 2.0管理者の作成

■ リリース 1コンソールの全サービスのリフレッシュ
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■ リリース 1コンソールとリリース 2管理サーバーの停止

■ 既存のリリース 1.xリポジトリのバックアップ

■ リリース 1.xリポジトリに現在ある情報の確認

新規のリリース新規のリリース新規のリリース新規のリリース 2.0管理者の作成管理者の作成管理者の作成管理者の作成
Migration Assistantを使用して、1つのリリース 1リポジトリを 1つのリリース 2.0リポジ
トリへ、または複数のリリース 1リポジトリを 1つのリリース 2.0リポジトリへ移行できま
す。

いずれの場合も、まず、新規の管理者を作成し、リリース 1のリポジトリ情報が各管理者の
リリース 2.0アカウントに移行されるようにします。

各 Enterprise Manager管理者は、そのリポジトリ・データベース・アカウントでは、個別の
ユーザーです。

新規管理者を作成するには、次の手順に従ってください。

1. 管理サーバーを起動します。

■ Windows NTの場合

Oracle Management Server NTサービスから、「コントロール パネル」>「サービ
ス」によって管理サーバーを起動します。

■ UNIXの場合

コマンド・ラインに次のように入力して、管理サーバーを起動します。

oemctrl start oms

コマンド文字列は大文字・小文字が区別されるので、小文字で入力してください。

管理サーバー起動の詳細は、第 6章「コンソールの設定」を参照してください。

2. SYSMANアカウントを使用して、Enterprise Managerリリース 2.0にログインします。
Enterprise Managerコンソール起動の詳細は、第 6章「コンソールの設定」を参照して

注意注意注意注意 : 新規のリリース 2.0管理者を作成しないと、移行オブジェクトはすべて
SYSMANアカウントに移行されます。SYSMANアカウントは、Oracle 
Enterprise Managerリリース 2のインストール時に提供される、デフォルトの
スーパー管理者アカウントです。
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ください。

3. コンソールの「システム」メニューから、「管理者の管理」を選択します。「管理者の管
理」ダイアログ・ボックスが表示されます。
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4. 「管理者の管理」ダイアログ・ボックスの「追加」ボタンをクリックします。「管理者ア
カウントの作成」ダイアログ・ボックスが表示されます。

5. Enterprise Manager管理者の一意のユーザー名とパスワードを入力し、その管理者に使
用可能なアクセス権を確認します。

Enterprise Manager管理者の管理の詳細は、『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』第
2章を参照してください。

リリースリリースリリースリリース 1コンソールの全サービスのリフレッシュコンソールの全サービスのリフレッシュコンソールの全サービスのリフレッシュコンソールの全サービスのリフレッシュ
移行前に、移行の必要なサービスが、すべてリリース 1コンソールによってリフレッシュさ
れていることを確認してください。

リフレッシュされなかったサービスは、移行できません。

リリースリリースリリースリリース 1コンソールとリリースコンソールとリリースコンソールとリリースコンソールとリリース 2管理サーバーの停止管理サーバーの停止管理サーバーの停止管理サーバーの停止
リリース 1コンソールと管理サーバーが実行されている場合は、停止してください。リモー
ト・エージェントは実行されたまま、既存の待ち行列ファイルはそのまま残ります。

既存のリリース既存のリリース既存のリリース既存のリリース 1.xリポジトリのバックアップリポジトリのバックアップリポジトリのバックアップリポジトリのバックアップ
移行中に予期せぬエラーが発生した場合、Migration Assistantでは自動リカバリはサポート
されていません。予期せぬ失敗が発生した場合に、現行のリリース 1.x Oracle Enterprise 
Manager環境とリリース 2.0環境を確実に回復できるようにするには、リリース 1.xリポジ
トリとリリース 2.0リポジトリの両方のバックアップを取っておいてください。

リポジトリのバックアップには、Enterprise Managerのエクスポート・ウィザード、または
Oracleデータベース・サーバーに同梱されている基本ユーティリティ、EXPORTユーティリ
ティのどちらを使用してもかまいません。データ管理の各種ウィザード使用の詳細は、
「Oracle Enterprise Managerオンライン・ヘルプ」を参照してください。

次の例は、Oracle 8.0サーバーが 1つ稼動している NT環境のものです。

exp user/password@service owner=oemv1schema file=oemv1.dmp

ここで、USERは移行する Oracle Enterprise Managerリポジトリのユーザー名、

注意注意注意注意 : SYSユーザーで作成したリポジトリは、エクスポートできません。
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PASSWORDはそのユーザーのパスワードです。

この例では、保存されたリポジトリは、oemv1.dmpに書き込まれます。
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エクスポートの終了時には、エクスポートが無事完了したかどうかを知らせる次のメッセー
ジが表示されます。

エクスポートは警告なしで終了しました。

エクスポート・ユーティリティの詳細は、『Oracle8 Serverユーティリティ』を参照してくだ
さい。

リリースリリースリリースリリース 1.xリポジトリに現在ある情報の確認リポジトリに現在ある情報の確認リポジトリに現在ある情報の確認リポジトリに現在ある情報の確認
移行中に情報がなくなることのないようにするには、現在リリース 1.xリポジトリにある情
報を確認します。この情報は、リリース 2.xへの移行後に情報があるかどうかを確認するた
めの指針として、後で使用します。

リリース 1.xリポジトリでは、次の情報を確認してください。

1. 検出情報については、リリース 1.x環境で検出されたホストとサービスの数を数えます。

2. 最低 1つのノードの設定リスト情報を参照します。

3. ジョブ情報については、注意すべき関連情報として次のものがあります。

■ ジョブ数

■ ジョブのタイプ

■ ジョブの状態

■ ジョブの履歴情報

4. イベント情報については、次のような関連情報に注意してください。

■ イベント・グループ数

■ 各グループ内のイベント数

■ 各グループが登録されているノード

■ イベントの現在の状態

Migration Assistantを使用したリポジトリの移行を使用したリポジトリの移行を使用したリポジトリの移行を使用したリポジトリの移行
移行するリリース 1.x Oracle Enterprise Manager環境内の各データベースの指示に従ってく
ださい。

Windows NTの「スタート」メニューから、Enterprise Manager Migration Assistantを起動
します。
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Migration Assistantを使用したリポジトリの移行

ステップステップステップステップ 1「イントロダクション」「イントロダクション」「イントロダクション」「イントロダクション」
Migration Assistantを起動すると、「イントロダクション」ページが現れ、Migration 
Assistantの目的と、移行を成功させるために必要な前提条件についての重要情報が表示され
ます。

イントロダクションを読み、「次」を押して操作を継続します。

1つ以上のシステム管理パックがインストールされている場合は、 7-9ページの「ステッ
プ 2「コンポーネントの選択」」に進んでください。

システム管理パックがインストールされていない場合は、 7-11ページの「ステップ 3
「ソース・リポジトリ・ログイン」」に進んでください。

ステップステップステップステップ 2「コンポーネントの選択」「コンポーネントの選択」「コンポーネントの選択」「コンポーネントの選択」

注意注意注意注意 : 1つ以上のシステム管理パックがインストールされている場合にのみ、
「コンポーネントの選択」ページが現れます。
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移行するリポジトリ・コンポーネントを選択します。



Migration Assistantを使用したリポジトリの移行

選択できるのはインストールされているコンポーネントのみです。コンポーネントに有効な
ターゲット・リポジトリがない場合は、1つ作成されます。

選択が終了したら、「次」を押して操作を継続します。
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Migration Assistantを使用したリポジトリの移行

ステップステップステップステップ 3「ソース・リポジトリ・ログイン」「ソース・リポジトリ・ログイン」「ソース・リポジトリ・ログイン」「ソース・リポジトリ・ログイン」
リリース 1.xリポジトリのあるデータベースへログインします。

ユーザー名とパスワード :　リリース 1.xリポジトリがあるデータベースの有効なユーザー名
を入力してください。

サービス :　標準の SQL*Netリリース 2またはNet8の構文を使用します。サービス名は、
tnsnames.oraファイルで表示されるとおりのデータベースの名前です。

接続モード :　「標準」として接続します。

「次」を押して、操作を継続します。

入力した情報が有効で、有効なリリース 1.xリポジトリが存在する場合は、 7-12ページの
「ステップ 4「ターゲット・リポジトリ・ログイン」」へ進んでください。
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Migration Assistantを使用したリポジトリの移行

ステップステップステップステップ 4「ターゲット・リポジトリ・ログイン」「ターゲット・リポジトリ・ログイン」「ターゲット・リポジトリ・ログイン」「ターゲット・リポジトリ・ログイン」
既存のリリース 2.0リポジトリのユーザー名、パスワードおよびサービス名を入力します。

ユーザー名とパスワード :　Oracle Enterprise Managerのユーザー名は、リリース 2.0リポ
ジトリが作成されたものと同じユーザー名にしてください。Oracle Enterprise Managerリ
リース 2.0リポジトリは、Oracleデータベース・スキーマです。ユーザー名とパスワード
は、Oracle Enterprise Managerのユーザー・ログイン時のものではありません。

サービス :　標準の SQL*Netリリース 2またはNet8の構文を使用します。サービス名は、
tnsnames.oraファイルで表示されるとおりのデータベースの名前です。

「次」を押して、操作を継続します。

有効なリリース 2.0リポジトリに、有効なリポジトリ名、パスワードおよびサービスを入力
した場合、 7-12ページの「ステップ 5「管理者データ」」へ進んでください。Oracle 
Enterprise Manager Migration Assistantでは、移行する情報がリリース 2.0リポジトリにす
でにあるかどうか、情報の書式がリリース 1.x情報の書式と異なるかどうか、この情報がど
のように変換されているかも、ダイアログ・ボックスによって知らされます。

ステップステップステップステップ 5「管理者データ」「管理者データ」「管理者データ」「管理者データ」
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情報の移行先のリリース 2.0管理者を指定します。



Migration Assistantを使用したリポジトリの移行

「終了」をクリックして移行プロセスを開始するか、「前」をクリックして前のページに戻
り、設定を変更します。

進行中の作業進行中の作業進行中の作業進行中の作業
「進行中の作業」ウィンドウが現れ、作業の進捗状況が知らされます。「進行中の作業」ウィ
ンドウの情報は、%oracle_home%¥sysman¥tempディレクトリにある vobmgr.logファイル
にすべて記録されます。

注意注意注意注意 : 追加のリリース 2.0管理者アカウントを作成していない場合、移行する
オブジェクトは、すべて SYSMAN管理者アカウントに移行されます。

注意注意注意注意 : Change Managerリポジトリを移行する場合、Change Managerを実行
して Change Managerのリポジトリ・オブジェクトをまだ作成していないと、
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移行プロセスで作成されます。



リリース 1コンソールからの全アクティブ・ジョブおよび イベントの削除と登録解除

リリースリリースリリースリリース 1コンソールからの全アクティブ・ジョブおよびコンソールからの全アクティブ・ジョブおよびコンソールからの全アクティブ・ジョブおよびコンソールからの全アクティブ・ジョブおよび
イベントの削除と登録解除イベントの削除と登録解除イベントの削除と登録解除イベントの削除と登録解除

リリース 1.xからリリース 2.0環境へのリポジトリの移行には調整が必要です。移行プロセ
スには、リリース 1のアクティブなジョブとイベントをすべて手動で削除および登録解除す
るプロセスが含まれます。

リリース 1.xリポジトリで定義したジョブおよびイベント情報は、リリース 2.0のリポジト
リにコピーされます。Oracle Enterprise Manager環境では、同じエージェントに対して、リ
リース 1.xとリリース 2.0の両方のコンソールを実行することはできません。リリース 1.xリ
ポジトリからジョブおよびイベント情報を削除すると、ユーザーによってこの構成が不用意
に作成されることを防止できます。

リポジトリの移行を実行したら、次の手順に従ってください。

1. リリース 1コンソールを起動し、移行されたばかりのリリース 1リポジトリに接続しま
す。

2. 手動で、すべてのアクティブ・ジョブおよびイベントを、削除または登録解除します。
アクティブ・ジョブおよびイベントの削除と登録解除を行わないと、そのエージェント
で実行されるジョブに重複が生じる可能性があります。イベントは「not unique」エ
ラーのために、登録に失敗します。

3. リリース 1コンソールを停止します。

4. 管理サーバーを起動します。

移行成功の確認移行成功の確認移行成功の確認移行成功の確認
Migration Assistant 1.x 2.0

注意注意注意注意 : 管理サーバーを起動する前に、情報を移行し、リリース 1コンソールを
起動せずに、ジョブおよびイベントを削除すると、最初の起動時に、イベントの
登録とジョブの発行が試行されます。ジョブは登録されますが、イベントは、リ
リース 1コンソールからエージェントにすでに登録されているので、失敗する可
能性があります（インテリジェント・エージェントのイベントの一意性に対する
制限）。

コンソールでは失敗したことが表示されます。リリース 1イベントの登録を解除
し、リリース 2コンソールで、失敗したイベント登録から「類似作成」により再
登録を試みます。
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でリリース リポジトリ情報を指定のリリース ユーザーに移した
ら、そのユーザーでリリース 2.0コンソールにログインし、移行を確認します。



移行の取消し

検出、優先接続情報リスト、ジョブおよびイベント情報の移行成功をチェックして、リポジ
トリの移行後にすべての情報があることを確認してください。

1. 検出情報については、移行後にホストとサービスが表示されていることをチェックしま
す。

2. 移行した設定リストを使ってデータベースにアクセスするため、最低 1つのノードの設
定リスト情報が、リリース 2.xコンソールのナビゲータで表示されるようにしてくださ
い。

3. ジョブ情報については、チェックすべき関連情報として、ジョブ数、ジョブのタイプ、
ジョブの状態、および関連のジョブ履歴情報があります。リリース 1.xジョブには、リ
リース 2.xには移行されないタスクを含むものがあります。これらも考慮に入れてくだ
さい。

4. イベント情報については、注意すべき関連情報として、イベント数、各イベント内のテ
スト数、各グループが登録されているノード、およびイベントの現在の状態がありま
す。

5. 移行に成功した Performance Managerの記録とユーザー定義のグラフの数は、移行ロ
グ・ファイル、sysman¥temp¥vobmgr.logを調べます。

6. Oracle Expert移行プロセスの情報は、sysman¥temp¥vobmgr.log ファイルと、さらに詳
細な sysman¥temp¥xpomigr.logファイルを調べます。

7. Change Management Packについては、リリース 1の Plan Managerと DB Captureの
ベースラインと変更計画の数を数え、それをリリース 2に移行された数と比較する必要
があります。

移行の取消し移行の取消し移行の取消し移行の取消し
移行中に予期せぬ問題が発生した場合、Oracle Enterprise Manager環境を前の状態に復元し
なければならないことがあります。Oracle Enterprise Manager環境を復元するには、次のよ
うにします。

1. Security Managerを使って、古いリリース 1.xリポジトリ・ユーザーを削除します。

注意注意注意注意 : リリース 2コンソールで、移行したサービス名と、リリース 1コンソー
ルで使用された設定リストの表に格納されているサービス名が一致しない場合、
影響を受けるサービスに対して、移行後にリリース 2コンソールを介して、優先
接続情報リストを再入力してください。
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Security Managerの詳細は、「Oracle Enterprise Managerオンライン・ヘルプ」を参照
してください。



リリース 1オブジェクト参照

2. インポート・ウィザード、または Oracleデータベース・サーバーに同梱されている基
本ユーティリティ、IMPORTユーティリティを使用して、保存されているリリース 1.x
リポジトリ・ユーザーをインポートします。ユーザーは、インポート時に再作成されま
す。インポート・ウィザード使用の詳細は、「Oracle Enterprise Managerオンライン・
ヘルプ」を参照してください。次の例では、IMPORTユーティリティを使用します。

imp user/password@service file=oemv1.dmp

スキーマをインポートすると、リリース 1リポジトリが移行前の状態で再作成されま
す。

インポート・ユーティリティの詳細は、『Oracle8 Serverユーティリティ』を参照してく
ださい。

リリースリリースリリースリリース 1オブジェクト参照オブジェクト参照オブジェクト参照オブジェクト参照
リリース 1オブジェクトの総合的なリストと、それらのリリース 2移行の可否は、この後の
各項を参照してください。

リリースリリースリリースリリース 2に移行されるリリースに移行されるリリースに移行されるリリースに移行されるリリース 1オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト
次のリリース 1オブジェクトは、リリース 2に移行できます。

優先接続情報リスト優先接続情報リスト優先接続情報リスト優先接続情報リスト
ユーザー名、パスワードおよびロールが移行されます。複数のリリース 1リポジトリが、管
理者 1人の 1つのリリース 2リポジトリに移行されるとき、複数のリリース 1リポジトリに
あったサービスに対して移行される最初の優先接続情報リストは、移行される最初のリリー
ス 1リポジトリの優先接続情報リストです。

サービスサービスサービスサービス
データベース、ノードおよびリスナーは、最後の検出およびリフレッシュの状態が成功であ
れば、移行されています。

グループ :　リリース 1では、ジョブとイベントは、1つのオブジェクトとして複数のグルー
プに登録されます。1つのジョブまたはイベントがリリース 1の 1つのグループに登録され
ている場合、そのジョブまたはイベントは、それが登録されているサービスごとに個別の
ジョブまたはイベントを作成して、リリース 2に移行されます。

グループは論理エンティティとして移行されないので、ジョブまたはイベントはグループに
は移行されません。リリース 2の側にはグループはありません。リリース 1のグループのメ
ンバーは、すべて個別にリリース 2に移行します。グループはリリース 2で再作成し、移行
メンバーを改めて追加する必要があります。

ジョブジョブジョブジョブ
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■ DBAスクリプトの実行

■ SQL*Plusの実行



リリース 1オブジェクト参照

■ データベースの停止

■ データベースの起動

■ メッセージの配布

■ OSコマンドの実行

■ TCLの実行

■ リスナーの停止

■ リスナーの起動

修正ジョブ修正ジョブ修正ジョブ修正ジョブ
■ すべてのスケジュール情報

■ 従属ジョブ

■ 優先接続情報リストの上書き

■ ジョブ・ライブラリ

■ ジョブ履歴

■ アクティブ・ジョブ

イベントイベントイベントイベント
■ 警告

■ プローブ

■ 動作・停止（データベース）

■ バッファ・キャッシュ

■ データ・ディクショナリ・キャッシュ

■ ディスク I/O

■ ライブラリ・キャッシュ

■ ネット I/O

■ SysStat表

■ SysStat表デルタ

■ データファイル制限

■ ロック制限

■ プロセス制限
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■ セッション制限

■ ユーザー制限



リリース 1オブジェクト参照

■ アーカイブ満杯

■ 小容量

■ ダンプ満杯

■ 最大エクステント

■ ユーザー・ブロック

■ 連鎖行

■ 動作・停止（リスナー /SQL*Net）

■ 動作・停止（ノード）

■ CPUページング率

■ CPU使用率

■ ディスク満杯

■ スワップ満杯

■ アーカイバの停止

■ 中断したジョブ

■ データ・ブロック破壊

■ 遅延トランザクション

■ エラー・トランザクション

■ 失敗したジョブ

■ セッション終了

■ スケジュール解除されたジョブ

■ 空きバッファ

■ メモリー・ソート

■ 索引再作成

■ REDOログ割当て

■ ロールバック競合

■ 警告ファイル過大

■ セグメントの高速拡張
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■ 複数エクステント

■ スナップショット・ログ満杯



リリース 1オブジェクト参照

■ 表領域満杯

■ ユーザー監査

■ Data Gatherer警告

■ Data Gatherer動作・停止

その他その他その他その他
■ イベント・セット・ライブラリ

■ 登録

■ サードパーティ・イベント

■ トリガー・イベントに関連付けられた修正ジョブ

■ 頻度

■ パック・リポジトリ

再作成が必要なリリース再作成が必要なリリース再作成が必要なリリース再作成が必要なリリース 1オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト
次のオブジェクトは、再作成する必要があります。

ジョブジョブジョブジョブ
■ Oracle Enterprise Managerジョブからの表領域のバックアップ

■ エクスポート

■ インポート

■ ロード

その他その他その他その他
■ SNMPトラップ

■ ポケットベル・サービス

■ 電子メール・サービス

■ 管理者リスト

なくなったリリースなくなったリリースなくなったリリースなくなったリリース 1オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト
リリース 2ではなくなったリリース 1オブジェクトは、次のとおりです。

イベントイベントイベントイベント
■ Rdbデータベース・イベント
                                                                    リリース 1リポジトリ・データのリリース 2リポジトリへの移行 7-19

■ Rdbサービス・イベント

■ イベント履歴



リリース 1オブジェクト参照

■ 未処理のイベント

その他その他その他その他
■ マップ
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                                                            DBA Management Packの
8
DBA Management Pack の設定の設定の設定の設定

Oracle Enterprise Managerの主要管理コンポーネントは、Oracle Enterprise Managerにバ
ンドルされているアプリケーションとウィザードのセットである DBA Management Packに
含まれています。DBA Management Packは、大部分のデータベース管理作業を実行でき、
Oracleデータベースのすべてのバーションをサポートしています。

DBA Management Packアプリケーションの起動アプリケーションの起動アプリケーションの起動アプリケーションの起動
DBA Management Packのアプリケーションは、Oracle Enterprise Managerコンソールを介
して起動することも、スタンドアロン・アプリケーションとして個別に起動することもでき
ます。コンソールを介して起動すると、アプリケーションは Oracle Management Serverに
接続され、Oracle Enterprise Managerリポジトリで使用されます。

アプリケーションを個別に起動する場合、ユーザーは接続先として、特定のデータベースま
たは管理サーバーのいずれかを選択します。

Oracle Management Serverに接続すると、DBA Management Packアプリケーションでは、
その Oracle Enterprise Managerリポジトリ内のすべてのデータベースにアクセスできます。

アプリケーションを個別に起動アプリケーションを個別に起動アプリケーションを個別に起動アプリケーションを個別に起動
Windowsプラットフォームでは、データベース・アプリケーションは、すべてWindowsの
「スタート」メニューから起動できます。

UNIXでは、オペレーティング・システムのコマンド・ライン・プロンプトで、次の構文を
使用できます。

oemapp <application_name> 

コマンド文字列は大文字・小文字が区別されるので、小文字で入力してください。
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application_nameの値は、次のとおりです。

The DBA Management Packアプリケーションは、Oracle Enterprise Managerとともにイン
ストールされる Oracle Launch Padからでも起動できます。Oracle Launch Padは、
Windowsの「スタート」メニューから、またはオペレーティング・システムのコマンド・
ライン・プロンプトで olpを入力して起動します。

オペレーティング・システムまたは Oracle Launch Padから DBAアプリケーションを起動
すると、「Oracle Enterprise Managerログイン」ダイアログ・ボックスが現れ、Oracle 
Management Serverに接続するか、1つのデータベースに直接接続するかを選択します。

管理サーバーへ接続管理サーバーへ接続管理サーバーへ接続管理サーバーへ接続
Oracle Management Serverに接続すると、DBAアプリケーションでは、そのリポジトリの
検出ノードにあるすべてのデータベースにアクセスでき、これらのデータベースは、クライ
アント側の管理対象オブジェクトのツリー・リストに表示されます。DBAアプリケーショ
ンを Oracle Management Serverに接続するには、そのサーバーが稼動している必要があり

使用アプリケーション使用アプリケーション使用アプリケーション使用アプリケーション 入力する入力する入力する入力する application_name

Instance Manager instance

Security Manager security

Storage Manager storage

Schema Manager schema

SQL*Plus Worksheet worksheet
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ます。『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』第 1章の「管理サーバーへの接続」を参
照してください。
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単一データベースへ接続単一データベースへ接続単一データベースへ接続単一データベースへ接続
単一のデータベースに接続する場合、Oracle Management Serverが稼動している必要はな
く、そのデータベースだけがクライアント側のツリー・リストに表示されます。注意注意注意注意 :　　　　ご
使用の tnsnames.oraファイルには、そのデータベースのエントリが必要です。サービスの
ホスト :ポート :sid接続文字列を入力することもできます。Oracleデータベースへの接続の
詳細は、『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』第 1章の「データベース・インスタン
スへの接続」を参照してください。

コンソールからのアプリケーションの起動コンソールからのアプリケーションの起動コンソールからのアプリケーションの起動コンソールからのアプリケーションの起動
DBA Management Packアプリケーションは、Oracle Enterprise Managerコンソールから、
次の 3通りの方法で起動できます。

■ 「ツール」メニューから

■ データベース・アプリケーション・ランチ・パレットから

■ コンソールのナビゲータでデータベースを右クリックし、「関連ツール」オプションか
らアプリケーションを選択

コンソールからデータベースを起動すると、アプリケーションではコンソールの Oracle 
Management Serverへの接続が使われ、ナビゲータには検出されたデータベースが表示され
ます。接続情報は、DBAアプリケーションのウィンドウのタイトルバーに表示されます。
データベース・アプリケーションの起動前に、コンソールのナビゲータ・ツリーでデータ
ベースを選択すると、優先接続情報リストを使用して、デフォルトでそのデータベースに接
続され、ツリー内のデータベース名の横には接続ユーザーが示されます。また、データベー
ス・アイコンの横には、接続していることを示す接続アイコンが表示されます。

別のデータベースに接続するには、ツリー内の別のデータベース・アイコンをオープンまた
は選択します。選択したデータベースに優先接続情報リストが定義されている場合、そのリ
ストが接続に使用されます。

優先接続情報リストがないためにデータベースに接続できない場合、「ログイン情報」ダイ
アログ・ボックスが表示されます。そこに接続情報を入力してください。Oracleデータベー
スへの接続の詳細は、『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』第 1章の「データベー
ス・インスタンスへの接続」を参照してください。優先接続情報リストの設定の詳細は、
『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』第 2章の「管理者優先接続情報リスト」を参照
してください。

異なるユーザーとしてデータベースに接続するには、データベース上でマウスの右ボタンを
クリックし、ポップアップ・メニューから「接続」機能にアクセスします。「データベース
接続情報」ダイアログ・ボックスが現れます。
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バックアップ管理およびデータ管理ウィザードへのアクセスバックアップ管理およびデータ管理ウィザードへのアクセスバックアップ管理およびデータ管理ウィザードへのアクセスバックアップ管理およびデータ管理ウィザードへのアクセス
バックアップ管理ウィザードを使用すると、自分のデータベースのバックアップおよびリカ
バリ環境を管理できます。

データ管理ウィザードは、データのインポート、エクスポート、ロードなどの作業に役立ち
ます。

ウィザードを使用する前に、Oracle Enterprise Managerコンソールが稼動中で、ジョブ制御
およびイベント管理システムが完全に機能していることを確認してください。

ウィザードは、管理サーバーに接続しているときしか使用できません。

バックアップ管理ウィザードには、次のいずれかの方法でアクセスできます。

■ コンソールまたは Storage Managerから、ナビゲータ・ツリーで管理するデータベース、
表領域またはデータファイルを選択し、ポップアップ・メニューの「バックアップ管
理」メニューからアプリケーションを選択する。

■ Storage Manager >「ツール」メニュー >「バックアップ管理」。

バックアップ管理ウィザードを使用するには、ターゲット・データベースの tnsnames.ora
ファイルに、そのターゲット・データベースのエントリがあることを確認してください。

リカバリ・カタログを使用中の場合は、ターゲット・データベースの tnsnames.oraファイ
ルに、リカバリ・カタログ・データベースのエントリがあることを確認してください。

データ管理ウィザードには、次のいずれかの方法でアクセスできます。

■ コンソールまたは Schema Managerから、ナビゲータ・ツリーで管理するデータベー
ス、表領域またはデータファイルを選択し、ポップアップ・メニューの「データ管理」
メニューからアプリケーションを選択する。

■ Storage Managerまたは Schema Manager >「ツール」メニュー >「データ管理」。

■ ポップアップ・メニューの「データ管理」は、Storage Managerで選択したデータベー
スでも使用可能。

データ管理ウィザードを使用するには、ターゲット・データベースの tnsnames.oraファイ

注意注意注意注意 : コンソールからデータベース・アプリケーションを起動すると、
Enterprise Managerでは、現在データベースに接続されているセッションの設
定リストではなく、優先接続情報リストが使用されます。なんらかの理由でデー
タベースへの接続に失敗すると、「データベース接続」ダイアログ・ボックスが
表示されます。
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ルに、そのターゲット・データベースのエントリがあることを確認してください。
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アプリケーションの設定アプリケーションの設定アプリケーションの設定アプリケーションの設定
DBA Management Packのアプリケーションには、構成が必要なものがあります。この章で
は、次の 2つについて説明します。

■ リカバリ・カタログの設定と Oracle8への登録

■ SQL*Plus Worksheetの設定

リカバリ・カタログの設定とリカバリ・カタログの設定とリカバリ・カタログの設定とリカバリ・カタログの設定と Oracle8への登録への登録への登録への登録
リカバリ・カタログは、Recovery Managerによって使用され、メンテナンスされる情報の
リポジトリです。Recovery Managerでは、リカバリ・カタログの情報を使って、要求され
たバックアップおよびリストア・アクションの実行方法が判断されます。

リカバリ・カタログで Oracle8 Recovery Managerを使用するには、最初にリカバリ・カタ
ログをインストールし、次にデータベースを登録します。制御ファイルを使用している場合
には、設定の必要はありません。リカバリ・カタログを作成するかわりに、制御ファイルを
使用することもできます。リカバリ・カタログは、ターゲット・データベースとは異なる位
置にインストールすることをお薦めします。

リカバリ・カタログのメンテナンス、Recovery Manager、バックアップおよびリカバリ計画
の詳細は、『Oracle8 Serverバックアップおよびリカバリ』を参照してください。

重要重要重要重要 : リカバリ・カタログをインストールする前には、Oracle Enterprise Managerジョブ
制御システムが正しく機能している必要があります。ターゲット・データベースをリカバ
リ・カタログに登録するには、ジョブ制御システムが必要です。

リカバリ・カタログを設定するには、次の手順を完了してください。

■ 表領域の作成

■ ユーザーの作成

■ catrmanスクリプトの実行

表領域の作成表領域の作成表領域の作成表領域の作成
1. Storage Managerを起動します。

2. DBAロールを持つユーザーとしてログインします。

3. 「表領域」メニューから「作成」を選択します。「表領域作成」プロパティ・シートが表
示されます。

4. 「名前」フィールドに、新規の表領域名を入力します。たとえば、rcvcatと入力します。
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5. 「データファイル」セクションの「追加」ボタンをクリックします。「データファイル作
成」プロパティ・シートが表示され、新規の表領域に属する新規のデータファイルを指
定できます。
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6. 「名前」フィールドに、データファイルの完全なパスと名前を入力します。たとえば、
次のようになります。c:¥orant¥oradata¥rcvcat01.dbf

7. 「サイズ」セクションに、新規データファイルのサイズを入力します。たとえば、10M
と入力します。

8. 「データファイル作成」プロパティ・シートの「OK」ボタンをクリックします。

9. 「表領域作成」プロパティ・シートの「作成」ボタンをクリックします。

ユーザーの作成ユーザーの作成ユーザーの作成ユーザーの作成
1. Security Managerを起動します。

2. DBAロールを持つユーザーとしてログインします。

3. 「ユーザー」メニューから「作成」を選択します。「ユーザー作成」プロパティ・シート
が表示されます。

4. 「一般」ページで、次の情報を入力します。

「名前」フィールドに、新規ユーザー名を入力します。たとえば、rmanと入力します。

「パスワード」フィールドおよび「パスワード確認」フィールドに、パスワードを入力
します。たとえば、rmanと入力します。

デフォルト表領域を選択します。たとえば、RCVCATを選択します。

一時表領域を選択します。たとえば、TEMPORARY_DATAまたは TEMPを選択しま
す。

5. 「ロール」ページで、ユーザーに RECOVERY_CATALOG_OWNERロールを付与しま
す。

6. 「割当て制限」ページで、デフォルト表領域に割当て制限なしを指定します。この例で
は、デフォルト表領域は RCVCATです。

7. 必要なパラメータを指定した後、「作成」ボタンをクリックします。

catrmanスクリプトの実行スクリプトの実行スクリプトの実行スクリプトの実行
1. データベースが常駐するマシンで、SQL*Plusを起動します。

2. 作成したリカバリ・カタログ・ユーザーとしてログインします。たとえば、ユーザーは
rman、パスワードは rmanとします。

3. create_rman.logのスプールを実行すると、エラーがログ・ファイルに書き込まれます。

4. Oracle_Home/rdbms/adminまたは Oracle_Home¥rdbms¥adminディレクトリにある
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SQL*Plus Worksheetを使用中ならば、SQL*Plus Worksheetの入力パネルに @<フル・
パス名とスクリプト名 >を入力し、「実行」ボタンを押します。たとえば、
@<Oracle_Home>/rdbms/admin/catrmanと入力し、「実行」ボタンを押します。

リカバリ・カタログの登録リカバリ・カタログの登録リカバリ・カタログの登録リカバリ・カタログの登録
1. Oracle Enterprise Managerコンソールを起動します。

2. ナビゲータ・ツリー内のデータベース上で、マウスの右ボタンをクリックします。ポッ
プアップの「バックアップ管理」メニューが表示されます。

3. すでに使用中のバックアップ構成を変更するか、または「バックアップ管理」メニュー
から「バックアップ構成を作成」を選択して、リカバリ・カタログを使用するバック
アップ構成を作成します。「バックアップ構成を作成」プロパティ・シートが表示され
ます。

4. 「一般」および「チャネル」プロパティ・ページに必要事項を入力します。

5. 「リカバリ・カタログ」ページで、次の情報を入力します。

バックアップ情報の格納場所として、「リカバリ・カタログ内」を選択します。

「ユーザー名」フィールドに、ユーザー名を入力します。たとえば、rmanと入力しま
す。

「パスワード」フィールドに、パスワードを入力します。たとえば、rmanと入力しま
す。

「サービス」フィールドに、リカバリ・カタログが常駐するデータベースを入力します。

6. 「優先接続情報リスト」ページに必要事項を入力します。

7. 「作成」ボタンを押します。

8. ナビゲータ・ツリー内のデータベース上で、マウスの右ボタンをクリックします。ポッ
プアップの「バックアップ管理」メニューが表示されます。

9. 「バックアップ管理」メニューから「カタログ・メンテナンス」を選択し、リカバリ・
カタログにターゲット・データベースを登録します。「カタログ・メンテナンス」が表
示されます。

10.「操作選択」ページで、「データベースを登録」を選択します。

11.「構成」ページで、作成または変更したバックアップ構成を使用していることを確認し
ます。

12.「複数の宛先」ページで、ジョブを発行する宛先データベースを選択します。

13.「終了」ボタンをクリックします。この時点で、データベース登録がジョブとして、
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Oracle Enterprise Managerジョブ制御システムに送られます。

14. コンソールの「アクティブ・ジョブ」リストで登録ジョブをクリックし、ジョブの現在
の状態を参照します。
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15. ジョブが完了したら、「ジョブ」プロパティ・シートでジョブの履歴をチェックして、
ジョブが正常に完了したことを確認します。

ジョブが正常に完了すると、バックアップおよびリカバリ環境が構成されます。リカバリ・
カタログ・メンテナンス、Recovery Manager、バックアップおよびリカバリ計画の詳細は、
『Oracle8 Serverバックアップおよびリカバリ』を参照してください。

SQL*Plus Worksheetの設定の設定の設定の設定
SQL*Plus Worksheetでは、SQL*Plus実行ファイルとのユーザー・インタフェースを提供し
ます。SQL*Plus Worksheetを機能させるには、SQL*Plus実行ファイルをインストールして
ください。

実行できるコマンドの詳細は、『SQL*Plusユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』を参照
してください。

SQL*Plus実行ファイル実行ファイル実行ファイル実行ファイル
8.0.4 SQL*Plus実行ファイルは、Oracle Enterprise Managerリリース 2のインストール時に
インストールされます。

Oracle Enterprise Managerのインストール前に Oracle8iがマシンにインストールされてい
る場合、SQL*Plus Worksheetでは、8.0.4 SQL*Plus実行ファイルのかわりに、8iに同梱され
ている SQL*Plus実行ファイルが使用されます。

Oracle Enterprise Managerのインストール後に Oracle8iをインストールする場合、
SQL*Plus Worksheetでは 8.0.4 SQL*Plus実行ファイルが使用されます。

8.0.4 SQL*Plus実行ファイルを使用する SQL*Plus Worksheetには、次の制限があります。

■ DBA（SVRMGRL）コマンドは使用不可。

■ コマンドは必ずセミコロンで終わる。

■ SQL*Plusは「標準」でしかデータベースに接続できない。

SQL*Plus Worksheetの制限の解除の制限の解除の制限の解除の制限の解除
これらの制限を解除するには、次のオプションがあります。

■ 8i同梱の SQL*Plus実行ファイルをインストールし、dbapps.cfgファイルを編集する。

注意注意注意注意 :　Oracle Enterprise Managerのインストール前に Oracle8iがマシンにインストー
ルされている場合、dbapps.cfgファイルの編集は不要です。

■ SQL*Plus Worksheetを削除し、再インストールする。
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dbapps.cfg ファイルの編集ファイルの編集ファイルの編集ファイルの編集
SQL*Plus Worksheetを管理サーバーに接続する場合、管理サーバー・マシンに SQL*Plus実
行ファイルをインストールし、管理サーバー・マシン上の dbapps.cfgファイルが正しく更
新されていることを確認してください。

SQL*Plus Worksheetをデータベースに直接接続する場合、クライアント・マシンに
SQL*Plus実行ファイルをインストールし、クライアント・マシン上の dbapps.cfgファイル
が正しく更新されていることを確認してください。

Windows NTでは、SQL*Plusを設定するには、ORACLE_HOME¥sysman¥configディレク
トリにある dbapps.cfgファイルを編集します。

1. SQLPLUS_EXE_DIRパスを、SQL*Plus実行ファイルがあるディレクトリを指すように
設定します。たとえば、次のようになります。
SQLPLUS_EXE_DIR=c:¥¥oracle¥¥Ora81¥¥bin

2. 8.1データベースを使用している場合、SQLPLUS_EXE_FILENAMEを sqlplusに設定し
ます。8.0.xデータベースを使用している場合、SQLPLUS_EXE_FILENAMEを plus80
に設定します。たとえば、次のようにします。SQLPLUS_EXE_FILENAME=sqlplus

UNIXの場合は、SQL*Plus Worksheetが機能するように、SQLPLUS_ORACLE_HOMEと
SQLPLUS_LD_LIBRARY_PATH構成パラメータを、次のように設定してください。

■ SQLPLUS_ORACLE_HOME=/oracle

SQLPLUS_ORACLE_HOMEは、SQL*Plus実行ファイルのある Oracleホームです。
SQL*Plus実行ファイルは、Oracle Enterprise Manager以外の Oracleホームにインス
トールされている場合があります。SQL*Plus実行ファイルを機能させるには、
SQLPLUS_ORACLE_HOMEを正しく設定する必要があります。UNIXでは、シング
ル・フォワード・スラッシュを記述します。

■ SQLPLUS_LD_LIBRARY_PATH=/oracle/lib

環境変数 LD_LIBRARY_PATHは、実際のオペレーティング・システム環境に基づいて
設定しなければならない場合があります。SQLPLUS_LD_LIBRARY_PATHは、通常
SQLPLUS_ORACLE_HOME/libです。

注意注意注意注意 : NTでは SQLPLUS_ORACLE_HOMEと SQLPLUS_LD_LIBRARY_PATHパラメータ
を指定しないでください。
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照してください。
9
Diagnostics Pack の構成の構成の構成の構成

Oracle Diagnostics Packは、システムの状態の監視、問題の診断、問題の自動検出、および
将来の計画のための使いやすいツールです。

Oracle Diagnostics Packのアプリケーションには、構成が必要なものがあります。

これらアプリケーションは、Oracle Diagnostics Packのインストール後に設定します。

Advanced Eventsの設定の設定の設定の設定
Oracle Advanced Eventsを使用する前に、追加の表、ビューおよびパブリック・シノニムを
作成してください。実行するスクリプトの詳細は、 9-5ページの「TopSessionsの設定」を参

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション 構成の必要の有無構成の必要の有無構成の必要の有無構成の必要の有無

Advanced Events 「Advanced Eventsの設定」の項を参照

Capacity Planner 「Capacity Plannerの設定」の項を参照

Lock Manager 構成不要

Performance Manager 「Performance Managerの設定」の項を参照

TopSessions 「TopSessionsの設定」の項を参照

Trace Manager 「Traceの設定」の項を参照

Trace Data Viewer 構成不要

注意注意注意注意 : Oracle Diagnostics Packは、ライセンスが別の別売製品です。
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Capacity Plannerの設定

Capacity Plannerの設定の設定の設定の設定
この項の項目は、次のとおりです。

■ データを収集する Data Gathererの構成

■ Windows NTでの Capacity Planner用ディスク統計収集の使用可能化

データを収集するデータを収集するデータを収集するデータを収集する Data Gathererの構成の構成の構成の構成
Capacity Plannerを使用するには、Data Gathererをインストール、構成し、データを収集
する管理対象サービスまたはホストに対して起動する必要があります。Data Gathererサー
ビスの構成および起動方法の詳細は、『Oracle Intelligent Agentユーザーズ・ガイド』を参
照してください。

Windows NTでのでのでのでの Capacity Planner用ディスク統計収集の使用可能化用ディスク統計収集の使用可能化用ディスク統計収集の使用可能化用ディスク統計収集の使用可能化
Windows NTでのディスク統計収集 :　Windows NTでディスク統計を収集するには、次の
ように入力してディスク統計を使用可能にする必要があります。

diskperf  -Y 

ディスク統計は、次回そのシステムを再起動すると、使用可能になります。

DISKPERFツールとその使用の詳細は、Microsoft Windows NTのドキュメントを参照して
ください。

Performance Managerの設定の設定の設定の設定
Performance Managerリリース 2.0では、それより前のリリースのユーザー定義グラフを変
換して使用できます。リリース 1.6.0ユーザー定義グラフは、自動的にリリース 2.0に変換さ
れます。

リリース 1.5.0以前の Performance Managerを実行していて、自分のユーザー定義グラフを
変換する場合、まずグラフをリリース 1.6.0に変換してください。すると、自動的にリリー
ス 2.0に変換されます。

Performance Managerのリリース 1.5.5には、ユーザー定義のグラフの機能はありませんで
した。

この項の項目は、次のとおりです。

■ データを収集する Data Gathererの構成

■ リリース 1.5.0以前の Performance Managerユーザー定義グラフの変換
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■ パラレル・サーバー環境での Performance Managerの使用



Performance Managerの設定

データを収集するデータを収集するデータを収集するデータを収集する Data Gathererの構成の構成の構成の構成
Performance Managerを使用するには、Data Gathererをインストール、構成し、データを
収集する管理対象サービスまたはホストに対して起動する必要があります。Data Gatherer
サービスの構成および起動方法の詳細は、『Oracle Intelligent Agentユーザーズ・ガイド』
を参照してください。

リリースリリースリリースリリース 1.5.0以前の以前の以前の以前の Performance Managerユーザー定義グラフの変換ユーザー定義グラフの変換ユーザー定義グラフの変換ユーザー定義グラフの変換
Performance Manager 1.5.0以前（Performance ManagerのWindowsバージョン）を使用し
て、ユーザー定義グラフを作成し、それらを Performance Manager 2.0で使用するように変
換する場合、まず 1.6.0に変換する必要があります。すると、自動的に 2.0に変換されます。
ユーザー定義のグラフの変換は、次のようにします。

1. vmmmig.exeを実行し、$ORACLE_HOME¥SYSMAN¥ADMINに vtmusr.txtという名
前のテキスト・ファイルを作成します。このテキスト・ファイルには、1.5.0以前の
Perfomance Managerを使用して作成したユーザー定義のグラフに関するデータが含ま
れています。vmmmig.exeの実行時に、変換するユーザー定義のグラフが含まれている
Enterprise Managerリポジトリに対するユーザー名、パスワードおよびサービスを指定
します。たとえば、次のように指定します。

vmmmig joseph/password@my_rep

上のコマンド・ラインのmy_repは、Enterprise Managerリポジトリのサービス名で
す。

2. vmm2vtm.exeを実行し、vtmusr.txtのデータを使用して、Performance Manager1.6.0
で使えるユーザー定義グラフをリポジトリに作成します。vmm2vtm.exeを実行し、
Enterprise Managerリリース 2.xリポジトリのユーザー名、パスワードおよびサービス
と、ユーザー定義のグラフを Performance Manager 1.6.0用に格納するサービス名を指
定します。たとえば、次のように指定します。

vmm2vtm.exe joseph/password@my_rep my_db

上のコマンド・ラインで、my_repは Enterprise Managerリリース 2.xリポジトリの
サービス名、my_dbは、ユーザー定義グラフを格納するターゲット・サービス名です。
つまり、上のコマンドを実行すると、ユーザー定義グラフはすべて変換され、
Performance Manager 1.6.0ツリー・ビューのmy_dbサービスの下に格納されます。

 vmm2vtm.exeの実行時にエラー・メッセージが表示された場合、そのメッセージに基
づいて vtmusr.txtを編集します。たとえば、グラフに問題がある、またはグラフが存在
しない、というエラー・メッセージが出るとします。vtmusr.txtにはグラフのリストが
含まれているので、このファイルを編集して、問題のグラフを削除します。
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再度、vmm2vtm.exeを実行します。



Performance Managerの設定

パラレル・サーバー環境でのパラレル・サーバー環境でのパラレル・サーバー環境でのパラレル・サーバー環境での Performance Managerの使用の使用の使用の使用
パラレル・サーバー環境で Performance Managerを使用するには、2つのデータベース・イ
ンスタンスを起動してください。起動しないと、Performance Managerでは、そのサーバー
はパラレル・サーバーとして扱われません。

Oracle Parallel Server環境で Performance Managerを使うには 2つの方法があり、それぞれ
の構成手順が異なります。

2つの方法とそれぞれの構成手順は、次のとおりです。

1. Oracle7 Parallel Server環境を監視するために Performance Manager 2.0を使用している
場合、次の指示に従ってください。

a. すべてのインスタンスが実行中であることを確認します。

b. ops_gdl.sqlを実行し、実際の ops_dbl.sqlを作成します。同梱されているものは例
にすぎません。ops_dbl.sqlの実際の内容は、データベース名、インスタンス名、存
在するインスタンスの数によって異なります。

c. ops_mon.sqlを実行し、それによって ops_ctab.sql、ops_dbl.sql、ops_pack.sqlを
実行して、PMの表とビューを作成し、Oracle7 Parallel Serverデータをフェッチし
てグラフに表示します。

Oracle7にはグローバル V$（GV$）表がありません。これらのファイルにより、一
連の PL/SQLプロシージャ、データベース・リンク、および GV$表がない場合に
Performance Managerで使われる O$表がインストールされます。

2. Oracle8 Parallel Server環境の監視に Performance Manager 2.0を使用している場合は、
パラレル・サーバー・スクリプトを実行する必要はありません。たとえば、GV$表を持
つリリースの Oracle（Oracle 8.0以降）を使用していれば、これらのスクリプトを実行
する必要はありません。

パラレル・サーバー・スクリプトの詳細は、パラレル・サーバーのドキュメント・セットの
『Oracle Parallel Server Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

Windows NTでででで Performance Manager用ディスク統計収集を使用可能化用ディスク統計収集を使用可能化用ディスク統計収集を使用可能化用ディスク統計収集を使用可能化
Windows NTでのディスク統計収集 :　Windows NTでディスク統計を収集するには、次の
ように入力してディスク統計を使用可能にする必要があります。

diskperf  -Y 

ディスク統計は、次回そのシステムを再起動すると、使用可能になります。

DISKPERFツールとその使用の詳細は、Microsoft Windows NTのドキュメントを参照して
ください。
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TopSessionsの設定

TopSessionsの設定の設定の設定の設定
TopSessionsの機能をインストールするには、次の条件が必要です。

■ TopSessionsから接続する各データベースに、表およびビューを追加作成する。

■ 特定の SELECT権限を付与されている。

smptsixx.sqlスクリプトは、このプロセスを自動化するためのものです。

ファイル名の中の xxは、スクリプトを実行する必要のあるデータベースのリリースを示し
ます。データベースのリリースごとのスクリプトは、$ORACLE_HOME¥SYSMAN¥ADMIN
ディレクトリにあります。

smptsixx.sqlを実行すると、次の 2つのスクリプトも自動的に実行されます。

■ catbloxx.sql

■ utlxplxx.sql

これらの 2つのスクリプトによって、Oracle Advabced Eventsで必要ないくつかの追加の
表、ビュー、およびパブリック・シノニムが、管理対象のデータベースに作成されます。

データベースに TopSessionsを設定するには、次のようにします。

1. 「DBA Management Pack」プログラム・グループから、「SQLPLUS Worksheet」アイコ
ンをダブルクリックし、ツールを起動します。

2. 「ログイン情報」ダイアログ・ボックスを使用して、管理対象のデータベースに SYSと
して接続します。

オンライン・ヘルプまたは『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』を参照してくだ
さい。

3. 各管理者アカウントに、SELECT ANY TABLE権限を付与します。SYSTEMと同等の権
限がすでにアカウントに付与されている場合は、このステップは省略してもかまいませ
ん。

管理対象データベースで smptsixx.sqlスクリプトを実行するには、前述のように、各
データベースに SYSとしてログインする必要があります。

データベースのリリースデータベースのリリースデータベースのリリースデータベースのリリース 実行するスクリプト実行するスクリプト実行するスクリプト実行するスクリプト

Oracle 7.3.4 smptsi73.sqlスクリプト

Oracle 8.0 smptsi80.sqlスクリプト

Oracle 8.1 smptsi81.sqlスクリプト
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Security Managerを使用して、アカウントに権限を付与します。Security Managerの使
用方法の詳細は、「Oracle Enterprise Managerオンライン・ヘルプ」を参照してくださ
い。



Traceの設定

4. 管理対象データベースに対して、smptsixx.sqlスクリプトを実行します。

管理対象データベースに対して smptsixx.sqlスクリプトを実行しない場合、TopSessions
を使おうとすると、「表またはビューが存在しません。」というメッセージが表示されま
す。

5. 管理対象データベースに ALL_CATALOGビューがない場合、SYSアカウントからデー
タベース上で catalog.sqlを実行します。catalog.sqlスクリプトは、
$ORACLE_HOME¥RDBMSxx¥ADMINディレクトリにあります。

6. 管理対象データベースに AUDIT_ACTIONSビューがない場合、SYSアカウントから
データベース上で cataudit.sqlを実行します。cataudit.sqlスクリプトは、
$ORACLE_HOME¥RDBMSxx¥ADMINディレクトリにあります。

7. SQL*Plus Worksheetを終了します。

Traceの設定の設定の設定の設定
Traceでは、次の条件が必要です。

■ Oracle 7.3.4以降の Oracle Intelligent Agentが、Trace収集のターゲットとなるノードに
インストールされ、実行されている。

■ Enterprise Managerコンソールが実行されており、Traceを使用するノードが、コン
ソールのナビゲータにリスト表示されている。Traceでは、Enterprise Managerのジョ
ブ・サブシステムを使用してタスクを実行します。

この項の項目は、次のとおりです。

■ Oracle 8サーバー収集での Traceの使用

■ Oracle 7.3.4サーバー収集での Traceの使用

■ Traceリポジトリ表の作成

■ Traceフォーマット表の作成

■ その他の構成情報

Oracle 8サーバー収集でのサーバー収集でのサーバー収集でのサーバー収集での Traceの使用の使用の使用の使用
Oracle 8サーバー収集で Traceを使用する場合、INITsid.ORAファイルの
ORACLE_TRACE_ENABLEパラメータの値を TRUEに設定してください。

Oracle 7.3.4サーバー収集でのサーバー収集でのサーバー収集でのサーバー収集での Traceの使用の使用の使用の使用
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Oracle 7.3.4サーバー収集からのデータの収集に Traceを使用している場合、Traceユー
ザー・アカウント、TRACESVR、および Traceストアド・プロシージャ・パッケージ、
DBMS_ORACLE_TRACE_AGENTおよび DBMS_ORACLE_TRACE_USERがあることを確



Traceの設定

認します。ない場合は、SYSとして otrcsvr.sqlスクリプトを実行して、作成してください。
otrcsvr.sqlスクリプトは UNIXシステムでは $ORACLE_HOME/otrace/adminに、
Windows NTシステムでは $ORACLE_HOME¥otracexx¥adminにあります。

otrcsvr.sqlスクリプトは、大部分のプラットフォームで、データベースのインストール時に
自動的に実行されます。ただし、サーバーのプラットフォームがWindows NTの場合は、
このスクリプトを手動で実行してください。

Traceリポジトリ表の作成リポジトリ表の作成リポジトリ表の作成リポジトリ表の作成
Traceに必要な表は、Oracle Diagnostics Pack製品のどれかを初めて起動したときに、すべ
て自動的に作成またはアップグレードされます。

Traceフォーマット表の作成フォーマット表の作成フォーマット表の作成フォーマット表の作成
Trace Collection Servicesリリース 8.0.4以降を使用している場合、専用のフォーマット表が
作成されます。

Traceフォーマット表は、管理対象データベースで Traceを使用するのに必要な表です。
Traceでは、Traceバイナリ・ファイル（collection_name.dat）を変換し、Oracle表にロード
してアクセスします。

Oracle 7.3.4以降のデータベースから収集された Traceデータは、最新の Traceフォーマット
表が使用されているデータベースにのみ格納できます。vobshコマンド（Windowsプラッ
トフォーム上でのみ使用可能）を使用して、データベースに新規のフォーマット表を作成、
既存のフォーマット表を削除、または古いバージョンのフォーマット表を最新のバージョン
にアップグレードします。

これらの操作を実行するフォーマット表の操作と vobshコマンドについては、この後の項で
説明します。

指定ユーザーに指定サービスのアカウントがない場合、これらの vobshコマンドは失敗しま
す。この場合、指定サービスでユーザーのアカウントを作成してから、vobshコマンドを再
度入力します。

新規フォーマット表の作成新規フォーマット表の作成新規フォーマット表の作成新規フォーマット表の作成
現在フォーマット表のないデータベースに新規のフォーマット表を作成するには、次の
vobshコマンドを使用します。

vobsh -c "user/password@service" -o CREATE -p "EPCFMT"

フォーマット表に格納されるフォーマット済みデータは、規模が非常に大きくなる可能性が
あります。フォーマット表が作成されるデータベースには、大量のデータを格納できる十分
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な領域が必要なので注意してください。
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既存のフォーマット表の削除既存のフォーマット表の削除既存のフォーマット表の削除既存のフォーマット表の削除
表から既存のフォーマット表を削除するには、次の vobshコマンドを使用します。

vobsh -c "user/password@service" -o DROP -p "EPCFMT"

このコマンドにより、指定のデータベースからすべてのバージョンのフォーマット表が削除
されます。vobshでは、既存のフォーマット表が削除されるだけでなく、表に格納されてい
るフォーマット済みデータも削除されるので注意してください。

フォーマット表のアップグレードフォーマット表のアップグレードフォーマット表のアップグレードフォーマット表のアップグレード
フォーマット表の古いバージョンの有効性検査（アップグレード）を行う（必要に応じて、
フォーマット表の作成、削除またはアップグレードを行う）には、次の vobshコマンドを使
用します。

vobsh -c "user/password@service" -o VALIDATE -p "EPCFMT"

このコマンドにより、データベースのフォーマット表のバージョンが判断され、必要に応じ
て、それらを新バージョンにアップグレードできます。

その他の構成情報その他の構成情報その他の構成情報その他の構成情報
この章の指示に従って構成したにもかかわらず、Traceの実行に問題が生じた場合は、
『Oracle Enterprise Manager Oracle Traceユーザーズ・ガイド』の付録「Oracle Traceのトラ
ブルシューティング」を参照してください。
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                                                            Tuning Pac

1. 「Oracle Enterprise Manager」>「DBA Management Pack」プログラム・グ
「SQLPLUS Worksheet」アイコンをダブルクリックして、アプリケーション
す。
10
Tuning Pack の構成の構成の構成の構成

Oracle Tuning Packでは、特定のチューニングの必要性や動作に対応して、データベースと
アプリケーションが最も効率よく稼動することを保証します。

Oracle Tuning Packのアプリケーションには、構成の必要なものがあります。

これらのアプリケーションは、Oracle Tuning Packのインストール後に設定します。

SQL Analyzeの設定の設定の設定の設定
SQL Analyzeを実行するには、DBAロールを付与されたユーザーに使用可能な特定のオブ
ジェクト権限が必要です。必要最低限の権限を割り当てる場合は、オプションの
SQLADMINロールを使用すると、ユーザーに必要なオブジェクト権限の基本セットを割り
当てることができます。

SQLADMINロール作成のプロセスを自動化できるよう、VMQROLE.SQLスクリプトが提
供されています。これは、$ORACLE_HOME¥SYSMAN¥ADMIN ディレクトリにあります。

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション 構成の必要の有無構成の必要の有無構成の必要の有無構成の必要の有無

Expert 構成不要 

Index Tuning Wizard 構成不要 

SQL Analyze 「SQL Analyzeの設定」の項を参照

Tablespace Manager 「Tablespace Managerの設定」の項を参照

注意注意注意注意 : Oracle Tuning Packは、ライセンスが別の別売製品です。
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ループから、
を起動しま



Tablespace Managerの設定

2. 「ログイン情報」ダイアログ・ボックスを使用して、SQL Analyzeを SYSとして実行す
るデータベースに接続します。

3. 「ワークシート」メニューから、VMQROLE.SQLスクリプトを実行して、管理対象デー
タベースに SQLADMINロールを作成します。

4. SQL*Plus Worksheetでは、次のように入力して、ユーザーに SQLADMINロールを割
り当てます。

Grant SQLADMIN to <user>;

5. SQL*Plus Worksheetを終了します。

Tablespace Managerの設定の設定の設定の設定
データベースに対して Tablespace Manager Analyze Wizardを使用するには、そのデータ
ベースに CHAINED_ROWS表を作成する必要があります。CHAINED_ROWS表を作成す
るには、次のようにします。

1. データベースに SYSとしてログインします。

2. $ORACLE_HOME/RDBMS/ADMINディレクトリにある utlchain.sqlを実行します。

CHAINED_ROWS表は、Oracle Advanced Eventsの連鎖行イベントでも使用されます。
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れます。
11
Oracle Standard Management Pack の構成の構成の構成の構成

Oracle 8i 用の Oracle Standard Management Packは、オプションのアプリケーション・セッ
トで、Oracle 8i 環境での問題の監視と診断、影響の大きな索引のチューニング、変更の追跡
と比較を可能にする拡張ツールを提供します。

Oracle Standard Management Packのアプリケーションには、構成の必要なものがありま
す。

これらのアプリケーションは、Oracle Standard Management Packのインストール後に設定
します。

Performance Managerの設定の設定の設定の設定
Performance Managerリリース 2.0では、それより前のリリースのユーザー定義グラフを変
換して使用できます。リリース 1.6.0ユーザー定義グラフは、自動的にリリース 2.0に変換さ

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション 構成の必要の有無構成の必要の有無構成の必要の有無構成の必要の有無

DB Capture 構成不要 

DB Diff 構成不要 

Index Tuning Wizard 構成不要 

Performance Manager 「Performance Managerの設定」の項を参照

TopSessions 「TopSessionsの設定」の項を参照

注意注意注意注意 : Oracle Standard Management Packは、ライセンスが別の別売製品です。
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Performance Managerの設定

リリース 1.5.0以前の Performance Managerを実行していて、自分のユーザー定義グラフを
変換する場合、まずグラフをリリース 1.6.0に変換してください。すると、自動的にリリー
ス 2.0に変換されます。

Performance Managerのリリース 1.5.5には、ユーザー定義のグラフの機能はありませんで
した。

この項の項目は、次のとおりです。

■ データを収集する Data Gathererの構成

■ リリース 1.5.0以前の Performance Managerユーザー定義グラフの変換

■ パラレル・サーバー環境での Performance Managerの使用

データを収集するデータを収集するデータを収集するデータを収集する Data Gathererの構成の構成の構成の構成
Performance Managerを使用するには、Data Gathererをインストール、構成し、データを
収集する管理対象サービスまたはホストに対して起動する必要があります。Data Gatherer
サービスの構成および起動方法の詳細は、『Oracle Intelligent Agentユーザーズ・ガイド』
を参照してください。

リリースリリースリリースリリース 1.5.0以前の以前の以前の以前の Performance Managerユーザー定義グラフの変換ユーザー定義グラフの変換ユーザー定義グラフの変換ユーザー定義グラフの変換
Performance Manager 1.5.0以前（Performance ManagerのWindowsバージョン）を使用し
て、ユーザー定義グラフを作成し、それらを Performance Manager 2.0で使用するように変
換する場合、まず 1.6.0に変換する必要があります。すると、自動的に 2.0に変換されます。
ユーザー定義のグラフの変換は、次のようにします。

1. vmmmig.exeを実行し、$ORACLE_HOME¥SYSMAN¥ADMINに vtmusr.txtという名
前のテキスト・ファイルを作成します。このテキスト・ファイルには、1.5.0以前の
Perfomance Managerを使用して作成したユーザー定義のグラフに関するデータが含ま
れています。vmmmig.exeの実行時に、変換するユーザー定義のグラフが含まれている
Enterprise Managerリポジトリに対するユーザー名、パスワードおよびサービスを指定
します。たとえば、次のように指定します。

vmmmig joseph/password@my_rep

上のコマンド・ラインのmy_repは、Enterprise Managerリポジトリのサービス名で
す。

2. vmm2vtm.exeを実行し、vtmusr.txtのデータを使用して、Performance Manager1.6.0
で使えるユーザー定義グラフをリポジトリに作成します。vmm2vtm.exeを実行し、
Enterprise Managerリリース 2.xリポジトリのユーザー名、パスワードおよびサービス
と、ユーザー定義のグラフを Performance Manager1.6.0用に格納するサービス名を指定
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します。たとえば、次のように指定します。

vmm2vtm.exe joseph/password@my_rep my_db



Performance Managerの設定

上のコマンド・ラインで、my_repは Enterprise Managerリリース 2.xリポジトリの
サービス名、my_dbは、ユーザー定義グラフを格納するターゲット・サービス名です。
つまり、上のコマンドを実行すると、ユーザー定義グラフはすべて変換され、
Performance Manager 1.6.0ツリー・ビューのmy_dbサービスの下に格納されます。

vmm2vtm.exeの実行時にエラー・メッセージが表示された場合、そのメッセージに基
づいて vtmusr.txtを編集します。たとえば、グラフに問題がある、またはグラフが存在
しない、というエラー・メッセージが出るとします。vtmusr.txtにはグラフのリストが
含まれているので、このファイルを編集して、問題のグラフを削除します。

再度、vmm2vtm.exeを実行します。

パラレル・サーバー環境でのパラレル・サーバー環境でのパラレル・サーバー環境でのパラレル・サーバー環境での Performance Managerの使用の使用の使用の使用
パラレル・サーバー環境で Performance Managerを使用するには、2つのデータベース・イ
ンスタンスを起動してください。起動しないと、Performance Managerでは、そのサーバー
はパラレル・サーバーとして扱われません。

Oracle Parallel Server環境で Performance Managerを使うには 2つの方法があり、それぞれ
の構成手順が異なります。

2つの方法とそれぞれの構成手順は、次のとおりです。

1. Oracle7 Parallel Server環境を監視するために Performance Manager 2.0を使用している
場合、次の指示に従ってください。

a. すべてのインスタンスが実行中であることを確認します。

b. ops_gdl.sqlを実行し、実際の ops_dbl.sqlを作成します。同梱されているものは例
にすぎません。ops_dbl.sqlの実際の内容は、データベース名、インスタンス名、存
在するインスタンスの数によって異なります。

c. ops_mon.sqlを実行し、それによって ops_ctab.sql、ops_dbl.sql、ops_pack.sqlを
実行して、PMの表とビューを作成し、Oracle7 Parallel Serverデータをフェッチし
てグラフに表示します。

Oracle7にはグローバル V$（GV$）表がありません。これらのファイルにより、一
連の PL/SQLプロシージャ、データベース・リンク、および GV$表がない場合に
Performance Managerで使われる O$表がインストールされます。

2. Oracle8 Parallel Server環境の監視に Performance Manager 2.0を使用している場合は、
パラレル・サーバー・スクリプトを実行する必要はありません。たとえば、GV$表を持
つリリースの Oracle（Oracle 8.0以降）を使用していれば、これらのスクリプトを実行
する必要はありません。

パラレル・サーバー・スクリプトの詳細は、パラレル・サーバーのドキュメント・セットの
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TopSessionsの設定

Windows NTでででで Performance Manager用ディスク統計収集を使用可能化用ディスク統計収集を使用可能化用ディスク統計収集を使用可能化用ディスク統計収集を使用可能化
Windows NTでのディスク統計収集 :　Windows NTでディスク統計を収集するには、次の
ように入力してディスク統計を使用可能にする必要があります。

diskperf  -Y 

ディスク統計は、次回そのシステムを再起動すると、使用可能になります。

DISKPERFツールとその使用の詳細は、Microsoft Windows NTのドキュメントを参照して
ください。

TopSessionsの設定の設定の設定の設定
TopSessionsの機能をインストールするには、次の条件が必要です。

■ TopSessionsから接続する各データベースに、表およびビューを追加作成する。

■ 特定の SELECT権限を付与されている。

smptsixx.sqlスクリプトは、このプロセスを自動化するためのものです。

ファイル名の中の xxは、スクリプトを実行する必要のあるデータベースのリリースを示し
ます。データベースのリリースごとのスクリプトは、$ORACLE_HOME¥SYSMAN¥ADMIN
ディレクトリにあります。

smptsixx.sqlを実行すると、次の 2つのスクリプトも自動的に実行されます。

■ catbloxx.sql

■ utlxplxx.sql

これらの 2つのスクリプトによって、Oracle Advanced Eventsで必要ないくつかの追加の
表、ビュー、およびパブリック・シノニムが、管理対象のデータベースに作成されます。

データベースに TopSessionsを設定するには、次のようにします。

1. 「DBA Management Pack」プログラム・グループから、「SQLPLUS Worksheet」アイコ
ンをダブルクリックし、ツールを起動します。

データベースのリリースデータベースのリリースデータベースのリリースデータベースのリリース 実行するスクリプト実行するスクリプト実行するスクリプト実行するスクリプト

Oracle 7.3.4 smptsi73.sqlスクリプト

Oracle 8.0 smptsi80.sqlスクリプト

Oracle 8.1 smptsi81.sqlスクリプト
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2. 「ログイン情報」ダイアログ・ボックスを使用して、管理対象のデータベースに SYSと
して接続します。



TopSessionsの設定

オンライン・ヘルプまたは『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』を参照してくだ
さい。

3. 各管理者アカウントに、SELECT ANY TABLE権限を付与します。SYSTEMと同等の権
限がすでにアカウントに付与されている場合は、このステップは省略してもかまいませ
ん。

管理対象データベースで smptsixx.sqlスクリプトを実行するには、前述のように、各
データベースに SYSとしてログインする必要があります。

Security Managerを使用して、アカウントに権限を付与します。Security Managerの使
用方法の詳細は、「Oracle Enterprise Managerオンライン・ヘルプ」を参照してくださ
い。

4. 管理対象データベースに対して、smptsixx.sqlスクリプトを実行します。

管理対象データベースに対して smptsixx.sqlスクリプトを実行しない場合、TopSessions
を使おうとすると、「表またはビューが存在しません。」というメッセージが表示されま
す。

5. 管理対象データベースに ALL_CATALOGビューがない場合、SYSアカウントからデー
タベース上で catalog.sqlを実行します。catalog.sqlスクリプトは、
$ORACLE_HOME¥RDBMSxx¥ADMINディレクトリにあります。

6. 管理対象データベースに AUDIT_ACTIONSビューがない場合、SYSアカウントから
データベース上で cataudit.sqlを実行します。cataudit.sqlスクリプトは、
$ORACLE_HOME¥RDBMSxx¥ADMINディレクトリにあります。

7. SQL*Plus Worksheetを終了します。
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                                                           ローカル・ディレクトリ構

容は変更しないでください。ここには、Oracle Enterprise Manager Configuration As
で使用される SQLスクリプトと、Oracle Enterprise Manager Configuration Assistan
よってロードされるレジストリ・ファイルが入っています。
A
ローカル・ディレクトリ構造ローカル・ディレクトリ構造ローカル・ディレクトリ構造ローカル・ディレクトリ構造

この付録では、Oracle Enterprise Managerリリース 2.0のローカル・ディレクトリ構造につ
いて説明します。

Oracle Enterprise Managerリリースリリースリリースリリース 2.0のローカル・のローカル・のローカル・のローカル・
ディレクトリ構造ディレクトリ構造ディレクトリ構造ディレクトリ構造 

次のディレクトリが、Oracle Enterprise Managerコンポーネントで使用されます。ソフト
ウェアおよびスクリプト・ファイルは、Enterprise Managerがインストールされているマシ
ンの ORACLE_HOMEディレクトリにインストールされます。

$ORACLE_HOME¥sysmanのディレクトリ構造は、次のとおりです。

■ $ORACLE_HOME¥sysman¥system 

■ $ORACLE_HOME¥sysman¥admin 

■ $ORACLE_HOME¥sysman¥config 

■ $ORACLE_HOME¥sysman¥log 

■ $ORACLE_HOME¥sysman¥temp 

ディレクトリは、インストール時に作成されます。

$ORACLE_HOME¥sysman¥system
$ORACLE_HOME¥sysman¥system ディレクトリには、実行時に必要なシステムの重要ファ
イルが入っています。内容は変更しないでください。

$ORACLE_HOME¥sysman¥admin
$ORACLE_HOME¥sysman¥adminディレクトリは、Oracle Enterprise Manager用です。内
造 A-1

sistant
tに



Oracle Enterprise Managerリリース 2.0のローカル・ ディレクトリ構造

$ORACLE_HOME¥sysman¥config
omsconfig.propertiesファイルや oemclient.propertiesファイルなどの、ユーザーが変更でき
るファイルは、$ORACLE_HOME¥sysman¥configディレクトリにあります。Oracle 
Enterprise Managerリリース 2のコンポーネントのトレース情報は、omsconfig.properties
ファイルと oemclient.propertiesファイルに格納されます。

$ORACLE_HOME¥sysman¥log 
$ORACLE_HOME¥sysman¥logディレクトリには、ディスクにリダイレクトされたトレース
の出力が入っています。

$ORACLE_HOME¥sysman¥temp 
$ORACLE_HOME¥sysman¥tempディレクトリには、管理操作の処理中に作成される可能性
のある一時ファイルが入っています。
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                                                           その他の Configuration Assistant操

■ Windows NTの場合
B
その他のその他のその他のその他の Configuration Assistant 操作操作操作操作

Enterprise Manager Configuration Assistantは、データベース管理者の日常のリポジトリ作
成、削除、および構成パラメータのメンテナンスを支援します。

リポジトリ作成については、2-1ページの「リリース 2リポジトリの作成」で説明していま
す。

この付録では、次のことを説明します。

■ リポジトリの削除方法

■ 異なるリポジトリを使用、またはリポジトリ・ユーザーのパスワード変更に対して応答
するために、ローカル管理サーバーをリダイレクトする方法

このほか、omsconfig.propertiesファイルにアクセスできない場合の、リポジトリ作成およ
びパラメータ構成についての情報も提供しています。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Managerリリース 1リポジトリは、Oracle Enterprise Managerリ
リース 2リポジトリと異なります。リリース 2のリポジトリは、リリース 1のリポジトリと
同じスキーマに共存させられません。

既存リポジトリの削除既存リポジトリの削除既存リポジトリの削除既存リポジトリの削除
リポジトリを削除するには、DBA権限を持つユーザーとして、データベースに接続してく
ださい。

注意注意注意注意 : リポジトリを削除する前に、まず、このリポジトリを使用しているすべての管理
サーバーを停止してください。このリポジトリを使用中の管理サーバーがある場合、リポジ
トリを削除するとサーバー・エラーが生じます。

Enterprise Manager Configuration Assistantを起動します。
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既存リポジトリの削除

Windows NTの「スタート」メニューから Oracle Configuration Assistantを起動でき
ます。

■ UNIXの場合

コマンド・ラインから次のコマンドを使用して、Oracle Configuration Assistantを起動
できます。

emrepmgr

リポジトリを削除するには、この後の各項で説明する手順に従ってください。

ステップステップステップステップ 1「構成操作」「構成操作」「構成操作」「構成操作」
Enterprise Manager Configuration Assistantを起動すると、「構成操作」ページが表示され
ます。

構成操作リストから「既存のリポジトリの削除」を選択し、「次」を押して操作を継続しま
す。「リポジトリのデータベースを選択」ページが表示されます。

Configuration Assistantで omsconfig.propertiesファイルに書き込めない場合、「構成ファイ
ルにアクセス不能」ページが表示されます。

ステップステップステップステップ 2「リポジトリのデータベースを選択」「リポジトリのデータベースを選択」「リポジトリのデータベースを選択」「リポジトリのデータベースを選択」
削除するリポジトリのあるデータベースにログインします。

ユーザー名とパスワード :　データベースには DBA権限を持つユーザーとして接続してくだ
さい。これは個人のデータベース・ユーザー・アカウントで、Oracle Enterprise Manager管
理者アカウントではありません。

サービス :　Net8サービスがこの Oracleホーム用に構成されていない場合、サービスを次の
形式で指定することも可能です。

<host>:<port>:<sid>

ここで

hostは、データベースがあるマシン名

portは、データベース・リスナーのポート・アドレスで、通常は 1521または 1526

SIDは、データベース・システム ID

例例例例 :

pjlee-pc:1521:orcl
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「次」を押して、操作を継続します。



既存リポジトリの削除

ログインに成功すると、「リポジトリを選択」ページが表示されます。

ステップステップステップステップ 3「リポジトリを選択」「リポジトリを選択」「リポジトリを選択」「リポジトリを選択」
Enterprise Manager Configuration Assistantで、指定データベースにリリース 2のリポジト
リが検出された場合、それらが表示されます。該当するリポジトリを選択し、「次」ボタン
を押して操作を継続します。

指定データベースにリリース 2のリポジトリがない場合、リポジトリ・リストは空でグレー
表示になり、「データベースでリポジトリが見つかりませんでした。」というメッセージが表
示されます。「取消」ボタンをクリックして Enterprise Manager Configuration Assistantを
終了するか、「前」ボタンをクリックして前のページに戻り、情報を変更します。

ステップステップステップステップ 4「リポジトリの削除オプションを選択」「リポジトリの削除オプションを選択」「リポジトリの削除オプションを選択」「リポジトリの削除オプションを選択」
「リポジトリの削除オプションを選択」ページからは、リポジトリとスキーマ・オブジェク
トを削除することも、リポジトリのみを削除することもできます。

リポジトリのみを削除する場合、Oracle Enterprise Managerリリース 2の SQL dropスクリ
プトを呼び出すために、Enterprise Manager Configuration Assistantでリポジトリに接続で
きるように、リポジトリ・ユーザーのパスワードを指定してください。リポジトリ・オブ
ジェクトのみが削除されます。リポジトリのその他のスキーマ・オブジェクトは残ります。

リポジトリ・ユーザーとそのすべてのスキーマ・オブジェクトを削除する場合、パスワード
は不用です。リポジトリを指定するまで、ローカル管理サーバーを起動できません。リポジ
トリ・ユーザーとそのスキーマ、およびリポジトリのすべてのスキーマ・オブジェクトが削
除されます。

Configuration Assistantで管理対象のリポジトリが omsconfig.propertiesファイルで指定さ
れていることがわかり、そのリポジトリを削除しない場合、管理サーバーの構成は変わりま
せん。

管理対象リポジトリを削除する場合、管理サーバーの構成は消去されます。「次」を押して、
操作を継続します。「リポジトリ削除のサマリー」ページが表示されます。

注意注意注意注意 : このステップを継続する前に、そのスキーマに他に重要なオブジェクト
がないか確認してください。これを確認しないと、貴重なデータが失われる可能
性があります。
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構成パラメータの編集

ステップステップステップステップ 5「リポジトリ削除のサマリー」「リポジトリ削除のサマリー」「リポジトリ削除のサマリー」「リポジトリ削除のサマリー」
「リポジトリ削除のサマリー」ページには、リポジトリ削除ウィザード操作時に指定した全
情報のサマリーが表示されます。「終了」をクリックしてリポジトリ削除を開始するか、ま
たは「前」をクリックして前のページに戻り、情報を変更します。

ステップステップステップステップ 6「構成アクションの進行」「構成アクションの進行」「構成アクションの進行」「構成アクションの進行」
「終了」ボタンをクリックすると、「構成アクションの進行」ウィンドウが現れ、実行された
処理と、実行中の操作の処理ステップが表示されます。各処理ステップは、1行のテキスト
で表示されます。

詳細な情報が必要な場合は、「詳細表示」ボタンをクリックしてダイアログ・ボックスを拡
張し、テキスト領域を表示します。テキスト領域は、「詳細を非表示」ボタンをクリックす
れば隠せます。

結果のいかんにかかわらず、処理が完了すれば、「取消」ボタンは「クローズ」ボタンに変
わります。

エラーなくすべてのステップが完了した場合、「処理完了」メッセージが表示されます。

「取消」ボタンをクリックすれば、要求された操作を完了前に取り消せます。

終了したら「クローズ」ボタンをクリックします。Configuration Assistantから、別の操作
を実行するかどうか尋ねられます。「はい」と答えると、Configuration Assistantは最初の
ページに戻ります。「いいえ」と答えると、Configuration Assistantは終了します。

管理対象リポジトリを削除した場合、次の警告が表示されます。「このマシンの管理サー
バーは、削除したリポジトリが管理されていました。この管理サーバーにより管理されるリ
ポジトリを変更しないと、管理サーバーを起動できません。ここでリポジトリを変更します
か」

「はい」を選択すると、「構成パラメータ」ページが表示されます。

「いいえ」を選択すると、Configuration Assistantから、別の操作を実行するかどうかを尋ね
られます。「はい」と答えると、Configuration Assistantは最初のページに戻ります。

構成パラメータの編集構成パラメータの編集構成パラメータの編集構成パラメータの編集
次の作業を実行する場合、「構成パラメータの編集」を選択します。

■ 既存リポジトリを管理するように管理サーバーを設定

■ 別のリポジトリを使用するように管理サーバー構成を変更

■ 管理サーバーで、起動時にリポジトリへのログインで使用されるパスワードの変更
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■ 別のデータベースでリポジトリを使用するために管理サーバーを変更



構成パラメータの編集

Configuration Assistantでは、それが稼動しているマシンの構成パラメータ
（omsconfig.propertiesファイル）のみ設定または変更できます。Configuration Assistantで
は、別のマシンの構成パラメータを変更できません。同じリポジトリを管理している他のす
べての管理サーバー・マシンで、「構成パラメータの編集」オプションを使用して
Configuration Assistantを実行し、各マシンの構成パラメータを変更してください。

リポジトリ接続情報（ユーザー名、パスワード、サービス）を設定または変更して、正しい
リポジトリを指定してください。同じリポジトリを管理するすべての管理サーバー・マシン
では、構成パラメータが一致している必要があります。

Enterprise Manager Configuration Assistantを起動します。

■ Windows NTの場合

Windows NTの「スタート」メニューから Oracle Configuration Assistantを起動でき
ます。

■ UNIXの場合

コマンド・ラインから次のコマンドを使用して、Oracle Configuration Assistantを起動
できます。

emrepmgr

管理サーバー構成パラメータを編集するには、この後の各項で説明する手順に従ってくださ
い。

ステップステップステップステップ 1「構成操作」「構成操作」「構成操作」「構成操作」
Enterprise Manager Configuration Assistantを起動すると、「構成操作」ページが表示され
ます。

構成操作のリストから「構成パラメータの編集」を選択し、「次」を押して操作を継続しま
す。「構成パラメータ」ページが表示されます。

ステップステップステップステップ 2「構成パラメータ」「構成パラメータ」「構成パラメータ」「構成パラメータ」
「構成パラメータ」ページが表示されます。希望のパラメータを設定または変更します。こ

注意注意注意注意 : Enterprise Manager Configuration Assistantによって設定または変更さ
れるのは、それが実行されているマシンの構成パラメータのみです。
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の情報は、このマシンの管理サーバーが次回起動するときに使用されます。無効な情報があ
ると、管理サーバーは起動しません。



構成ファイルにアクセス不能

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名
リポジトリのユーザー名を入力して、管理サーバーの構成を別のリポジトリを使用するよう
に変更します。

パスワードパスワードパスワードパスワード
リポジトリ・ユーザーのパスワードを入力して、管理サーバーで起動時にリポジトリへのロ
グインに使用されるパスワードを変更します。

パスワードを変更する場合、「確認」フィールドもそれに合わせて変更してください。

サービスサービスサービスサービス
リポジトリが常駐するサービスまたはデータベースを入力し、別のデータベースのリポジト
リを使用するように管理サーバーを変更します。

ステップステップステップステップ 3「構成パラメータを変更」「構成パラメータを変更」「構成パラメータを変更」「構成パラメータを変更」
「構成パラメータを変更」ページには、管理サーバー・パラメータ変更ウィザード操作時に
指定した全情報のサマリーが表示されます。「終了」をクリックして変更を開始するか、ま
たは「前」をクリックして前のページに戻り、情報を変更します。

構成ファイルにアクセス不能構成ファイルにアクセス不能構成ファイルにアクセス不能構成ファイルにアクセス不能
リポジトリの作成または削除を選択し、omsconfig.propertiesファイルにアクセス不能の場
合、「構成ファイルにアクセス不能」ページが表示されます。omsconfig.propertiesファイル
は、書込み不可能な場合があるので、アクセスできない可能性があります。

omsconfig.propertiesファイルを変更せずにリポジトリの操作を継続することも、操作を中
止することもできます。

「操作を実行します」を選択した場合、「次」ボタンが使用可能になり、通常の順序でリポジ
トリの作成または削除の操作を継続できます。

リポジトリの作成を実行中の場合、Configuration Assistantによりリポジトリは作成されま
すが、omsconfig.propertiesファイルは作成されません。ファイルに対する書込みアクセス

注意注意注意注意 : 次のページに進むには、このページのパラメータを少なくとも 1つ変更
する必要があります。なにも変更せずに「次」ボタンをクリックすると、「構成
パラメータは変更されていません。変更するか、取り消してください」というエ
ラー・メッセージが現れます。この場合、Enterprise Manager Configuration 
Assistantでは、次のページに進めません。
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権がないと、管理サーバーを起動できません。



構成ファイルにアクセス不能

サマリー・ページには、構成ファイルがアクセス不能であったことが示され、「構成アク
ションの進行」ウィンドウに、処理ステップとして「構成パラメータの設定」が表示されま
せん。

後ほど omsconfig.propertiesファイルへの書込みアクセス権を得たときに、「構成パラメー
タの編集」オプションを使用して、作成したリポジトリのユーザー名、パスワードおよび
サービス情報を入力してください。構成ファイルが更新されると、管理サーバーを起動でき
るようになります。

「リポジトリ操作を実行しない」を選択した場合、「構成ファイルにアクセス不能」ページが
最後のページになります。「次」ボタンは使用不可になります。変更は実行されません。
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構成ファイルにアクセス不能
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                                                            トラブルシューティン

Enterprise Managerのエラーについて、考えられる原因と推奨処置が記載されて
す。
C
トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

Oracle Enterprise Managerをインストールまたは使用する前に、『Oracle Enterprise 
Managerリリースノート』にある互換性マトリックスを確認してください。

この章では、考えられるトラブルシューティングの問題を説明します。

■ カスタマ・サポートへの問題の報告

■ ロギングとトレースの設定

■ 管理サーバーのトラブルシューティング

■ パスワードの再設定

■ Configuration Assistantのトラブルシューティング

カスタマ・サポートへの問題の報告カスタマ・サポートへの問題の報告カスタマ・サポートへの問題の報告カスタマ・サポートへの問題の報告
Oracle Enterprise Managerをご使用の際、役に立つ資料が多数あります。

カスタマ・サポートにお問い合せになる前に、まず、マニュアルや『Oracle Enterprise 
Managerリリースノート』を調べてみてください。Oracle Enterprise Managerのマニュア
ルのリストが、「はじめに」の xiページの「ドキュメント・セット」に出ています。

特に利用価値の高いマニュアルは、次のとおりです。

■ 『Oracle Enterprise Managerリリースノート　リリース 2.0.4』では、Oracle Enterprise 
Managerの最新情報に関する重要な説明とその他の最新ニュースのほか、製品の実際の
動作とマニュアルの説明との違いについても記されています。

■ 『Oracle Intelligent Agentユーザーズ・ガイド』では、Oracle Intelligent Agentの管理方
法が説明され、トラブルシューティング情報が提供されています。

■ 『Oracle Enterprise Managerメッセージ・マニュアル　リリース 2.0.4』には、Oracle 
グ C-1
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ロギングとトレースの設定

マニュアルでは問題が解決しない場合には、カスタマ・サポートに次の重要情報をお知らせ
ください。

1. どのような問題か。

2. 問題が発生したときに何をしていたか。

■ 問題が発生した製品またはコンポーネント。

■ 実行していた操作。問題が再現可能か。問題を調べるために取った処置。

3. ご使用の環境。

■ ご使用のオペレーティング・システムとバージョン。

■ ご使用の Oracle Enterprise Managerのリリースとインストール場所。

■ ご使用のインテリジェント・エージェントのリリースとインストール場所。

■ ご使用のサーバーのリリースとインストール場所。

■ 管理サーバーのインストール場所。

■ オプションの Data Gathererをインストールしている場合は、そのリリースとイン
ストール場所。

■ ご使用の環境についてスキーマ、データ、スクリプトまたは関連情報を提供。可能
ならば、問題の再現に役立つファイルも提供してください。

4. 表示されたエラー・メッセージと番号。

5. トレースを実行し（使用可能な場合）、トレース情報を提供するか。

6. ログ・ファイルを調べ（ある場合）、ログ情報を提供するか。

ロギングとトレースの設定ロギングとトレースの設定ロギングとトレースの設定ロギングとトレースの設定
Oracle Enterprise Managerリリース 2.0システムでは、トレースとロギングがサポートされ
ています。トレースは、アプリケーションによる情報提供のための画面へのデータ書込みで
す。ロギングは、トレース情報のファイルへのリダイレクションです。

この付録の内容は、次のとおりです。

■ 管理サーバーのトレースとロギング

■ クライアントのトレース

■ Webブラウザのトレース

■ ポケットベルのトレース
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ロギングとトレースの設定

管理サーバーのトレースとロギング管理サーバーのトレースとロギング管理サーバーのトレースとロギング管理サーバーのトレースとロギング
管理サーバーのロギングとトレースは、$ORACLE_HOME¥sysman¥configディレクトリに
ある omsconfig.propertiesファイルで指定します。

ロギングとトレースを使用可能にするには、omsconfig.propertiesファイルで指定したオプ
ションを実行します。

プロパティは次のとおりです。

OEM.TRACING.ENABLED = <boolean> # defaults to false
OEM.LOGGING.ENABLED = <boolean>   # defaults to false
OEM.LOGGING.DIR = <directory_spec>  # defaults to $OH/sysman/log
OEM.TRACING.LEVEL = <oem_trace_levels> 
OEM.LOGGING.FILENAME = <filename>  # defaults to OMS log files

ここで

<boolean> := true | false 
<oem_trace_levels> := <user_trace_level> | <admin_trace_level> | 
<developer_trace_level> 
<user_trace_level> := 5 
<admin_trace_level> := 3 
<developer_trace_level> := 2

<user_trace_level>では、重大またはエラー・レベルのメッセージのみが表示されます。

<admin_trace_level>では、<user_trace_level>メッセージと警告メッセージが表示されま
す。

<developer_trace_level>では、<admin_trace_level>のすべてのメッセージが、情報メッ
セージとデバッグ・メッセージとともに表示されます。

管理サーバーでは、トレース・メッセージはすべて OMSログ・ファイル（oms.log.0、
oms.log.1、oms.log.2など）に入っています。まず 1つのログ・ファイルに、それがいっぱ
いになると次のファイルに書き込み、最後の 2ファイルがリサイクルされます。

管理サーバーのログ・ファイルにはサイズ制限があります。デフォルトでは、管理サーバー
の起動時に、25MBのログ・ファイルしか作成できません。最初のログ・ファイル名は
oms.log.0です。そのファイルが 25MBの上限に達すると、別のログ・ファイルが作成され
ます。別のログ・ファイル名は oms.log.1です。そのファイルが 25MB制限に達すると、
oms.log.0ファイルが削除され、新しいログ・ファイル、oms.log.2が作成されます。最後の
2つのログ・ファイルが保存されます。

管理サーバーが起動すると、oms.log.*という名前のそれまでのログ・ファイルは、すべて
自動的に削除されます。
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OEM.LOGGING.MAX_SIZEプロパティにより、ログ・ファイルの最大合計サイズを制御し
ます。OEM.LOGGING.MAX_SIZEプロパティに指定する値は、MB単位の記憶領域です。



ロギングとトレースの設定

デフォルト値は 50で、最大 25MBのログ・ファイルが 2つになります。パラメータを 0に
設定すると、1つのログ・ファイルがサイズ制限なしで使用されます。

バックアップおよびデータ管理ウィザードのトレースとロギングバックアップおよびデータ管理ウィザードのトレースとロギングバックアップおよびデータ管理ウィザードのトレースとロギングバックアップおよびデータ管理ウィザードのトレースとロギング
バックアップおよびデータ管理のロギングとトレースは、
$ORACLE_HOME¥sysman¥configディレクトリにある omsconfig.propertiesファイルで指
定します。

ロギングとトレースを使用可能にするには、omsconfig.propertiesファイルで指定した次の
オプションを実行します。

OEM.TRACING.ENABLED = TRUE 
OEM.TRACING.LEVEL = 2

クライアントのトレースクライアントのトレースクライアントのトレースクライアントのトレース
クライアントのトレースを使用可能にするには、次の環境変数を設定します。

ORACLE_OEM_CLIENTTRACE=TRUE

すべてのトレース・メッセージが送られるところに、コンソール・ウィンドウが表示されま
す。

ORACLE_OEM_CLIENTTRACE変数を設定しないと、クライアントのトレースはできませ
ん。

クライアント・トレース設定は、$ORACLE_HOME¥sysman¥config¥oemclient.properties
ファイルで指定します。

有効なトレース設定は、omsconfig.propertiesファイルの設定と同じです。詳細は、管理
サーバーのトレースとロギングを参照してください。

Webブラウザのトレースブラウザのトレースブラウザのトレースブラウザのトレース 
ブラウザでコンソールの起動時に問題が発生した場合は、問題をカスタマ・サポートに報告
する前に、トレース情報を集めてください。

ブラウザのトレースを設定するには、次の手順を実行してください。

1. ブラウザのセッションを終了します。

2. Javaプラグインのコンソールを起動します。

Windowsの「スタート」メニューから、「プログラム」>「Oracle JInitiator Control 
Panel 1.1.7」をクリックします。ウィンドウが表示されます。「Show Java Console」
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チェックボックスをクリックし、「適用」をクリックします。プラグイン・プロパティ・
ウィンドウをクローズします。

3. ブラウザを再起動し、Oracle Enterprise Managerコンソールを再ロードします。



管理サーバーのトラブルシューティング

Javaコンソール・ウィンドウが現れ、プラグインによってロードされた Javaクラスと、
発生する可能性のある例外が表示されます。例外が表示されない場合は、画面いっぱい
の情報が 3回か 4回表示されるごとに画面を消去（「消去」ボタンをクリック）してく
ださい。

4. Javaコンソール・ウィンドウに例外が表示された場合は、ファイルにカット・アンド・
ペーストして、問題の説明と一緒にファイルをカスタマ・サポートにお送りください。

ポケットベルのトレースポケットベルのトレースポケットベルのトレースポケットベルのトレース
ポケットベル・サービスは、管理サーバーとは別にデバッグやトレースができます。トレー
スが使用可能な場合、サーバーによって、すべての電話回線処理や、成功または失敗につい
てのトレース情報が書き込まれます。

paging.cfgファイルでは、次のパラメータがトレースに影響を与えます。

OEM.TRACING.ENABLED
OEM.TRACING.ENABLED は、トレースのアクティブ化または解除に使用されるブール・
フラグです。このフラグを使用して、ポケットベルのアクティビティを追跡します。フラグ
を真に設定した場合、トレース・ファイルを指定してください。設定可能な値は、TRUEと
FALSEです。

OEM.TRACING.LEVEL
OEM.TRACING.LEVELは、トレースが実行された場合に生成される詳細なトレース情報の
量を指定するために使用されます。指定可能な値は次のとおりです。

■ 2 - dev:　すべてのメッセージを表示

■ 3 - admin:　重大なエラーおよび警告のみを表示

■ 5 - user:　重大なエラーのみを表示

TRACEFILENAME
TRACEFILENAMEは、トレース出力を書き込むファイル名です。

管理サーバーのトラブルシューティング管理サーバーのトラブルシューティング管理サーバーのトラブルシューティング管理サーバーのトラブルシューティング
この項の項目は、次のとおりです。

■ デフォルト以外の Oracleホームからは正しく実行できない可能性がある 管理サーバー

■ クライアント・アクセス用の管理サーバーの変更
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管理サーバーのトラブルシューティング

デフォルト以外のデフォルト以外のデフォルト以外のデフォルト以外の Oracleホームからは正しく実行できない可能性があるホームからは正しく実行できない可能性があるホームからは正しく実行できない可能性があるホームからは正しく実行できない可能性がある
管理サーバー管理サーバー管理サーバー管理サーバー

UNIXで、管理サーバーが実行されている Oracleホームに、ORACLE_HOME環境変数が設
定されていない場合、管理サーバーは、正しい Oracleホームではなく、デフォルトの
Oracleホームでクラス・ファイルを探そうとするため、正しく起動しません。

csh
環境変数は次のように設定します。

setenv ORACLE_HOME '/usr/local/oracle'

ksh/sh
環境変数は次のように設定します。

ORACLE_HOME = '/usr/local/oracle'
export ORACLE_HOME

UNIXシステムの場合、Oracle環境は、coraenv（CSHの場合）または oraenv（その他の
シェルの場合）をコールして設定することもできます。このシェル・スクリプトにより、任
意の識別子の Oracle環境を設定します。この識別子は特定のデータベースでも、管理サー
バー・ソフトウェアが格納されている ORACLE_HOMEを指すものでもかまいません。これ
らのスクリプトは、特定のマシンやサーバー・ベースの設定を含むようにカスタマイズでき
ます。

coraenvおよび oraenvスクリプトの詳細は、特定のオペレーティング・システムの Oracle
管理ドキュメントを参照してください。

クライアント・アクセス用の管理サーバーの変更クライアント・アクセス用の管理サーバーの変更クライアント・アクセス用の管理サーバーの変更クライアント・アクセス用の管理サーバーの変更
複数管理サーバー環境で 1つの管理サーバーに障害が発生した場合、影響を受けるのはその
サーバーに接続しているクライアントのみです。各管理サーバーは、同じリポジトリに接続
されている他の管理サーバーとは無関係です。

管理サーバー・ノードを、まだ管理サーバーが稼動している別のノードに変更するには、次
の手順に従ってください。

1. Oracle Enterprise Managerのログインで、管理サーバーのプルダウン・リストから、ア
クセスするリポジトリで構成されている管理サーバーを選択します。

使用する管理サーバー名がプルダウン・リストに表示されない場合、次の指示に従って
ください。

a. 「管理サーバー」ボタンをクリックします。「管理サーバー」ダイアログ・ボックス
が表示されます。
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b. 「追加」ボタンをクリックします。「管理サーバーの追加」ダイアログ・ボックスが
表示されます。



パスワードの再設定

c. アクセスするリポジトリで構成されている管理サーバー名を入力し、「OK」をク
リックします。

d. プルダウン・リストから管理サーバーを選択します。

2. Webブラウザを介して Oracle Enterprise Managerが実行されている各マシンで、コン
ソールの URLを、管理サーバーが稼動しているノードに変更します。

http://<node name of Management Server>
/oem_webstage/cgi-bin/oemconsole_cgi?<Management_Server_hostname>

ポケットベル検出の確認ポケットベル検出の確認ポケットベル検出の確認ポケットベル検出の確認
ORACLE_HOME/net80/Agentディレクトリにある services.oraファイルを調べて、ポケッ
トベル・キャリア・サービスが正しく検出されているかどうか確認します。services.ora
ファイルには、paging.cfgファイルで指定した各ポケットベル・キャリアのエントリが必要
です。

パスワードの再設定パスワードの再設定パスワードの再設定パスワードの再設定
自分の SYSMANパスワードを忘れ、それを oem_tempに再設定する場合、
$ORACLE_HOME¥sysman¥adminディレクトリにある vduResetSysman.sql スクリプトを
使用します。

スクリプトを使用する前に、まず、管理サーバー・リポジトリに（SQL*Plusを介して）接
続してください。

1. コマンド・ラインに次のように入力して、SQL*Plusを起動します。

sqlplus

2. 接続情報を要求されたら、次のように入力して、データベースに接続します。

<emrepository>/<emrepository-pwd>@<em-repository> 

たとえば、次のように入力します。

mynode/mypassword@mynode.world

これは、デフォルトのリポジトリ名がホスト名だからです。

3. 次の vduResetSysmanスクリプトを実行します。

@$ORACLE_HOME/sysman/admin/vduResetSysman.sql;
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Configuration Assistantのトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティング

Enterprise Manager Configuration Assistantのエラーのエラーのエラーのエラー
この項では、Enterprise Manager Configuration Assistantのエラー・メッセージと、考えら
れるそれらの原因を説明し、エラー解決の推奨処置を提示します。

omsconfig.properties ファイルに接続できませんファイルに接続できませんファイルに接続できませんファイルに接続できません
omsconfig.propertiesファイルが書込み不可の場合、「構成ファイルにアクセス不能」ページ
が表示されます。詳細は、 B-6ページの「構成ファイルにアクセス不能」を参照してくださ
い。omsconfig.propertiesファイルはアクセスできなかったので、見つかりませんでした。

このデータベース・スキーマはこのデータベース・スキーマはこのデータベース・スキーマはこのデータベース・スキーマは Oracle Enterprise Manager V2 リポジトリをサポートしまリポジトリをサポートしまリポジトリをサポートしまリポジトリをサポートしま
せんせんせんせん
Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantにより、リポジトリが正しく動作するに
はデータベース・パラメータが不十分であることが検出されると、次の警告が表示されま
す。

このデータベース・スキーマは Oracle Enterprise Manager V2 リポジトリをサポートしません
初期パラメータ '<param-name>' 値 = <current-value> が最小値 = <minimum-value> より小さく
なっています。

続行してよろしいでしょうか。

「いいえ」を選択すると、Enterprise Manager Configuration Assistantでは、データベース・
パラメータを変更するまで、そのデータベースでリポジトリを作成できません。Instance 
Managerを使用するか、データベースの init.oraファイルを直接編集して、パラメータを必
要最小限の値に変更し、リポジトリ・データベースを再起動してください。

選択したデータベース・ユーザーは必要な選択したデータベース・ユーザーは必要な選択したデータベース・ユーザーは必要な選択したデータベース・ユーザーは必要な DBA 権限を持っていません権限を持っていません権限を持っていません権限を持っていません
選択したデータベースに DBAユーザーとしてログインするとき、Configuration Assistant
によって、ユーザーに必要な権限があるかどうかがチェックされます。ユーザーが必要な
DBA権限を持っていない場合、「選択したデータベース・ユーザーは必要な DBA権限を
持っていません。DBA権限のあるユーザーとしてデータベースにログインします」という
メッセージが表示されます。「OK」をクリックして、メッセージ・ボックスを消します。操
作を継続するには、正しいデータを入力してください。データを入力し、再度試みてくださ
い。

リポジトリ・ログイン用のデータベースの選択に失敗しましたリポジトリ・ログイン用のデータベースの選択に失敗しましたリポジトリ・ログイン用のデータベースの選択に失敗しましたリポジトリ・ログイン用のデータベースの選択に失敗しました
無効なユーザー名、パスワードまたはサービスを入力すると、失敗を示すエラー・メッセー
ジが表示されます。たとえば、「接続に失敗しました。ORA-01017:　ユーザー名 /パスワー
ドが無効です ;　ログインは拒否されました。」というメッセージが表示されます。「OK」を
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クリックして、メッセージ・ボックスを消します。データを入力し、再度試みてください。
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そのユーザーはすでに存在し、そのユーザーはすでに存在し、そのユーザーはすでに存在し、そのユーザーはすでに存在し、V2リポジトリまたは部分的なリポジトリまたは部分的なリポジトリまたは部分的なリポジトリまたは部分的な V2リポジトリがすでに含まれリポジトリがすでに含まれリポジトリがすでに含まれリポジトリがすでに含まれ
ていますていますていますています
Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantで、そのユーザーがすでに存在すること
が検出された場合、次のメッセージが表示されます。「そのユーザーはすでに存在し、V2リ
ポジトリまたは部分的な V2リポジトリがすでに含まれています。このリポジトリを上書き
することもでき、別のユーザーを選択することもできます。リポジトリを上書きすると、重
要なデータが永久に失われる可能性があります。 別のリポジトリを選択しますか。」

「はい」を選択すると、別のリポジトリ名を入力できるように、再び「リポジトリへのログ
イン情報」ページが表示されます。「いいえ」を選択すると、「リポジトリ作成のサマリー」
ページが表示されます。

そのユーザーはすでに存在し、そのユーザーはすでに存在し、そのユーザーはすでに存在し、そのユーザーはすでに存在し、V1リポジトリが含まれていますリポジトリが含まれていますリポジトリが含まれていますリポジトリが含まれています
Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantで、選択したリポジトリ名が、データ
ベースにすでに存在するユーザーまたはスキーマの名前で、Oracle Enterprise Managerリ
リース 1のリポジトリが含まれていることが検出された場合、次のメッセージが表示されま
す。「そのユーザーはすでに存在し、V1リポジトリが含まれています。 V2リポジトリは、
V1リポジトリを同じスキーマ内では共存できません。別のユーザー名を選択してくださ
い。」

ユーザーはこのデータベースにすでに存在しますユーザーはこのデータベースにすでに存在しますユーザーはこのデータベースにすでに存在しますユーザーはこのデータベースにすでに存在します
Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantで、選択したリポジトリ名が、データ
ベースにすでに存在するユーザーまたはスキーマの名前で、Oracle Enterprise Managerのリ
リース 2と 1のどちらのリポジトリも含まれていない場合、次のメッセージが表示されま
す。「ユーザーはこのデータベースにすでに存在します。このユーザーのスキーマ内にリポ
ジトリを作成しますか。」 

「いいえ」を選択すると、異なるユーザー名を選択できます。

「はい」を選択すると、「リポジトリ作成のサマリー」ページが表示されます。詳細は、2-8
ページの「ステップ 5「リポジトリ作成のサマリー」」 を参照してください。

このマシンの管理サーバーにより、現在サービスこのマシンの管理サーバーにより、現在サービスこのマシンの管理サーバーにより、現在サービスこのマシンの管理サーバーにより、現在サービス <service_name> 内のユーザー内のユーザー内のユーザー内のユーザー
<user_name> が所有するリポジトリが管理されていますが所有するリポジトリが管理されていますが所有するリポジトリが管理されていますが所有するリポジトリが管理されています
リポジトリの作成中、Configuration Assistantで、管理対象リポジトリが
omsconfig.propertiesファイルですでに指定されていて、そのリポジトリと異なるリポジト
リを作成している場合、次のメッセージが表示されます。「このマシンの管理サーバーによ
り、現在サービス <service_name>内のユーザー <user_name>が所有するリポジトリが管理
されています。ここで、サービス <service_name>内のユーザー <user_name>が所有するリ
ポジトリを管理するように変更しますか。」 

「はい」を選択すると、構成が更新されます。構成ファイルへの変更を有効にするには、管
理サーバーを停止して再起動してください。「いいえ」を選択すると、構成ファイルは更新
されません。「リポジトリ作成のサマリー」ページと「構成アクションの進行」ウィンドウ
                                                                    トラブルシューティング C-9

のステップに、選択が反映されます。
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リポジトリのデフォルト表領域には十分な空き領域がありませんリポジトリのデフォルト表領域には十分な空き領域がありませんリポジトリのデフォルト表領域には十分な空き領域がありませんリポジトリのデフォルト表領域には十分な空き領域がありません
Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantで、リポジトリのデフォルト表領域に十
分な空き領域がないことが検出された場合、次のメッセージが表示されます。「リポジトリ
のデフォルト表領域には十分な空き領域がありません。」 基準を満たす別の表領域を選択する
か、表領域のサイズを拡大し、必ず自動拡張されるようにします。表領域の編集の詳細は、 
C-10ページの「リポジトリ・データベースのデフォルト表領域に十分な空き領域がない」を
参照してください。

リポジトリ・データベースのデフォルト表領域に十分な空き領域がないリポジトリ・データベースのデフォルト表領域に十分な空き領域がないリポジトリ・データベースのデフォルト表領域に十分な空き領域がないリポジトリ・データベースのデフォルト表領域に十分な空き領域がない
Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantで、リポジトリのデフォルト表領域に十
分な空き領域がないことが検出された場合、次のメッセージが表示されます。「リポジトリ
のデフォルト表領域には十分な空き領域がありません。」

Configuration Assistantでは、選択したデフォルト表領域が、次の基準を満たしているか
チェックします。

■ リポジトリ作成用の最小空き領域として少なくとも 5MBの領域がある。

■ 自動拡張される。

8.1.xの場合、Enterprise Managerと 8.1スタータ・データベースのデフォルト表領域であ
る、既存の OEM_REPOSITORY表領域を使用します。次に示すスクリプトを実行して、
OEM_REPOSITORY表領域を作成することも、既存の表領域のサイズを拡大することもでき
ます。

OEM_REPOSITORY表領域が存在しない場合の作成表領域が存在しない場合の作成表領域が存在しない場合の作成表領域が存在しない場合の作成
たとえば、OEM_REPOSITORY表領域が作成されていない場合、次のスクリプトを実行すれ
ば、OEM_REPOSITORY表領域が作成できます。注意注意注意注意 :　　　　必ず ‘<datafile_specification>’に
データファイルの指定を入力してください。

Enterprise Managerリポジトリに、特定の特性を持つ表領域を作成することをお薦めしま
す。そのような表領域は、Oracle 8.1、8.0および 7.3データベース上で次のスクリプトを実
行すれば作成できます。この表領域は、最初はデータファイル・サイズが 5MBに設定され、
必要に応じて最大 80MBまで自動的に拡張されます。

CREATE TABLESPACE "OEM_REPOSITORY"  
   DATAFILE  
      '<datafile_specification>' 
      SIZE 5M AUTOEXTEND ON NEXT 25M MAXSIZE 80M  
   DEFAULT STORAGE  
      (INITIAL 128K  
       NEXT 128K  
       MINEXTENTS 1  
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       MAXEXTENTS UNLIMITED  
       PCTINCREASE 0 )  
      MINIMUM EXTENT 128K 
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既存の表領域のサイズを拡張既存の表領域のサイズを拡張既存の表領域のサイズを拡張既存の表領域のサイズを拡張
Storage Managerを使用して、既存の表領域のサイズを拡張するには、この項で説明する手
順に従ってください。

1. Storage Managerを起動します。

2. ログインして、システム（DBA）権限でデータベースの既存のアカウントに接続しま
す。

3. 「データファイル」フォルダから、既存のデータファイルをダブルクリックします。
「データファイル」プロパティ・シートの「一般」ページが表示され、データファイル
のファイル・サイズを編集できます。データベースの最小サイズは、5MB以上に設定し
てください。

4. 「一般」ページの「適用」ボタンをクリックします。

5. 「自動拡張」タブをクリックします。「データファイル」プロパティ・シートの「自動拡
張」ページが表示されます。

6. 「自動拡張可」ボックスをチェックし、「適用」ボタンをクリックします。

リポジトリ操作には不十分なデータベース・パラメータリポジトリ操作には不十分なデータベース・パラメータリポジトリ操作には不十分なデータベース・パラメータリポジトリ操作には不十分なデータベース・パラメータ
Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantにより、リポジトリが正しく動作するに
はデータベース・パラメータが不十分であることが検出されると、次の警告が表示されま
す。

このデータベースでは、Oracle Enterprise Manager V2 リポジトリはサポートしていません。
初期パラメータ '<param-name>' 値 = <current-value> が最小値 = <minimum-value> より小さく
なっています。
 
Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantでは、データベース・パラメータを変更
するまで、そのデータベースでリポジトリを作成できません。

Instance Managerを使用するか、データベースの init.oraファイルを直接編集し、データ
ベースを再起動します。

Instance Managerを使用して、データベースのパラメータを変更するには、この項で説明す
る手順に従ってください。

1. Instance Managerを起動します。

2. SYSDBA権限を持ったユーザーとしてログインします。

3. 「初期化パラメータ」をダブルクリックします。「初期化パラメータ」プロパティ・シー
トが表示されます。
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4. 該当するプロパティ・ページのタブをクリックし、変更の必要があるデータベース・パ
ラメータを変更します。

5. 「OK」をクリックします。
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